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プロローグ






　暦こよみの上での秋の訪れにより、学園都市はいつもの賑にぎわいを取り戻もどした。

　夏の休きゆう暇かを、故郷などで過ごした生徒たちが一いつ斉せいに戻って、通常の毎日が始まったのだ。

　新学期が始まると、それぞれ基本のカリキュラムに則のつとって、決められた授業に取り組むことになる。必ひつ須す科目とされている教養科は、基本的に六年制で、特定の科目に加えてこの科目を並行して行う必要があるのだ。教養科を併修している間は、休養日以外、ほぼ毎日三学科以上は授業を入れなければならず、よほどのことがない限り抜ぬけることはできない。それプラス、週に七～八時間ほどは教養科関係の授業が組み込まれることになり、礼れい儀ぎ作法や、歴史、世界情勢などの一いつ般ぱん教養、下級生指導などの育成補助、武術学科を取っている者は免めん除じよされるが、いわゆる体育などがある。

　僕は、リュシアン・オービニュ。学園都市を有する、ここドリスタン王国の友好国でモンフォール王国の出身だ。前年度、スキップを繰くり返して教養科を修しゆう了りようし、新たなカリキュラムのもと、もっと上を目指すべく頑がん張ばろうと心に決めていた。

　教養科を修了すると、基本科目の授業がなくなるばかりか、下級生への指導である合同授業なども義務ではなくなるため、時間を自分の良いように都合することができるし、また余よ裕ゆうも生まれる。

　それぞれ自分の興味のある勉強や研究を目いっぱい詰つめ込むことができるのだ。もちろん、それに関係する冒ぼう険けん者としてのクエストを熟こなすことも。

　薬草学科の生徒は、冒険者を雇やとって自らもダンジョンに潜もぐったり、フィールドへ出て薬草や毒草、珍めずらしい野草などを手に入れたりもしているし、錬れん金きん学科も同様だ。そして、その時雇われるのは、武術系、魔ま法ほう系学科に所属する腕うでに覚えのある生徒である。どちらも自ら伸のばしたいものを伸ばし、研けん鑽さんを積むために、冒険者というツールをうまく使っている。同時に学費や研究費も稼かせげるので一石二鳥である。

　学園都市に於おいて、生徒たちによる冒険者活動は経済を回すうえで重要な役割を担になっている。薬やく剤ざいやダンジョン産の鉱石などの流通に、彼らが使う武具、道具、宿への宿しゆく泊はく、飲食に至るまで。学園のお膝ひざ元もとの町は、まさに生徒たちがいなければ、なに一つ始まらないと言っても過言ではないのだ。

「ニーナは、今学期どれくらい学科取るの？」

「うーん、そうね。実は迷ってるのよ、武術科は極きわめるつもりだから、そっち方面はⅩクラスまで目指すつもりなんだけど、魔法はあまり得意じゃないしね。錬金や薬草学、魔法陣じんに呪じゆ文もん……正直、やり過ぎた感があるというか、上のクラスになると単位が取れるかどうか不安で」

　彼女は、ニーナ・リュド・ドリスタン。ここ、ドリスタン王国の王女だ。

　校規として、校内における生徒の平等を掲かかげているが、学園では親しみを込めて「姫ひめ様」と愛あい称しようで呼ばれることが多い。僕と同じで、教養科を卒業したばかりだ。

　授業は午後からなので、僕とニーナは寮りようの談話室でこれからのことを相談していた。

　今期から、決まった授業に縛しばられることのないフリーの生徒である。選せん択たく制の学科受講や、特定の研究所預りの生徒、という扱あつかいになるのだ。また研究所所属になると、少額だが給きゆう与よが支給されることになる。

　また、フリーの生徒の中にもランクがあって、特別な学科に昇しよう級きゆうすることによって得ることができる称号がある。それがフラッグシップクラスだ。

　魔法科、武術科、錬金術科、魔法研究科、薬草学科、それぞれ、又または複数の学科を、ある程度まで昇級させることで、統合される学科のことだ。

「……あのさ、もしニーナが嫌いやじゃなかったら、僕の助手に入ってくれない？」

「え？　あ、そっか。確かリュシアン、去年フラッグシップクラスを取っていたっけ？」

「うん、せっかく条件揃そろったからね。それに興味のある分野だし、とことんやろうと思って」

「えーと、確か錬金と……あれ、薬草学もだったかしら？」

　ニーナは去年の進級通知書を思い出しながら、指折り数えて確認している。

　錬金術は、鉱石（金属含ふくむ）、宝石、調合の三つ全部を、Ⅵまで上げることでその上の特別クラス、クラフトコースへ進むことができる。これは去年の時点で一応、進級だけはしている。

　また調合のⅥを修了することで、薬草学科Ⅵと合わせて、薬剤師養成科へと進むこともできるので、今年度からはそちらも加えて、いよいよ本格始動しようというわけである。

　小さいながら、研究、実験が出来る個室が貰もらえることもあり、また希望すれば在校生から助手を数名置くこともできる。助手に選ばれた者も、トップクラスの研究に携たずさわれることに加え、成績にも加味されるのでかなりメリットがあるのだ。

「むしろ、こちらからお願いしたいわ。私は錬金は、まだまだ下のクラスだし」

　単位取得のために提出するレポートや課題がいくつか免除されたり、所属する研究室がなにか大きな成果を挙げれば、その一員として評価を受けることもある。

「よかった。これから冒険者としていろいろクエストもしたいし、そうなると一いつ緒しよの時間が多いのは有利だからね」

　クラフトと薬剤師養成へ進むことで、かなり科目数は減った。もちろん、密度的には増えたけれど。

　あとは、魔法学科をランクダウンして、魔法科総合クラスへと移った。これは、攻こう撃げき魔、回復魔の二つを基本のⅢまで取ると、移動できる科である。

　言い方は悪いが落ちこぼれコースである。

　ずば抜けた攻撃魔法や回復魔法を身に付けられなかった者が、巻物や、魔法道具を使用することで、使える魔法を増やしたり、強化したりする技術を学ぶ科だ。

　加えて、あまり魔力や属性がなくても使える補助魔法を習得したりもする。

　いや、でも補助魔法は馬ば鹿かにしちゃだめだよね。僕はむしろそっちを強化したくて、移って来たんだし。

　……負け惜おしみじゃないよ、ホントだからね。

　ちなみに、魔法科のエリートコースは攻撃魔、回復魔の二つをⅥ以上修了することで昇級できる魔術科である。そもそも攻守可能な属性を持っていなければ進めない特とく殊しゆな学科なのだ。もちろん、攻撃に特化した科などもあるが、僕にはまったく関係ないので割愛する。

「ニーナは？　僕の助手ばっかりじゃ悪いから、なにか手伝えることある？」

「うーん、武術科は対象が剣けん術じゆつだけだしね。あとは魔法研究科なんだけど、それはお互たがいに同じチームだし……そもそも、あの科はフラッグシップクラスへの昇級がすごく難しいのよね」

「僕も呪文魔法が使えないからアウトだし、魔法陣も特殊すぎて評価されないから」

「それよね。リュシアンの生活魔法の魔法陣は、本来なら十分資格あると思うんだけど。誰だれにも写生できないのが、本当に悔くやまれるわ」

　魔法研究科は、修了学科による昇級ではなく研究成果によるものだ。王立魔法研究施し設せつへの推すい薦せんもあり、それこそ本当のエリートコースである。

　研究者になりたいわけじゃないけど、魔法研究の最さい高こう峰ほうというだけあってもちろん興味はある。

「でも、ほら。今年進めようって言ってた、通常魔法の魔法陣なら、写生できる人がいるかもしれないわね」

「そうだね。でも、今回は補助魔法を進めようと思ってるんだよ。これもやっぱり不人気枠わくだし……どうかなあ」

　もし成功したとしても、大した評価を受けない可能性があるのだ。

　結構、画期的だと思うんだけど、補助魔法。

　複数の属性が必要になりがちな補助魔法が、一枚の巻物に収められるのは有意義な試みだといえる。もともと不人気の原因は、生活魔法と同様で、得られる効果と、必要な労力が釣つり合ってないことがあげられるのだ。

　ともあれ僕としては、色々試したいこともあるので楽しみな研究題材の一つである。

「そういえば、あっちでの戦いでも役に立ったって言ってたものね」

「うん。補助魔法ってあまり研究されてないからさ、やれることが多くて楽しみだよ」

　あっちの戦いというのは、先日僕が巻き込まれた騒そう動どうのことだ。こともあろうに、異界と呼ばれる違ちがう世界に飛ばされ、そこで知り合った少女、カエデと共にダンジョンを探たん索さくすることになったのだ。

　向こうでの出来事は、ここにはいないが他のメンバーにも話した。エドガー、アリス、ダリルの三人で、学園内外を通して行動を共にすることが多い仲間である。

　けれど、僕がワクワクしているほどには、彼らには残念ながらあまり響ひびいてない様子だった。そんな仲間の反応から、この世間一般の、補助魔法の地位の低さが自おのずと窺うかがえたのである。

「もちろん、ニーナ達は違う魔法陣の研究をしてもいいんだよ。なにも僕に付き合うことないからね」

「あら、私は面おも白しろそうって思ったわよ。どうせやるなら他人がやってないこと、やりたいじゃない？　私も、賛成よ」

　チームのみんなとは、また話し合って今年度のテーマを決めることになる。カエデは、補助魔法の有用性を目まの当たりにしてるので、否いなやはないだろうけれど、口の悪いダリルは文句の一つも言いそうだ。

「明日、薬草園の作業が終わったら、その時に討とう伐ばつした魔物の解体をダリルに手伝ってもらうんだけど、ニーナも来る？　こっちでは見たことない種だよ」

「もちろん！　というか、私は朝から行くつもりだったのよ。薬草畑での作業もあるでしょう？」

　そろそろ午後の授業が始まるので、どちらからともなく立ち上がって、僕らは談話室を出た。

「ん？　いやいや、いいよ。だって、畑仕事だよ」

「何を言ってるの、私は助手なのよ。ちゃんとカエデに聞いて知ってるんだから、例の土を入れるつもりでしょ？　一人じゃ大変じゃないの」

　ニーナはクラフトの方の助手のはずだけど……まあいいか。

　もともとニーナだって薬草学科は取ってるはずだから、お姫様とはいっても畑仕事だってしてるはずだし、それなら大だい丈じよう夫ぶだよね。

「そうだわ、せっかく新しく始めるんだもの、私とリュシアンの畑を統合してもらった方が都合がいいかも……、学園長に相談してみようかな」

　広大なキャンパスを、僕達はそれぞれ違う学科への道へと分かれて歩き出したが、後ろからそんな独り言が聞こえたような気がした。








第一章　上級クラス






　今日は、朝一番に薬草畑を訪れていた。

　学園の裏山を拓ひらいて作った巨きよ大だいな薬草園。それぞれ、低学年用の猫ねこの額ほどの小さなものから、ビニールハウスまで立ててあるような大きなものまで様々である。

　そして僕に与あたえられていたのは、規模が中くらいの広さで、薬草園中央の場所だったはず……。

　しかし、そこにはなぜか知らない生徒の立て札が立っており、その札にはメモが貼はってあった。場所を示した簡単な地図と、走り書きのような書き置き……見覚えのあるニーナの字で。

「ニーナってば……行動力あり過ぎだよ」

　仕方がなく、メモの示す場所へと歩いて行く。

　それは、ほとんど薬草園の一番奥の端はじっこ。そこに目をやると、ニーナが大きく手を振ふって立っていた。

「リュシアン、ここよ」

「ニーナ、これは一体……」

「ごめんね、勝手に。でも、リュシアンがあっちからいくつか種を持ってきたって聞いて、もうちょっと設備が整っていた方がいいと思って」

　ちょっと強ごう引いんな手段に訴うつたえた自覚はあるのか、ニーナは慌あわてて早口になりながら説明をした。

　リュシアンの助手扱あつかいということで、ニーナと、さらにエドガー、アリス、ダリル、カエデという、今まで畑を申しん請せいしていなかった生徒の分も総合で、合法的に大きな敷しき地ちを手配してもらったとのことだった。

　たくさんの助手を持つ生徒の中には、同じようにかなり大きな敷地を個人で所有していることもあるので、必ずしもニーナが無理を通したというわけでもなさそうである。

　まあ、それでも昨日の今日っていうのは、やっぱりニーナだからこそなんだろう。

「ううん、ありがとう。小型のビニールハウスも置けそうで助かるよ。それにほら、授業に関係なく全員が集まる場所とか欲しかったしね」

　畑の広さもさることながら、用具入れ兼けん休きゆう憩けい所に使える小さな小屋と、専用の水場も付いている。学園から一番遠くて不便といえばそうだが、この至いたれり尽つくせりの仕様がなにより嬉うれしい。

　午前中を使って、今まで使っていた小さな薬草畑から、苗なえをこちらに移す作業を行った。

　ニーナもすっかり畑仕事の恰かつ好こうである。

　長い髪かみを一つに束ね、白いシャツに、ニーソにキュロットという姿だったが、裾すそが邪じや魔まだったのか膝ひざのあたりでリボンで結んで、黒い長なが靴ぐつを履はいている。

　種蒔きだけ手伝ってくれればいいって言ったんだけどね。

　魔法の世界でも、やっぱり普通に農機具で耕すんだね。鍬くわを振り上げながら、ニーナの方にチラリと視線を送る。僕が耕した場所に、彼女は一株ずつスコップを使ってチマチマと苗を植え替かえている。

　やっぱり攻こう撃げき魔法だと地面が隆りゆう起きしたり、吹ふき飛んだりしちゃうか。あ、でも、こういうのも生活魔法ってあるのかな？　エルフだって、作物を育てたりしてるみたいだったし。

　しまった……アリソンさんに聞いておくんだった。

「なにブツブツ言ってるの？　道具があれば、私も耕すの手伝うわよ」

「あ、いや。苗を植え終わったら一回休憩しようか。もうすぐ、ダリル達も来るだろうし」

　ニーナは空を見上げて、太陽が真上にあることを確かめて立ち上がった。

「もうこんな時間？　例の土を入れるまでやっちゃおうと思ってたのに」

　休憩でお茶を飲んでいると、カエデとアリスがやって来た。

「植え替えは終わったのね、次は土を入れるところから？」

「うん、もうすぐダリルやエドガーも来るから、どうせならみんなでいっぺんにやっちゃおう」

　授業が終わって飛んできたのか、制服のままでやって来た彼女達は、物置にもなっている小屋で着き替がえることにしたらしい。小屋はとても小さく、二人入るといっぱいになってしまうので、押し合いへし合いになって着替えているようだ。

　寮りようで着替えてくればいいのにとも思ったが、ここから寮までの距きよ離りを考えると大目に見るより仕方がない。

　もともとここは一番端っこで、他の畑ともすぐ隣となり合わせというわけでもないので、本人たちが構わないのならいいんだけど。だけど、ここに男子が約一名いることも忘れないでほしい。あまり小窓に寄らないように願いたい。

　小屋から出てきた二人の恰好は、双そう方ほうとも動きやすそうな姿である。アリスは帽ぼう子しにシャツと、男の子のようなズボン姿だったが、トレードマークのポニーテールが揺ゆれる姿がそれはそれで可愛い。カエデは……なんだろう、茶ちや摘つみ娘むすめのような恰好だ。もっとも下はもんぺ姿だったが。

　そういえば、畑仕事はいつも一人で黙もく々もくとしていたけど、こうしてみんなで集まるとピクニックみたいでなんだか楽しいね。

　そうこうしている間に、エドガーとダリルがやって来た。

　二人はお昼を済ませてきたようなので、僕達もこのまま食事にすることにした。

　簡単に食べられるおにぎりを、フリーバッグから取り出す。おかずはないけど、大き目なお鍋なべにはお味み噌そ汁しるがたっぷり仕込んであった。豆とう腐ふがあったら完かん璧ぺきなんだけど、今回はシンプルに菜っ葉のみ。

「アリス達も食べずに来たでしょ？　軽くお腹に入れてから作業しよう。ダリル達は悪いけど、お茶でも飲んで待っててね」

　深めの木の器うつわに、四人分の味噌汁を注いでテーブルに置いた。

「なんだよ、今から昼飯か？　じゃ、せっかくだから……てっ!?」

　食べてきたはずのエドガーが、おにぎりに手を出そうとしたので「食べるなら、手を洗って！」とその手を叩たたき落とした時、意外な声がその隣から掛かけられた。

「お？　ミソじゃねーか。懐なつかしいな、俺にもくれ！」

　それは、同じように手を出そうとして、慌てて手を引っ込めたダリルだった。

　飲み水用の樽たるの栓せんを開けて、エドガーとダリルは素直に手を洗っている。ちなみにこれは、僕が即そく席せきで作ったものだ。酒を貯蔵するための小さめの古い樽を貰もらってきて、手作りの栓を下に取り付けてツマミを回すと水が出てくるものだ。もともと似たようなものはあるので、それを参考にして即席で作った。
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　何しろここの水場は飲み水用ではなく、畑や水やりに使う雨水を貯ちよ水すいしたものだからだ。

　手を洗うくらいはいいのかもしれないが、おにぎりは手で摑つかむからね。念のためである。

「味噌、知ってるの？」

「まあな、俺のいた村は寒くて貧しかったけど、豆とイモだけは冬に蓄たくわえることができるほど採とれたからな」

　ダリルの故郷は、雪深い山奥だと聞いた。その昔、獣じゆう人じんの血が混じったという理由で、人里から追い出された一族から始まった村だという。イモや米、豆などで加工品を作って交易商人に売ることで生計を立てているようだ。詳くわしく聞くと、イモや米で酒を造り、豆味噌、さらには寺納なつ豆とうのようなものがあったようだ。

　惜おしい、糸引き納豆が食べたかったなあ。

「こっちに来てからは全然見ないから、この辺では食べないのかと思ったぜ」

「あ、これは向こうで買ったんだよ。なんだ、こっちにもあったんだね」

　向こうというのは当然、こちらが言う異界のことだ。考えてみれば、元は交流があったんだから不思議はないのかもしれない。

　でもダリルの実家ってことは、ここからめっちゃ遠い山奥ってことだよね。買いに行ける場所ではなさそうだけど、商人は行き来しているようなので、今度パトリックさんに聞いてみるのもいいだろう。

　ちなみにパトリックさんとは、アリスの父親で、ドリスタン王国を代表する大だい富ふ豪ごうの商人だ。僕達もいろいろ世話になっている。

「ところで二人は、食べてきたんじゃないの？」

　結局、エドガーもダリルもちゃっかり味噌汁を片手におにぎりをガツガツ食べている。

「みんな食ってたら、食べたくなるだろ？　それに、これ、味噌汁？　最初は変な匂においって思ったけど、慣れるとうまいな。しょっぱくて、オニギリに合う」

「……まあ、いいんだけどね」

　たくさん仕込んで来たのに、ほとんどなくなってしまった。

　片手におにぎり、もう片方の手にお椀わんを持ち、交こう互ごに口に運んでいる姿は、少なくとも一国の王子には見えない。彼は、エドガー・エヴルー・ド・モンフォール、僕の故郷であるモンフォール王国の第二王子だ。そして、母は違ちがえど実の兄でもある。

「あんまりお腹いっぱいにしないでよ。動けなくなっちゃうから」

　結局、驚おどろくべき巨大な胃い袋ぶくろの男子二人の登場で、僕の数日分のお弁当はすべて平らげられてしまったのである。




「うわ、なにこのふかふかな土！　それに、良い色ね。あっちの世界にこんないい土があるなんて」

「う、うん、まあね」

　ドロップっていうか、正直なところモンスターを倒たおすと、ドゥルッて感じで口から放出されるんだけどね。言わない方がいいかな。ニーナ、めちゃめちゃ素手で触さわってるし……。

「中身全部あけて、そこに積んでもらっていいわよ。私が魔法で一気に撹かく拌はんするから」

　僕が麻あさ袋に詰つめ込んだ土をどんどん出していくと、それを担かつぎ上げたダリル達に、カエデがそう指示を出した。

「やっぱり！」

「……え!?　な、なに？　リュシアン」

　その指示を聞いた僕は、思わず大声を上げてしまった。カエデはもちろん、他のみんなも驚いて思わず手を止める。

「あ、ごめん。いや、だって生活魔法だよね？　やっぱりあるんだね、生活魔法農業バージョン！」

「ええ、あるわよ。なによ、そんな驚くことなの？」

　僕の食いつきに、カエデがちょっと引き気味に頷うなずいた。

「細々した作業はともかく、これだけの範はん囲いを一気にって時は、やっぱり魔法の方が手っ取り早いでしょ？」

「だよね、あるよね。よかった、アリソンさんに聞いとけばよかったって後こう悔かいしてたんだ。今から使うのはどんな魔法？　属性は？　魔法陣じんは？」

　思わず矢や継つぎ早ばやに聞いてしまい、ニーナ達に畑から引き摺ずり出された。どうやらカエデの邪魔をしてしまったらしい。「後でね」と、呆あきれたように言われた。

　……うん、ごめん。

　でもね、こっちの生活魔法の本には、農作業に使える魔法はひとつも載のってなかったんだよ。

　もともと生活魔法はマイナーだけど、こっちではほとんど貴族しか魔法が使えないからね。畑仕事はしないもんね、基本的に。

　そして属性はやっぱりとんでもなかった。水、土、風だ。三つって、もうそれだけでも凶きよう悪あくだよね？　最悪、水はなくても出来るみたいなんだけど、めちゃめちゃ土が舞まっちゃうらしい。

　そんでもってこの魔法、結局は畑を耕すだけだからね。息をするように多属性を操あやつるエルフくらいしか、どのみち使わないってわけだ。

「確かに、便利は便利よねえ。大変だと思ってた土の混ぜ込み作業が、一いつ瞬しゆんで終わったんだもの」

　属性を聞いて呆れているニーナに、僕は苦笑しつつ頷く。

　カエデは、光以外のほとんどの属性を使えるけれど、魔力はあまり多くない。それでもたぶん、この学園では上位に入るほどの魔力は持っている。向こうの世界の住人と、こちらの世界の住人では、もともとの魔力量に差があるのだ。

「じゃあ、女の子たちにはこの種と、新しく持ってきた苗を植えてもらって、僕を含ふくめた男子チームは小さなビニールハウスを作ろう」

　種や苗、ビニールハウス用の材料、道具なんかを、空いている場所に広げてそれぞれ作業に入ってもらった。

「ダリル、このあと解体も手伝ってね」

「ああ……例の、大型モンスターな。まあ、俺も水すい棲せいモンスターはあまり得意じゃないけど」

　それはそうか、ダリルは山育ちだからね。

　そうして、ニーナ達はひたすら畑仕事、僕達は大工仕事と、手分けして夕方近くまで作業を続けることになったのだ。




　日が傾かたむいてきた頃ころ、なんとか予定していた作業をほとんど終えた。

　骨組みだけとはいえ、小型ビニールハウスがほぼ完成した。ちなみにビニールっていうのは僕が勝手にそう呼こ称しようしてるだけで、もちろん使うのは本当の意味でのビニールではない。これもまたモンスターの素材の一つである。

　錬れん金きん加工する必要があるので、追加で植える苗と共に、後日持って来る予定である。これがあるとかなりの種類の薬草を植えることが出来るのだ。

　自宅にいた頃のように、オリジナルの調合にも幅はばが出来るのでかなり嬉うれしい。

　気温や外気に影えい響きようされない類たぐいの薬草は、今日の作業でほぼ植え終わった。カエデの魔ま法ほうのおかげで、時短が出来たことも大きかった。

「みんな、今日はありがとう。この後、僕とダリルはちょっとだけ解体作業をするけど、各自解散してもらっていいからね」

　道具を片付けていたエドガーは残る気満々なのか、自分には関係ないとばかりに返事もしない。最近、ちょっとだけ解体に興味があるようだ。男子チームの中で、自分だけ出来ないというのはやはり面おも白しろくないのだろう。

「私も見たいから、残るわ」

「じゃ、私も。どうせ寮りように帰るんだから、一いつ緒しよの方がいいし」

「私もっ……、って言いたいところだけど。薬草畑から学園を横切るだけでもかなりあるし、残念だけどもう帰るわね」

　ニーナとカエデに続きたかったアリスだが、彼女は自宅への帰宅組なので、後ろ髪がみをひかれるようにしながらも渋しぶ々しぶ諦あきらめたようだ。

「……じゃあ、今日は解体だけにするよ。お昼休みならみんな集まれるよね？　明日のお昼、食堂に集合ってことにしよう」

　しばらくして、着き替がえて小屋から出てきたアリスにそう言って、僕はみんなにも確認を取る。ニーナはもちろん、指でオッケーと合図を返し、エドガー達も異論はないようだ。

「ホント!?　ありがとう、じゃあ私は帰るわね！　みんな、また明日」

　大きく手を振ふって、アリスが帰っていった。

「さ、暗くなる前に始めちゃおう」

　大きなシートを敷しくと、その上に途と中ちゆうまで解体したキングサハギンを取り出した。

　僕の感覚では、サハギンと聞くと半魚人みたいなのを想像するけど、これはまんま鯛たいである。モンスターだと納得したのは、三みつ叉また槍やりを持っていたからだ。魚は普ふ通つう、武器持ってないからね。

「しかし、水棲モンスターを生で喰くうって信じられねーな」

「いや、僕もそうだったんだけど、これが結構美味おいしくてね。カエデのお勧すすめだったんだけど」

　この世界では、普通の動物とともにモンスターも食用として流通する。けれど、モンスターに限らず、この世界では肉を生で食べるという習慣がない。……いや、ないと思っていた。

　あれはちょっと衝しよう撃げきだった。

　まあ、結果として美味しかったけどね。お腹こわさないかちょっと心配したけど、普通に大だい丈じよう夫ぶだった。

　というわけで、その時食べる分の一部は切り落としたんだけど、他は触らずにそのまま持って帰ってきた。硬かたい頭とか、僕にはどうにもできなかったからだ。

　それにカエデの話では、目玉とかギザギザの歯とか、エラ、鱗うろこなど、素材としても結構な高級品だというのだ。

　僕もどこかで読んだ古い薬材の本に、キングサハギンって記述を見たことがあったような気がするんだけど、今のこっちの世界にキングサハギンがいるかどうかは問題である。その辺調べてからじゃないと、怖こわくて市場には出せない。

「綺き麗れいな薄うす桃もも色の身ね。それに、このヒレ……なんだか七色に反射してるわ」

「そこ危ねぇぞ、どいてろ。まずは頭を落とす」

　ニーナを押しのけるようにして、ダリルがフリーバッグから大きなナタのような刃は物ものを取り出し、モンスターに手を掛かけた。

　ちなみにダリルが使っているフリーバッグは、僕が作ったものだ。受け取らせるのにはかなり苦労したが、討とう伐ばつモンスターの解体は、ほとんどすべてダリルが行っており、そのための道具をチームの資産としていくつか追加した際に、それも入れるためだと強ごう引いんに渡わたしたのである。

　解体したモンスターや、討伐モンスターも保管しないといけないし、頑がん固こなダリルを納得させるためには、何事もすべては「パーティ共有財産」の便利な一言で通すことにしたのである。

　翌日の食堂、学生達の昼食の準備が始まる少し前に、学園側に許可を取って調理場の一部を貸してもらった。

　目の前のまな板には、すでに刺さし身みに切り分けるだけという状態の魚の半身がのっている。

　周りを取り囲むようにして、ニーナ達も覗のぞき込んでいた。

「さすがダリルだね。なんだかんだ言って、頭からウロコに至るまで、ちゃんと細かく分類して解体しちゃうんだもん」

「ほとんど普通の魚と同じだったからな」

　苦手だと言いつつも、ダリルはあの巨きよ大だいな魚をきちんと捌さばいてみせた。

　硬い頭も、ナタを使ったとはいえ、さくっとバターでも切るように的確に解体してみせたのだ。まるで手品のようだったが、どうやら刃はを入れる場所にコツがあるらしい。僕には、まだそこまで見み極きわめることはできなかった。

　昨夜のうちに、素材はことごとく保存するための処理を施ほどこして、本日、食用の部分だけをこうしてみんなの前に取り出したのである。

「こんなことくらいで騒さわぐんじゃねえ、そんなに寄るな」

　僕があんまり褒ほめちぎるものだから、ダリルは嫌いやそうにハエでも追おい払はらう仕草をした。まったくもう照れ屋さんなんだから、と僕が生温かい目を向けると、それに気が付いたようにギロリと睨にらまれてしまった。

　そうして、僕らは全員で珍めずらしいお刺身を味わうことになった。

「……こりこりしてて、美味しいわ。初めての食感だけど」

「嚙かめば嚙むほど甘いってやつね。結構、好きな味かも」

「うーん、俺はあんまり……生っていうのがちょっと」

「俺は、別に普通だな」

　順に、ニーナ、アリス、エドガーにダリルだ。カエデは言わずもがな、黙もく々もくと食べている。本当に、お刺身好きだよね。

　意外にも、女子には概おおむねうけて、男子にはあまりうけなかった。

　生が嫌だというので、エドガーには特別に味み噌そで漬つけこんでから焼いたものも提供したが、こちらは大絶賛だった。こればかりは好みの差なのだろう。

　だが、総合的にはキングサハギンが美味しいということで間ま違ちがいはないようだ。

「素材は売らずに、保管ってことでいいかな？」

「いいんじゃない？　別に資金に困っているわけじゃないし、下手へたに騒ぎになっても面めん倒どうだしね」

　ということで、授業の合間に集合していたアリス、エドガー、ダリル、カエデがそれぞれの教室に戻もどっていった。僕とニーナもこの後は、それぞれの学科に分かれて授業がある。

「ねえ、リュシアン。ちょっとお願いがあるんだけど」

　すると、ニーナが憂ゆう鬱うつそうな面おも持もちでそう切り出してきた。

「うん？　いいよ、なに」

「……週末、ちょっと付き合ってほしいの」

　ニーナにしては歯切れが悪く、気乗りしない様子がありありと窺うかがえた。なんだろう、それでも行かなくてはならない用事なのかな。

「僕で良かったら、もちろん……」

　それなら尚なお更さら、一人で行かせるわけにはいかないだろう。なにかは知らないけれど、僕がいることで、少しでも気がまぎれるなら喜んでお供しよう。

「おや、こんなところにおいででしたか、ニーナ姫ひめ」

　その時、僕の台詞せりふを遮さえぎるようにして、いきなり後方から男の声が割り込んだ。

　それが誰だれかはわからなかったが、向かいのニーナの表情が、あからさまに不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがんだので、あまり歓かん迎げいすべき相手でないことだけはわかった。

「探しましたぞ、ニーナ姫。まさかこのような下々の者が屯たむろする雑多な場所におられるとは。我らには、特別室があるではありませんか。どうか、今からでもそちらに……」

　この食堂は一いつ般ぱん生徒用。もちろん貴族だろうと、ここではみんな平等なので、通常誰であろうと学生はここを使うことになる。例外といえば、弁当持参や、食事のとれるカフェテラスを利用する場合だ。

　あと一つ、たくさんの助手を持つフラッグシップの生徒には、チームで使うことが出来る特別室のようなものが確かにある。チームの活動は変則的で、通常の授業とは異なるため開放されているもので、先ほどのカフェテラスなど、様々な購こう買ばい部や、フラッグシップクラスの学生が運営する万よろず屋、薬局、そんなものが一ひと塊かたまりに集まっている多目的区間の一角にその建物はあった。

　もちろん、それは貴族専用という趣しゆ旨しの部屋ではない。

　けれど、それをわざわざ訂てい正せいする気がないのか、ニーナは若じやつ干かん目を逸そらして口を開いた。

「いえ、結構よ。ところで、なにかお約束してましたかしら？　というか、なぜこんなところに？」

「いえね、お返事をまだ頂いておりませんので、こうして直接参った次第ですよ」

　どこか仰ぎよう々ぎようしい仕草の男は、慇いん懃ぎん無礼という言葉をそのまま表したように、言葉遣づかいは丁てい寧ねいなのに、なぜか突つっかかってこられているような不快感を覚えずにはいられなかった。たぶん、ダリルがいたら間違いなく喧けん嘩かになっているだろう。

「お返事が遅おくれたことは申し訳なかったわ。でも、事前にお断りしたはずでしたわね」

「そうでしたかな。俺の聞き間違いでは？」

　ニーナはこの人知ってるみたいだけど、僕は間違いなく初対面だ。でも、なぜだろう、どこかで会ったような、そんな感じがするんだけど。

「それに、わたくしには決まったパートナーがおりますの」

「……！　それは一体」

　きっぱりと答えたニーナに、背後の彼が息を吞のむのがわかった。勢い余って足を踏ふみ出したのか、こっそりと斜ななめ後ろの彼をノゾキ見していた僕の背中に、思いっきりぶつかって来た。さすがに唐とう突とつだったので、つんのめるようにニーナにぶつかってしまった。

「ごっ、ごめん、ニーナ」

「いいのよ、大丈夫だった？　背中、平気？」

　移動もせず、二人のやり取りを盗み見ていた僕も悪いが、いくら何でも気が付かなかったってことはないよね？　チラリと彼を見ると、誰だお前、と言わんばかりに睨んできた。

　いや、こっちが聞きたいからね。

　つか、ニーナとの身長差がさらに開いてることに気が付いて、地味にダメージを受けた。ともかく、とっさに前に手を出さなかったことを褒めてくれ。……ヤバかった。

　ホントに何なんだ、この人は。

「おや？　これは失礼、こんなところに人がいるとは。いちいち下を見て歩く習慣がないもので、まったく見えませんでした。ニーナ姫、こちらはどなたですかな」

「彼は……リュシアンよ。モンフォール王国、オービニュ伯はく爵しやく家のご子息です。そしてわたくしはフラッグシップクラスである彼の、助手でもあります」

　一応紹しよう介かいされたので、それに合わせて身体からだの向きを彼の方へ向けたが、いきなり上の方からグッと顔を近づけられて、開きかけた口を思わず噤つぐんだ。

　そんなに顔近づけなくても見えるんだけど……。

「ああ、あの大ぼら吹ふきの……いえ、失敬！　確か、誰にも発動できないおかしな魔ま法ほう陣じんを作っては、なにやら有名になっているという。なるほどフラッグシップクラスですか。よもや、このような子供だったとは驚おどろきですね」

　何かにつけて、失礼とか失敬とか、断りを入れるけど、この人、微み塵じんも悪いと思ってないよね？　感じ悪いし、なんていうか物もの腰ごしが柔やわらかい分、質たちが悪いというか……。

　何か言えるものなら言ってみろとばかりに、ニヤニヤした顔で見下ろしてきた。

　なんかもう相手にするのもイヤだなぁ、とか思っていると、してやったりという顔で、ますます薄うすい唇くちびるの口角を吊つり上げた。

　その、勝った、って顔やめて。

「なるほど、無視ですか。どうやら礼れい儀ぎをわきまえておらぬようですな。いや、失礼！　俺が誰かもわからぬのなら、礼がとれぬのも仕方があるまい。ニーナ姫、ご紹介いただけますかな」

「……キンバリー辺境伯のご子息で、バートン・エヴルー・キンバリー様でいらっしゃいます」

　表情を消したニーナが、平へい坦たんな声でそう紹介した。

　辺境伯……なるほど、王族のニーナでさえ蔑ないがしろに出来ない相手というわけか。僕など、たかだか田舎いなかの地方伯爵の、それこそ三男坊ぼうだ。国際問題を考こう慮りよしても、鼻息で吹き飛ばすくらいの身分差なのだろう。

「この学園都市をはじめ、有力なダンジョンを数多く有する砂さ漠ばく地帯などは、すべて我が管かん轄かつの領地だ」

　まるで、その領地内にあるこの学園都市が自分のものだとでも言いたげに胸を反そらせている。それを言うなら、全部ひっくるめて王国に帰するわけだけど。

　いやいや、そもそも君、その息子ってだけだよね？

　それはともかく、理由はわからないけれどニーナは彼に良い感情を持っていないようで、時間が経たつにつれますます不ふ愉ゆ快かいそうになっている。

「そしてもう一つ、ニーナ姫の甥おいでもある」

「……っ！」

　思わず驚いて目を見開いた僕に、ちょっとばかり気を良くした彼は、途と端たんにべらべらと饒じよう舌ぜつになる。

　どうやら、ニーナの父、即すなわち現国王の亡ぼう兄けいの長男が、バートンの父ということらしい。

　彼は王族との血のつながりを強調したかったのだろうが、僕としては単にニーナの甥ってところに驚いたんだけどね。

　──そろそろ、頭上のチョビが爪つめを立て始めた。

　さっきまで寝ねこけてたくせに、バートンの饒舌と共に機嫌が悪くなってきているようだ。騒そう々ぞうしいの嫌きらいだからね、チョビ……でもまあ、今回ばかりはちょっと共感できてしまう。

　自分で言うのもなんだけど、僕はわりと煽あおり耐たい性せいは高いと思うんだ。けど、なんだろう。さっきからなぜかすごく胸のあたりがザワザワして気持ちが悪い。

　その原因は、わりとすぐにわかった。

　バートンは、さすがに良家の坊ぼつちゃんらしく身なりが整い、姿勢がよく、姿だけなら紳しん士し然としてる。その仕草が、まだ少年と言ってもいい容姿とちぐはぐで、なんだか鼻持ちがならない印象を与あたえるが、顔は普ふ通つうに整っているし、身分も高く、言うまでもなく裕ゆう福ふくな彼は、たぶんめちゃくちゃモテるだろう。

　まあ、ニーナには毛虫のように嫌われているようだけど……。

　その、丁寧に撫なでつけれられた髪かみの色が、赤しやく銅どう色の少し鈍にぶい赤色なのだ。

　良家の子女にはさぞ魅み力りよく的に映るだろう。でも僕には、赤い髪はあまり印象が良くない。

　ある人物を思い出すからだ。

　そこでふと思い出した。確か、ニーナの兄、アンソニー王太子の髪も赤だった。どこかで見たことがある気がしたのは、先日、彼を見たからだろう。

　ニーナとはあまり似てないと思ったが、同じ系統の髪色のせいか、アンソニー王太子はどちらかというとバートンと似ている気がする。どこか人を見下す視線とか、ちょっと同じ匂においがする。

　僕の背が低いからってだけじゃなくてね。……きっと、うん。

「ところでバートン様。確か去年まで、王都の貴族院内の学校へ行っていたと思うのだけど、なぜこちらに？」

　王都には、王立の魔法学校と騎き士し学校があるが、貴族院の学校というのはそれとは違う。

　もとよりその場所は、貴族たちが議会や政治を行う場所であり、便べん宜ぎ上学校と呼ばれているだけで、要はその候補者たちが集つどうサロンのことである。

　一応、十代から二十代に亘わたり、特定の指導者やＯＢにより学問や上流社会の嗜たしなみなどを教わるが、少なくとも普通の学校とは趣旨が違った。

　全員が上級貴族で、通常の教育は、家庭教師により終えているのが普通だ。ほとんどが跡あと取とりで、世界情勢や経済や処世術が主流で、あまり武術や魔法などを好んで習得したりはしない。

　この辺はモンフォール王国と決定的に違うところだ。必ずしも、魔術や武術に優すぐれていることが、当主の条件ではないのだ。武器は自らがなるものでも、持つものでもなく、使うものだというのは、ある意味、貴族らしい考え方とも言える。

「こっちには、いわゆる一年のみの留学のようなものですよ。ニーナ姫が教養科を終え、ようやく正式に社交界にデビューすると聞いたのでね」

　……えっ!?　そうなの？

　思わず見上げた僕に、ニーナは少し困った顔をしている。というか、なんか怒おこってる？　睨にらんでいる先がバートンなので、僕に怒っているわけではなさそうだが。

　ところで、僕が驚く顔をするたびにバートンが「どやぁ」って顔をするのが非常にうっとうしい。

「こんなところにいては、社交界にはさぞ疎うとかろうと、甥っ子としては心配になったのですよ。そもそも、こんな世の序列も守れない学校へ、なぜ何年も通っているのか不思議で仕方がない。数日間、在ざい籍せきしてみたが、平民が当然のように大きな顔をして、まったくもって不愉快極きわまりなかった」

「……あら、この学校は貴方あなたの領の自じ慢まんなのじゃないの？」

「もちろん、下々の教育の場としては優ゆう秀しゆうなのでしょう。学者や、そこそこ使える兵士や、野や蛮ばんなモンスターを狩かる冒ぼう険けん者なんかの育成には定評があるようだ。けれど、俺のような上級貴族は……」

　ニーナの嫌いや味みは不発だったのか、なぜかバートンはふふんっと得意そうに鼻を鳴らした。あれをポジティブに受け取れるとは、なかなか幸せな思考回路といえよう。それとも意図的にスルーしたのだとしたら、それはそれで侮あなどれないけれど。

　思わず肩かたをすくめたニーナと目が合って、僕もつられて苦笑した。

「……そうね、あちらの学校ではさぞ優秀だったのでしょうから、基本の教養科くらいは免めん除じよでもされたのかしら？　それならわたくしたちと同級生ですわね」

　そもそも学園にも序列がないわけではない。

　むしろ、学年、クラスの階級、特別クラス、研究クラスなど、学生のランクはそれこそ多た岐きに亘る。

　身分は関係なくても、少なくとも組織としての上下はちゃんとあるのだ。ただ、彼にとっては生まれもった身分こそが、序列をつけるべき絶対なのだろう。

　そこでバートンは一つ咳せき払ばらい。

　小声で「教養科Ⅳに配された」と、不満そうに唇を尖とがらせた。

　もちろん不満なのだろう。だが、ここは実力主義の学校である。それこそ、貴族も平民もなく、たぶんそれでも十分に融ゆう通ずうをきかせた結果だったのだろう。

　不相応なクラスへ放り込まれれば、恥はじをかくのは他ならぬ彼なのだ。学園長にとっても、これは苦く渋じゆうの采さい配はいだったに違いない。それとも、ちょっと低いランクに放り込んで、ドヤらせておけばいいとでも思ったのかもしれない。

　たった一年のお客様なのだから。

「おっ、俺は、来たくて来たのではないからな。だいたい社交界に疎いニーナ姫のために、わざわざこうして……」

「必要ありませんわ。先ほども申し上げた通り、わたくしにはパートナーがおりますの」

「そっ、……だから、それは誰だれのことだよ？　だいたい、俺はニーナ姫の……っ」

　それまで体裁を保っていた言葉遣づかいまで崩くずれて、バートンは身を乗り出してきた。すかさず、ニーナは身体を斜ななめにして距きよ離りを保ち、実に優ゆう雅がに、けれどきっぱり彼の言葉尻じりを抑おさえるように口を開いた。

「それを口になさるのはお控ひかえください。正式なお話ではありませんもの。現に、わたくしは父からそう聞いております」

「ニーナ姫……！」

　さらに口を挟はさもうとしたバートンに、ニーナは首を振ふった。

「ともかく、今回はお姉様の嫁とつぎ先である公こう爵しやく家が開いてくれた、ある意味内々のパーティーなのだから、それほど大おお袈げ裟さなものじゃないのよ。あなたも遠えん慮りよしないで、貴族院のガールフレンドでも連れていらっしゃいな」

「なるほど……、そうですか」

　他にもいい人くらいいるでしょ？　と、言外に含ふくませたニーナに、バートンは案外あっさり頷うなずいた。あれだけしつこくニーナを誘さそっておきながら、当然のように幾いく人か恋こい人びとがいることを隠かくしもしなかった。

　もっとも貴族の婚こん姻いんは政略的なものも多く、ほとんどが一夫多妻で、後あと継つぎと決まっている者などは婚約者が何人もいることだって珍めずらしくない。

　どちらかというと、僕の家のような妻一人で通す貴族が珍しいくらいだ。

　でも、仮にも身分が上のニーナに対し、この態度はいくらなんでも失礼な気もするけど……。

　この二人は、どうも幼おさな馴な染じみのようで思ったよりお互たがいのことを知っている様子である。そういった暗あん黙もくの了りよう解かいみたいなものも、会話のあちこちからうかがえた。

　僕が二人を観察していると、いきなりバートンと目が合った。とっさに素知らぬ風を装おうかとも思ったが、相手が完全に僕をロックオンしていたので、仕方がなくそのまま視線を交わした。

　相変わらずの上から目線で数秒眺ながめたあと、すぐに興味を失ったように顔を上げた。その際、ついでのように鼻で笑われたのは、たぶん気のせいではない。

　何なんだよ、ホントに。

「ですが、よもやこのような子供を連れてきて、無む駄だにお茶を濁にごすことはないと願いたいものですね……」

　王女としての品格を疑われますよ、と小さく付け加えたバートンに、ニーナはピクリと片かた眉まゆを上げた。

「わたくしのことはもう結構。あなたは教養科の生徒だとおっしゃったわね、だったら授業がおありでしょう？　もうとっくにお昼休みは終わっていてよ」

　ソッポを向いたニーナに、バートンはなぜだか面おも白しろいものでも見たように笑って肩を竦すくめると、芝しば居いじみた大袈裟な礼を取ってくるりと身体からだを翻ひるがえした。

「ごめんね、不愉快な思いさせちゃって」

「ニーナのせいじゃないし、気にしなくていいよ」

　最後にチラリと僕の方を見たバートンは、なんだか道みち端ばたの石ころでも見るようだった。たぶん、彼の僕に対する印象は、おかしな研究をして、ニーナの周りをチョロチョロしている子供、くらいの認識だったのだろう。

　実際に、特別クラスに上がれたのは、薬草学と錬れん金きん術で魔ま法ほう陣じん関係じゃないしね。だいたい魔法陣の研究者って、変人とか暇ひま人じんというのが概おおむねの評価だ。しかも僕の場合、新しい魔法陣の巻物を市場に出せるわけでもないから、目立った貢こう献けんもしていない。

　まあね、正直なところ僕のことはいいんだよ。たいして知りもしない彼にどう思われても構わないし。

　ただ、バートンが言いかけた言葉を、ニーナがかぶせるように止めていたのが、ちょっと気になったのだ。

「実はね……」

　それについては、苦笑しつつもニーナはすぐに教えてくれた。

　過去に、ニーナが成人するまでに相手を決めることが出来なければ、バートンと婚約、という話があったというのだ。

　これは、今は亡きバートンの母親が望んでいたことで、若くして亡くなった妻の願いをかなえたいという現在の辺境伯はく、つまりバートンの父親が、叔父おじであるニーナの父で国王に懇こん願がんした、というのが真実らしい。

　けれど、これにはいろいろな利権を伴ともなう弊へい害がいもあり、さらに今ではもっと面めん倒どうな事こと柄がらも重なって、すでに白紙になっているという。

　ただ、バートンはそれに納得しておらず、ああしてしつこく付きまとっているというわけだ。なるほど、ニーナが頑かたくなにパートナーがいると言って断っていた理由がわかった。

　ここで誘いを受けてしまうのは、確かに悪手だろう。

「……もちろん、彼を結婚相手として見られないっていうのも本ほん音ねだけど、それだけじゃないの。彼とは絶対に結婚するわけにはいかないのよ。父が、その話を相談された時と今では、状じよう況きようが違い過ぎるんだもの」

　なにやらいろいろ事情があるようだ。

　もとより王族であるニーナは、意に沿そわぬ結婚であっても、お国の為ために必要ならば従うこともあるだろう。それがたとえ、好いてもいないバートンであってもだ。そんな彼女が、それは絶対にできないと断言している。

　おそらくこれには深い理由があるのだろう。さすがに全部を明かしてはくれてないようだが、取りあえず状況を把は握あくすることはできた。

「ねえ、リュシアン。だからお願いってわけでもないんだけどね……」

「あ、僕なら無理だよ」

「ちょっ……私、まだ何も言ってないんだけど」

「ダンスの相手っていうなら無理だよ、ってこと。申し訳ないけど」

「ど、どうして!?」

　やっぱりそんなこと考えてたんだ。

　もちろん、パーティーのパートナーとしてってことなんだろうけど、この場合はダンスのお相手がイコールなのだ。パートナーの役割の半分は、たぶん虫よけだろうから。

　バートンも気が付いていたようで、僕を見てせせら笑ってたでしょ？　だって、致ち命めい的てきな欠点がある。

　努力ではどうにもできない、足りないものが。

「もうっ、バートンの奴やつ……、リュシアンが警けい戒かいしちゃったじゃないの。だから不意打ちで誘おうと思ってたのに」

　いや、バートンのせいじゃないから。

　そんなことまで彼のせいにするのはちょっと可か哀わい想そうだろう。なんかこう、彼とニーナって、色んな意味でそりが合わないっていうか、水と油って感じだよね。

　どんなに取り繕つくろっても、ニーナが彼を嫌きらっているのは明白だし……いっそ、毛虫のように。

　彼にだって、それはわかっているだろう。なのに、どうしてああも執しつ拗ようにニーナに拘こだわるんだろうか。

「違ちがうよ、ニーナ。理由は簡単だよ。僕達じゃ、どう頑がん張ばっても身長が釣つり合わないからね」

　それともう一つ、僕はダンスが得意ではない。

　あまり頑張ってこなかった部類の要素なのだ。そもそも、この学校を選んだのだって、そういう煩わずらわしい貴族の社交界から縁えん遠どおいってのも理由の一つだったし。

　なにより、冒険者には必要ない。……たぶん。

　多少の身長差ならどうにかなるけれど、これだけの差があっては、僕が男性パートというのは無理がある。もっとも親子でとか、姉弟でとか、そういう家族バージョンの仕様なら構わないかもしれないけど、正式なダンスで、しかもニーナにとっては内輪とはいえ、晴れの社交界デビューなのだ。

　変に目立って、恥をかかせるわけにはいかない。

　少なくともバートンが、いちゃもんを付けてくることは目に見えている。もちろん気持ちの上では何でも協力してあげたいけれど、かえって面倒なことになってはニーナに申し訳ない。

「そうだ、エドガーに……」

「あら、大だい丈じよう夫ぶよ。うまくアレンジするし、そのためにアリスのお屋や敷しきを、練習場に借りたんだから」

　身分も身長も釣り合うし、エドガーにでも頼たのんでみては？　と、提案しかけた僕の口は、え？　という形に固まった。

「……なに？　なんの話？」

「だからね、さっき聞いたじゃない、週末空いてる？　って」

「う、うん、それは確かに空いてるけど。それって、パーティーに……」

「ううん、違うの。パーティーは一か月後なのよ」

　要するに、たっぷり期間を取ってアリスを巻き込んでの作戦会議兼けんダンスの練習をしようというわけである。

　学園都市内に、ニーナの拠きよ点てんになる場所は寮りようしかないので、すでにアリスの屋敷の夜会用ホールを借りる手はずになっているというのだ。

　いやいや、そんな大おお事ごとにしなくても。

　僕は、さっき言いかけた提案をニーナに話した。エドガーなら気心も知れてるし、丸く収まると思う、と。

「エドガーにも声は掛かけてあるのよ？　お義兄にい様にお伺うかがいしたら、お誘いして構わないって言われているし……」

「……なんだ、そうなんだ」

　だったら、なんなんだろう？　話はついてるんじゃないか、人ひと騒さわがせな。

「でも、私は……せっかくのデビューだし、……と踊おどりたいのよ」

　なんだかごにょごにょ口の中で呟つぶやいた声が聞こえなくて、なに？　って聞き返したら、なぜだかすごく怒おこられた。

　何だろう、ニーナが情じよう緒ちよ不安定なんだけど。

　ともかく、エドガーもいざとなれば協力してくれるらしいし、週末は絶対付き合って欲しいと言うので、結局最後には約束させられてしまった。

　まあ、予定はないからいいんだけどね。

「言っておくけど、僕はダンスは得意じゃないよ」

「大丈夫よ、だから練習するんだもの」

　大丈夫な気が一ミリもしないんだけど？　っていうか、この分だと僕と踊るのは決定事じ項こうのようである。
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　まあ、ニーナのそんな無茶が通るくらいなんだから、本当に身内だけの小さなパーティーなのかもしれない。それなら、ちょっとくらいダンスのバランスが悪くても許されるのかな。

　僕が頷くと、ニーナは心底ほっとしたように笑った。

　練習してみれば現実がわかるだろうし、取りあえずはアリスの家への招待なわけだから断る理由はない。

「よかった。あ、リュシアン、明日は冒ぼう険けん者ギルドについて来てね！」

　いろいろあって忘れていたけど、そういえばそんな約束してたね。

　明日は、二人とも午前中の授業がないので、朝食を取ったらすぐに街に下りようと決めた。この後、ニーナと僕は別々の学科に向かうため食堂を後にした。




　翌日、寮の入り口で待ち合わせをした。

　つい先ほどまで、授業へ向かう学生達でごった返していた寮の玄げん関かんも、今はシンと静まり返っている。人のいない学校ってどうしてこうも寂さみしげなんだろう。

　もっともチョビもペシュもちゃんといるのだが、すっかり寛くつろいで頭の上で寝ね息いきを立てている。学校内は基本的に安全ではあるけれど、これはちょっとダラけすぎだ。

　街へ出たら、ちゃんと僕達の護衛してよね。最近では、僕の身辺はそれほど緊きん張ちようすることもないんだけど、何しろ同行者が学園のお姫ひめ様だからね。

　まもなくして、ニーナが手を振ふりながらやって来て、さっそく街へと出かけることにした。学校が始まるか始まらないかというこの時間は、朝も早い時間なので、まだまだ朝食を食べさせる屋台などが軒のきを連ねている。

「ちゃんと朝ご飯食べてきたのに、なんだかいい匂においにつられちゃいそうね」

　ニーナだけじゃなく、さっきまで寝ていたチョビやペシュまで首を伸のばして屋台をきょろきょろ物色している。油断すると寄り道しそうになるニーナや従じゆう魔ま達に苦笑しつつ、僕達は冒険者ご用よう達たしのお店が立ち並ぶ中央通り辺りまでやって来た。

「そういえばニーナは、ここの冒険者ギルドには入ったことがあるんだっけ？」

「ええ、前にアリスとね」

　以前、正体不明のダンジョンに紛まぎれ込んだ際に、たくさんのドロップ品を収集した彼女達は、その鑑かん定ていのためにここを訪れたのだ。その際、騒ぎになってほうほうの体ていでその場を後にしたらしく、それ以降は立ち寄っていないとのことだった。

「今回はただの登録だもの。大丈夫よ」

　そう言っていたニーナだったが……。

　冒険者ギルドで窓口のお姉さんに話しかけた僕達は、数分後には、あれよあれよという間に応接間のような部屋のソファーに座らされていた。

「ちょっと……！　ニーナ、ぜんぜん大丈夫じゃないんだけど」

「そ、そうね」

　秘書のような女性がお茶を出してくれて、恭うやうやしく「少々お待ちくださいませ」と告げて部屋を出て行ってから、既すでに数分は経たっている。

「……前のことはともかく、ニーナの身分のことじゃないの？」

　彼女たちが前に何を見せたのかは知らないが、それだけが原因ではない気がする。学校ではあまり考えたことはなかったが、ニーナはこの国の王女なのだ。やはりその辺が引っかかったんではないだろうかと思った。

　なにしろ、僕が冒険者になるって言った時でさえ家族に驚おどろかれたのだ。

　貴族が前線で戦せん闘とうするようなモンフォールにしても、貴族や王族が冒険者になることは少ない。エドガーは僕に影えい響きようされてか冒険者になる気満々だけど、エルマン様やウチの兄様達は冒険者になってないし、たぶんならないだろう。

　ましてや、あのバートンを見ればわかるように、このドリスタンではさらにその傾けい向こうは顕けん著ちよである。

　そんなことをあれこれ考えていると、やがて応接室の扉とびらを叩たたく音がした。




「も、申し訳ございません。今の段階では、姫様の冒険者への登録は出来かねます」

　いかにも冒険者でした、と言わんばかりの体格のいい初老の男性が、部屋に入るなりそう切り出した。顔は厳いかついのに、額に流れる汗あせを拭ふきながら、しどろもどろになっての登場だった。名はザック、若い頃ころは二つ名持ちの冒険者で、Ａ級まであと一歩というそれなりの凄すご腕うでだったらしい。

　ニーナとアリスが起こした騒そう動どうは、もちろん国中のギルドマスターの間で話題に上がったらしい。なにしろ、彼かの人物はドリスタン王国王女と名乗り、さらに冒険者になりたいと言っていたからである。

　提出された珍ちん品ぴんは確かに貴重な品物が多く、それはそれで物議をかもしたが、それは添そえ物でしかなかったのだ。ニーナが、鑑定品への興味を逸そらすために投げたカードこそが問題だったというわけだ。

「……あの時は、良い手だと思ったのよ」

　のちにニーナは唇くちびるを尖とがらせて拗すねたが、僕もそこまで問題視されるとは思っていなかった。僕の常識は、前世の記き憶おくと、今現在の田舎いなか貴族としての生活で培つちかわれている。ウチよりも田舎の貴族だった母の生家など、収しゆう穫かく祭付近になると領民と農作業するくらいゆるい気質である。

　国による身分制度の格差もあるだろうけど、僕の家族の周辺が特にそうだったともいえる。

「……それは、ここのギルドでは無理ということかしら？」

　学園都市のギルドがダメなら、拠点としては遠くても、他の地域で登録する手もあると、そんなニーナの思おも惑わくを打ち砕くだくようにギルドマスターは首を振った。

「少なくとも、ドリスタン王国に所属する冒険者ギルドでは無理ではないかと……」

「なによ、まさか父……陛下がなにか」

「い、いいえ！　そのような……まさか」

　慌あわてて首を振るザックは、さっきまで汗を拭いていたのに今度は真っ青になっている。これは、どっちだろうか？　滅めつ相そうもない、という意味か、噓うそをついているから慌てているのか。

「……そうよね、お父様は学園にいる間は好きにしていいと言っていたもの。それはないわね」

　ニーナの呟きからすると、どうやらザックの噓ではないようだが、あの慌てぶりからするとまんざらニーナの読みも外はずれではなさそうだ。即すなわち、どこかから圧力がかかっている、ということだ。

「ニーナ、慌てることはないよ」

「リュシアン？」

　ザックを問い詰つめたところでなにも言わないだろうし、しらを切られればおしまいだ。少なくとも、国内の冒険者ギルドすべてに手を回せるだけの人物が動いているのなら、僕達がここで押し問答しても仕方がないのである。

「僕やダリル、カエデは冒険者なんだからクエストは受けられるし、その僕達がニーナを雇やとうという手もある」

　もちろんランクは上がらないし、あくまで僕達からの給料のみの収入だが、それでもクエストを一いつ緒しよに熟こなすことはできる。冒険者といっても、学生の間は、授業の一いつ環かんという面も強く、それほど高ランクなものを受けたりはしないものだ。研究材料の調達ついでの薬草採集、武ぶ闘とう訓練込みの低ランクモンスター討とう伐ばつなどなど、あくまで学園生活ありきの活動である。

「でも……」

「ねえ、ニーナ。とんぼ返りになっちゃうけど、冬の短い休きゆう暇かに、国境の港町に遊びに行こうよ」

　とっさに不満そうに口を開いたニーナに、僕はそっと顔を寄せて小声でそう言った。

「リュシアン……？」

　一いつ瞬しゆん、キョトンとした彼女だったが、すぐに僕の言いたいことに気が付いたのか、もう一度「リュシアン！」と名前を呼んで目を輝かがやかせた。

　そう、以前立ち寄った港町で出会った元ドリスタンの女性騎き士し、リナ・ブリュレ。

　交易が盛んな港町の冒険者ギルドのギルドマスターだ。ニーナとは面識があり、僕も知らない王家の情報もいろいろと知っている様子だった。

　もちろん端はじっこの港町とはいえ、ドリスタン王国には変わりがないので状じよう況きようは同じかもしれない。けれど、そうなったらなったでそのままモンフォールへと渡わたってしまえばいいのだ。冒険者への登録自体は、少し足を延ばしてオービニュ領にまで行けば、ジーンが何とかしてくれるだろう。

　確かに王女が冒険者になることについては、学園の外では異常なことなのかもしれない。けれど、郷ごうに入いっては郷に従えではないが、ニーナは一学生として普ふ通つうに学園生活を送っているだけなのだ。

　誰だれかにとやかく言われる筋合いはない、というやつである。








第二章　舞ぶ踏とう会への誘いざない






　休養日、すなわち日曜日。僕達は、学園都市きっての高級住宅街に位置するとあるお屋や敷しきのどでかい玄げん関かんの前に立っていた。例の約束を果たすために、エキューデ邸てい、つまりアリスの家へとやって来た。

「何度見てもスゴイ門構えだね」

「ほんと、私の母の宮きゆう殿でんでさえここまで大きくないわよ」

　そう言ってニーナがため息をついている。大国のお妃きさき様の宮殿より大きいって……それに、これって本宅じゃないよね。アリスの家がどれほどの金持ちなのか、まったくもって想像もつかない。

　少なくとも、ウチより裕ゆう福ふくなのは間ま違ちがいなさそうだ。

「ふわあ……大きなお屋敷、というかこれってお城？　え、アリスってお姫ひめ様だったの？」

　大きな門を見上げて、口をぽかんと開けているのはカエデである。

「それは違うぞ、カエデ。いいか、アリスの父親はな、この辺り一帯を金の力で牛ぎゆう耳じっているドンだ。だから、お嬢じようってやつだな」

「変なことを吹ふき込むな、カエデが信じるだろうが。まあ、ある意味間違ってないけど」

　すっかりお上のぼりさんのカエデを、ダリルが面おも白しろがって揶揄からかうのを、エドガーが呆あきれたように窘たしなめた。

　なんだか最近この三人、アリスも加えると四人だが、とても仲がいい。ここ数か月は、教養科を終えた僕とニーナが行動を別にする分、四人は一いつ緒しよにいることが多いせいもあるのだろう。

　僕には何かと尖とがっているダリルも、なぜかカエデに対しては優しく、エドガーとも意外にもうまくやっているようである。もちろん、人付き合いの上手なアリスは言わずもがなである。

　というわけで、なんだか全員揃そろってアリスの家への豪ごう邸てい訪問という感じになった。もともとは、ニーナと僕だけのつもりだったが、エドガーは今回のことに無関係ではないので声を掛かけることにした。そして、一緒にいたカエデもそれに乗っかり、じゃあせっかくだからとダリルも誘ったら、珍めずらしく頷うなずいたのである。ただ、ダリルはこれがパーティーのダンスの練習会だとは知らないので、もしかしたらただのグループの集会だと思っているかもしれない。

　後で知ったら激げき怒どしそうだが、面白いから黙だまってよう……だって、僕だけ恥はじをかくのは面白くないじゃないか。

　ダンスの練習なんて、僕だって本当は逃にげたいのだ。

　ニーナはお姫様で当然ダンスは上手だろうし、エドガーはあれで王子様だ。少なくとも、幼い頃から仕込まれているに違いない。アリスも、家にダンスホールがあるくらいだからちゃんと踊おどれるのだろう。実家にいる時、ダンスの教師からことごとく逃げまくっていたことをちょっとだけ後こう悔かいした。

　やがて門番である使用人が、大きな門の隣となりの小さな通用口のようなところを開けると、アリスが裾すその長いドレスを着た姿で僕達を出で迎むかえてくれた。

「みんな、いらっしゃい。すぐにホールの方へ案内するわね」

　前にも通った玄関ホールを、今度は階段を登らずにまっすぐ進んだ。

　二階へと、ぐるりと両側から登る階段の下にあたる部分に、大きな扉とびらがあった。白の装そう飾しよくに、ふちの細かな柄がらにはすべて金きん箔ぱくが施ほどこされており、とても豪ごう華かな仕様で驚おどろいた。

　……いや、待って。これ全部金きん無む垢くの金具だったらどうしよう。

　そんなどうでもいいことに僕が慄おののいている間に、その重厚な扉は、白い手て袋ぶくろをつけた執しつ事じ風の男性の手によって開かれた。

「広いし、とっても素敵ね。本当に、その辺の貴族の屋敷も真っ青よ」

「俺の家、幾いくつ入るんだこれ……」

　天てん井じようの豪華なシャンデリアにニーナが感かん嘆たんの声をあげると、続いてダリルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。ダリルの家って、ドワーフの義よう父ふのブロイさんが工こう房ぼうに使っている小屋のことかな？　だとしたら、それこそ十や二十は余裕だろう。

　エドガーは、王宮育ちなのであまり驚いた様子はないが、カエデなどはもう声もない様子だ。元は貴族だったとはいえ、彼女が生まれた頃ころにはすでに小さな村で生活していたのだから無理はない。

　アリスによると、ここのホールを使うのは稀まれなのだという。普ふ段だん、パーティーはほとんど王都の屋敷で開かれるのだ。それでもこうしてちゃんと準備がしてあるのは、王都の貴族がこちらで催もよおしを開いたりする時に貸し出したりするためらしい。

　商しよう魂こんたくましいというか、なんというか。

　そしてその先見の明は、娘むすめの教育にも活かされていた。

　これほどの大おお店だなの娘になると、やがて貴族のパーティーに出たりもする。商人の娘だからとバカにされないためにも、それこそ貴族の令嬢よりも何事も完かん璧ぺきに熟こなさなければならないだろうと。

「幼い頃から、ダンスに礼れい儀ぎ作法、食事の作法、それこそお腹いっぱいってくらい叩たたき込まれたのよ。だけど、反はん抗こう期っていうのもあってね……」

　確かに、アリスの性格からすると堅かた苦くるしいのは苦手だっただろうしね。

　でも、アリスはただでは起きなかった。結局、言うこと聞く代わりに学園に入って、冒ぼう険けん者を目指したいっていう我わが儘ままを通すのに成功したわけだから、そこはちゃっかり父親の血を引いているといえよう。もちろん、父とて娘に負けてない。なんだかんだと、家からの通いという絶対条件をつけて、娘への手た綱づなを緩ゆるめることはなかった。

「で、このホールだけど、ちゃんとパパには許可が取ってあるから平気よ。それにもう一つ、強力な助すけっ人とがいるから紹しよう介かいするわね」

　そう言って、先ほどここの扉を開いてくれた執事風の壮そう年ねんの男性に、アリスが目配せを送った。

「初めまして皆みなさま。わたくしはこちらのお屋敷で家令を務めております。以前は、僭せん越えつながらお嬢様の礼儀作法の教師などもしておりました」

　ビシッと整った頭とう髪はつに、頭のてっぺんからつま先まで凛とした姿勢を保ちつつ、彼は流れるように綺き麗れいなお辞じ儀ぎをした。ウチの執事も相当洗練されてると思ったけど、なんかこう……どちらかというとこの人、ロランの立ち居い振ふる舞まいに似てる気がする。

　その後名乗った名前もウォルターと、やっぱりかっこいい感じだった。

「ダンスもとても上手だから、今日はちょっとアドバイスしてもらおうと思ったの」

　というわけで、さっそく僕達のにわかダンス教室が始まった。

「何でもソツなくこなす癖くせに、本当にいわゆる貴族らしいことが苦手なのね」

　すっかり及および腰ごしになっている僕に、ニーナがちょっと揶揄いまじりに微笑ほほえんでいる。

　ソツなくこなす、という大部分の要因が前世の記き憶おくありきなわけだけど、当然ながら前世の僕はダンスなんか踊ったことがない。そして、貴族として生きる今でもできるだけ逃げてきた分野なのだ。

　なにしろ、社交界でブイブイいわせる気などこれっぽっちもなかった。僕の目標は当初から、家を出て冒険者になると、その一点にのみ向いていた。もっとも、そう決めた大前提が今はもうないわけだが、目標はなにも変わってないのだ。

「──負け惜おしみじゃないよ、本当にそうだから」

「なに一人でブツブツ言ってるの？　ほら、こっちに来て私の手を取って」

　僕は、仕方がなく差し出されたニーナの手を取った。

　あらためて周りを見回すと、エドガーとアリスが器用にステップを踏ふみ、ダリルの驚きとカエデの感嘆を誘っていた。

　ちなみに、まったくの素人のダリルとカエデは見学である。今日の目的を知ったダリルは、当然ながら大暴れして帰ると言って聞かなかったが、見学だけだと知って渋しぶ々しぶ残ったというわけだ。

「あれ……？」

「どうしたのよ、リュシアン」

　お手本というか、基本のステップの見本としてエドガー達の足運びを見ていた僕は、ふと既き視し感に襲おそわれた。

　なんだろう、見たことがある……というか、これ知っている？

「ちょっと動いていい？」

「……え、あ、ちょ……リュシアン？」

　身長のせいで腕うでの位置がおかしいけれど、エドガー達の動きと流れる曲に合わせるように、僕は身体からだに叩き込まれたステップを、素早く、時には滑なめらかに踏んでいった。

「……リュシアン様、非常に結構です。初心者だとお聞きしたのに、驚きました。足さばきは、まったく問題ありませんよ」

　ひとつのターンが終わった時、教師役のウォルターが感心したように手を叩いていた。

　いや、なんというか……一番驚いたのは僕だ。

　だって、これって……。

「なによ、リュシアン。踊れるじゃないの……っていうか、私より上手だったわよ」

「……騙だまされた」

　思わず漏もれた僕の声に、ニーナが首をかしげる。

　このステップは、ダンスとして習ったわけじゃない。だけど、当時の僕は必死になって覚えたのだ。

　なにしろ、普段あまり武道指南してくれなかったロランが、珍しくマンツーマンで教えてくれたものだったからだ。確か、短たん剣けん術の秘ひ儀ぎだとか何とか言って、珍しく熱心に教えてくれて、すごく嬉うれしかったのを覚えている。

「よもやこんな仕し掛かけが……」

　おそらくロランは、僕の母親に泣きつかれでもしたのだろう。

　僕がまったくダンスや社交界に興味を持たなかったから。将来、貴族の中で生きていくのに、いつか必要になるかもしれないとの親心だったんだろう。

　まったく気が付かなかった僕も僕だが……いや、だってダンスなんかしたことないし！　生まれてこのかた、というか、それこそ生まれる前でさえだけど。

「そういえば、僕には招待状が来てないんだけど」

「いいのよ、リュシアンは私のパートナーとして行くんだから」

　往おう生じよう際ぎわの悪い僕に、ニーナは問題なしと一刀両断である。

　人並み以上に踊れるとわかった僕に、もう逃げ道はなかった。想定以上のステップを踏めると知ったウォルターは、メインで流れるだろうダンス数曲分の、男女の腕の組み方を次々アレンジしていった。

　近ちか頃ごろの執事は、ダンスのアレンジもお手の物なんだろうか。

「でも、やっぱりさニーナ。エドガーの方がいいと思うんだよ。これじゃあ、まるでニーナにエスコートされてるみたいだし」

「……リュシアンが嫌いやがることもわかってたんだけど」

　どこか申し訳なさげなニーナは、どうやら僕が恥はずかしいから嫌がっていると思っているようだ。もちろんそれもゼロじゃないけど……僕だって男だし、ダンスを踊るならきちんと男性パートがいいに決まってる。

　だけど、そんなことは実はそれ程問題じゃない。

「ニーナと踊るのは、僕は別に嫌じゃないよ。ただ、あのバートンもパーティーに来るんだよね？」

　そう、これはニーナのためのパーティー。彼女にちょっとでも不ふ愉ゆ快かいな思いはさせたくないのだ。

　バートンは、彼女の相手が僕であることを認めないだろう。

　ドリスタン王国では、王女とはいえニーナの王位継けい承しよう順位はかなり高い。僕も最近まで知らなかったけれど、生母の身分が高いからだと聞いた。だから──。

「パートナーとして、僕の身分が釣つり合わないんだよ」

　それこそ、身長の話だけじゃなくてね。

　ニーナは、バートンには言わせておけばいいと言っているが、せっかくパーティーを主しゆ催さいしてくれている公こう爵しやく閣下にも、これが原因で変な騒さわぎになっては申し訳が立たない。

　ダンスも一区切りついたこともあって、ちょうどいいからとそのまま休きゆう憩けいを取ることにした。教師役のウォルターは気を利きかせたのかホールを出ていった。

「なんだ、そんなことかよ。それならいっそ、普通にモンフォール王国の王子として出席すりゃいいじゃねーか。もう隠かくす必要もないんだし、もともと国外では第四王子のリュシアンは健在なんだからな」

「……え!?」

　僕達がパートごとの振ふり付けを教わっている間、ずっとアリスと踊おどっていたエドガーは、タオルで汗あせを拭ふきながら戻もどって来て、僕達の会話に事もなげにそんな爆ばく弾だんを落とした。

　それには僕はもちろん、ニーナもアリスもすっかり忘れてた、という顔である。

「え、……は!?　王子って、なんだそりゃ。お前が何だって？」

　暇ひまそうにしていた見学組のダリルとカエデは、会話まですっかり蚊か帳やの外のようで、衝しよう撃げきの展開に目を白黒させている。

　あれ、この二人って知らなかったっけ？

「リュシアンって王子様なの？　ああ、でもコーデリア様の孫なんだから、んーと、魔ま王おう様の姪てつ孫そんってことで、あっちでも王子様？　あれ、王様の妹の孫は王子様とは言わないのかな？」

　そして、カエデは余計なことに気が付いて、さらに混乱材料を投げ込んで来た。

　ニーナやアリスまで「ホントだ、気が付かなかった」と、ばかりにいきなりそちらに意識が向いてしまった。

　──って、問題はそこじゃないでしょ。

「それより、エドガー。その意見は却きやつ下かだよ」

「なんでだよ？」

「だってバートンとは、伯はく爵しやく家子息ってことで顔合わせしちゃってるんだよ」

「ああ、そうか……私、紹介しちゃったわね」

　どちらにしても、情報でしか伝わってないモンフォールの第四王子は、少なくともエドガーの少し下、という容姿のはずだ。僕の姿ではどう見ても年ねん齢れいが合わない、身分詐さ称しようと言われるのが関の山だろう。

「……それなら、何とかなるかもしれないわよ？」

　人差し指を顎あごの下に当てて、事もなげに言ったのはカエデだ。

「ぴったりの魔法があるのよ。いいえ、あれってスキルなのかしら？　ともかく、なんでも魔族の秘技らしいんだけど」

　一いつ斉せいに注目を浴びて、カエデは慌あわてて首を振った。

「あっ、私は使えないわよ。鬼き人じん族にはあまり発現しない能力だからね。もともと吸血系魔族に多いと言われているし」

　みんなの視線が、今度はテーブルに置いてある手編みのカゴに集中した。そこには、いくつかの果物が置いてあり、その果物の上には黒い小さな生き物がチョコンと乗っている。もちろんペシュである。

　そういえば、この子も吸血種族だね。一度、人型になってたし。

「巻物を持っているのよ。今ではあまりポピュラーじゃない巻物で、しかもやたら高級なものだから、滅めつ多たに出回らないんだけどね」

　そう言ってフリーバッグから、ちょっと年代物の巻物を取り出した。

　どうやら、実家の倉庫の奥底に眠ねむっていた骨こつ董とう品を引っ張り出してきたらしい。

「ほら、昔は魔族って各地を侵しん略りやくしてたじゃない？　その時に開発されてたみたい」

　結果的に学園にはうまく溶とけ込めたが、カエデもたぶん不安だったのだ。そんなもので姿を変えたところで、もちろん一時的なものでしかないとわかっていても、なにかお守りになるものが欲しかったのだろう。

「……あ、でも一本しかないから試すことも出来ないわね」

　やっぱりこんなんじゃだめかしら、とカエデが巻物を仕し舞まおうとしたので、僕は慌てて止めた。

「待って、それ見せて」

　魔法陣じんに触ふれないようにテーブルに広げて数秒、すぐに丁てい寧ねいに巻きなおしてカエデに返した。そして、手持ちの白紙の巻物……例の画用紙に輪ゴム仕様の陳ちん腐ぷなそれを取り出し、瞬またたく間まに書き写した。

　僕の場合は、筆もインクも使わないので準備は必要ない。

「噓うそ。この魔法陣、すごくレベルが高くて写生は難しいって」

「僕が作った巻物は、残念ながら、僕にしか発動できないけどね……どうやらこれは、スキルみたいだね」

　数本を作ったところで、カエデにこの巻物のことを詳くわしく聞いた。

「基本的に自分を変化させるスキルなの。だから、他人を変化させることはできないわ」

「じゃあ、現実的にはリュシアンしか変化のスキルが使えないってことか？」

　そうなるわね、と頷うなずくカエデにエドガーとダリルはちょっと残念そうだ。何に変わるつもりだったんだろう、この二人……。

「本来の変化の術は多様性があって、人以外にも変化できたようだけど、この魔法陣は軍事目的で汎はん用よう性を重視して開発されたから、そんなに劇的な変化はできないわ。主体となる核かくはそのままで、体型を変えたり、角を消したり、羽根を隠すために使ったようね」

　カエデの説明に、ニーナやアリスが面おも白しろいように食いついた。

「それって、子供が大人になったり？　大人が子供になったり？」

「そ、そうね、中身は変わらないけど。何にしても、本体からかけ離はなれた姿にはなれないわよ」

　そして当然、僕が聞きたいことはただ一つだった。

「……し、身長は？」




　僕の希望はともかく、もちろん身長は年齢相応にしなければならない。

　すっかり本人は置いてけぼりで、女子三人はああでもないこうでもないと相談が始まってしまった。

「少しくらい不自然でも、バートンを黙だまらせるために実年齢より少し大人びた感じで……」

「そうね、コーデリア様と、こちらでお会いしたアナスタジア様、ご兄弟のなかで一番似てらっしゃる長男のファビオ様を参考にして……」

「ああ、噂うわさのコーデリア様を知っているカエデが羨うらやましいわ」

　僕はというと、巻物を持ったままで、それら意見を聞きながら突つっ立っていた。正直、初めて使うスキルなので何がどうなるか、どこまで自分の意思に沿った変化ができるのかわからないし、そんな議論はあまり意味がない気がするんだが。

「なあ、御ご託たくを並べるよりやってみたらどうだよ」

　ダリルがついに我が慢まんできなくなったらしい。

　エドガーなどは、もう関係ないとばかりにペシュと一いつ緒しよにオレンジを齧かじっている。その頭の上には、女子たちに囲まれてしまった僕から避ひ難なんしたチョビが、すっかり定位置のように座っている。

「そうね、リュシアン。うまくイメージできそう？」

「やってみないとわからないけど、えとお祖母ばあ様に似せるんだっけ？」

「私たちは直接お会いしてないけれど、リュシアンのお母様にも似ていらっしゃるのでしょう？」

「そうだね、似てると思うよ」

　カエデに続いてニーナが聞いて来たが、生母である母の姿は、僕も肖しよう像ぞう画がでしか見たことがない。取りあえず、カエデの言うようにファビオ兄様にも少し寄せて、ちょっと大人っぽく……だったかな。

　輪ゴムを外して、僕は巻物を発動した。

　これはスキルなので描かかれた魔法陣は墨すみ色で、空中には白く展開する。

「……わ？　わっ、なにこれ、なんか視界が」

　どういう原理なのだろうか。よくわからなかったが、どうやらこれは幻げん惑わくによる幻まぼろしではなく本当に姿が変化するようだ。

　なにしろ、僕の目線がぐんっと上に上がって、びっくりしたように見上げたニーナ達を、あっという間に見下ろす形になったのだから。

「うわあ、不思議。みんなが下にいるよ」

　思わず笑いが込み上げてきて、僕はつい興奮してはしゃいでしまった。その驚おどろきがひと段落してみると、今度はみんなが一言も発してないことに気が付いた。

「……どうしたの？　あ、なんか僕おかしい？」

　ちょうどすぐ目の前、というか見下ろした先のニーナに目線を合わせた。

　すると、びっくりするほど過か剰じように反応した彼女は、数センチ飛び上がってすぐさま後あと退ずさった。カエデも瞬またたきもせずあんぐり口を開けているし、その横でアリスが「うん、アリじゃん。そっか、そっか」と、なにやらそろばんを弾はじいている。

　アリスから一番ヤバイ波動を感じたのは気のせいではないだろう。なにが有りなのか、たぶん聞かない方がいいかもしれない。

「ねえどうなってるの？　この視線からすると、ちょっと背が高すぎたかな」

　これだと長身のニーナより頭ひとつ以上高い。僕の年齢だと、かなり育ち過ぎかもしれない。無意識の希望が余分に入っちゃったのかもしれないね。

　すると横合いから、面白がるような声が聞こえてきた。

「まあ、身長もだが……それだとニーナの虫よけどころか、お前自身が無む駄だにホイホイすることになるかもな」

　行ぎよう儀ぎ悪くテーブルに頰ほお杖づえをついたダリルは、そう言って肩かたを竦すくめていた。
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　　　　※




　当日の早朝、僕とニーナ、エドガーは馬車で王都へと向かっていた。

　ドリスタン王国の、王都。その城下町へ入る大きな門を越こえ、王城へと向かう大きな街道へと馬車を進めていく。見み渡わたす限り、美しい街並みがどこまでも続いていて、まさに圧巻だ。さすがに大都市である。

　豪ごう奢しやな王城を中心に、都会的でおしゃれな建物が取り囲むように連なっていた。モンフォールの王都が武骨な印象を与あたえるとしたら、こちらの王都は瀟しよう洒しやな印象が特とく徴ちようといえるだろう。

　玄げん関かん前に大きな噴ふん水すいを構えた立派なお屋や敷しきが、王城のすぐお膝ひざ元もとにあった。ニーナの姉が嫁とついだという、公こう爵しやく様の住まいである。

　それほど大きくはないが、こちらは王都での屋敷なので、自らの領地にはちゃんとお城があるのだろう。

　エイブラハム公爵閣下。現国王の一番下の弟である。そしてその妻であり、ニーナの姉の名はスザンナといった。

　城下町の門番から連れん絡らくを受けたのか、二人は玄関先で待ってくれていた。

　パーティーは夜なのだが、彼ら二人がニーナに会いたいと連絡を寄よ越こしてきたので、こうして僕達も朝早くから向こうを出てきたのである。

　馬車を下りたニーナの装いは、普ふ段だんの軽装だ。スザンナが控ひかえ室しつを用意するので、そうしてよいと前もって連絡をくれていたのだ。

「ようこそニーナ、久しぶりね。何年ぶりかしら？　あなたったらぜんぜん寄ってくれないのだもの」

「お姉様、今日はご招待ありがとう。私も会いたかったのよ」

　二人の美人姉妹は、親し気に両頰ほおにキスを交わした。スザンナとニーナの年齢が離れているのは母親が違ちがうからということもあるだろう。スザンナは少し浅黒い肌はだの、異国風のエキゾチックな女性であった。

　ニーナ達の再会を待ってから、僕とエドガーもエイブラハム公爵に挨あい拶さつをした。

「お招きありがとうございます。こうしてお会いできる日を楽しみにしておりました」

　エドガーは、自己紹しよう介かいを交えながら、普段のがさつさが噓のようにきちんと挨拶をして、次に僕を前に出して紹介してくれた。長年の夢だった「弟」の部分に異様に力が入っていて、思わず吹ふき出すところだった。

「お初にお目にかかります。リュシアン・マテュー・ド・モンフォールです。この度たびは過分な役ながら、ニーナ王女をエスコートさせていただきます」

「おお、そなたがモンフォール王国の第四王子ですな。失礼ながら、ご病弱だとお聞きして心配しておりましたが、噂などあてになりませんな」

「あなた、失礼ですよ。このように立派な王子殿でん下かをそのように」

　それまでニーナと話していたスザンナが、そう言って公爵を窘たしなめた。そしてすぐに小声で、ニーナに一言二言伝えてこっそりとウインクをした。

　何を話したのか聞こえなかったけれど、ニーナがすぐさま真っ赤になって、僕の方をチラリと見てきた。

　なんだかわからないが、女子トークが繰くり広げられているのは確かである。久しく会っていなかったというが、この二人はとりわけ仲の良い姉妹のようだった。

　それにしても、いつもと違う視線の高さにはちょっと慣れない。

　僕の姿は、みんなにどのように映っているのだろう？　もちろん、姿見を使ってちゃんと確認済みではあったが、これで誤ご魔ま化かせるのか不安でならない。

　なぜなら、僕から見ればそれほど別人と言うほどの変化ではないからだ。




　先日──。

　この日を迎むかえるために、僕は巻物を十本ほど使ってリュシアン王子としての姿を作り上げた。ニーナ達は初めの変身が気に入らなかったらしく、あの後にアレコレと、厳きびしく注文してきた。それこそ、その試行錯さく誤ごには数日を要することになるほどに。

「リュシアン、背は私と同じくらいでいいわよ。それにもうちょっと子供っぽくてもいいわ！」

「そうね、それに髪かみはもう少し短めで、うん……ほっぺも、今くらいぷにぷにで」

「……え？　それだとあまり変わらないんじゃないかしら」

　ニーナとアリスの怒ど濤とうのダメ出しに僕が面食らっていると、カエデも同じことを思ったのか、当然のツッコミを入れた。僕も、それ言おうと思った。

「大丈夫よ！　背が釣り合えばいいんだし、リュシアンの実年齢ならこれくらいが普通でしょ？　だったら顔だってそんなに大人びてちゃ変だもの」

　いや、僕だとわからないようにするのが目的だったような……。

　そう思いながらも、意見を聞きながらちょっとずつ姿を変えていった。結局、十二、三才くらいの設定で、背の高さはニーナと同じくらい。毛先だけゆるく巻いたストレートの髪で、色は今と同じ金きん髪ぱつ、少し長めの髪を後ろで一つにまとめてリボンで結った。

　いかにも王子様、という容姿にはなったが、親しい人が見ればリュシアンだと気が付くだろう。それに気のせいか、ちょっと女の子っぽいような気もする。僕としては、もっとキリッと男らしい感じがよかったんだけど。

「いいのよ！　もともと伯はく爵しやく家のリュシアンとリュシアン王子は、血の繫つながった親しん戚せきってことでしょ。似てて当然なんだから、構わないわよ」

　確かに、もし伯爵家のリュシアンが実在したとしたら、母親同士が姉妹ということになるから間違いではない。

　ちなみに、エドガーに似せてみるのはどうかと提案したら、エドガーは手放しで大喜びしたが、女子には速そつ攻こうで拒きよ否ひされた。あまりに激しく拒否られたので、エドガーはしばらく隅すみの方でチョビとペシュを抱だきしめて拗すねていた。なんか、ごめんね。

　何にしてもニーナがいいと言うなら、今回はこれで行くしかない。

　問題のバートンもこれで煙けむに巻まかれてくれて、ちゃんとパートナーとして立派にニーナの相手が務まれば、僕としても苦労した甲か斐いがあったというものである。




　　　　※※




　ニーナは、エイブラハム公爵夫妻と向かい合って座っていた。

　リュシアン達には客間で寛くつろいでもらい、こうしてニーナと話がしたいという夫妻の願いを叶かなえることとなった。

「ニーナ姫ひめは学園に行って、とても良い出会いをしたようだな。だが、リュシアン殿下とはどこで知り合ったのだ？　学園では一いつ緒しよではなかったのだろう」

「あなたったら、そんな根ね掘ほり葉掘り聞くものではありませんよ。ご学友にエドガー殿下がおられるのだもの、出会う機会もあったのでしょう？　ねえ、ニーナ」

　公爵を窘めながらも、ちゃっかり自分も聞きたそうなスザンナであった。

「叔父おじ様、お姉様、お話があるのではなかったのですか？」

　それこそ根掘り葉掘り聞かれては困るので、ニーナは適当なところで話を変えた。もとよりこうして個別で話がしたいと言い出したのはスザンナなのだ。

「ごめんなさい、そうね。あまりに素敵な殿との方がたたちだったから、どちらが本命……」

「お姉様っ！」

　本格的に睨にらみを利きかせたニーナが、一つわざとらしく咳せきばらいをした。

「……そうだな、なかなか陛下にお伺うかがいできないから、こうしてニーナ姫を呼んだのだ。そろそろ本題に入ろうか」

「だって、憂ゆう鬱うつなお話なんですもの。ニーナの恋こいバナの方がよっぽど建設的ですわ」

　公爵が苦笑して居ずまいを整えた横で、スザンナはこっそりとため息をついて肩を竦めた。ニーナとしてはどちらも困った話題ではあったが、リュシアンのことはそのうち姉には話すことになるだろうと思った。

「……で、どうなのだ？」

　公爵は、一段声をひそめてニーナに詰つめ寄った。

「お医者様は、状態は悪くなる一方だと……」

「……あれ以来、一度も？」

　短く報告したニーナに、スザンナは眉まゆをひそめて質問した。ニーナが頷うなずくと、スザンナは痛々しそうに口元を隠かくして、お可か哀わい想そうにと小さく漏もらした。

　それは、ごく一部の者しか知らない秘密だった。それこそ、親兄弟でも同じ城で暮らすとは限らない王家だからこそ、秘密にできたことだったかもしれない。

　──王太子であるアンソニーが、実は影かげ武む者しやだということ。

　そして、本物のアンソニーが王宮の離はなれの塔とう──、氷の塔と呼ばれる滅めつ多たに人が立ち入らない場所で、十年以上も眠ねむっているということを。

「それで、ニーナ姫。例の、なんとかいうクラスのリーダーが作製した神話級の傷薬だが、アンソニー殿下に有効かもしれないというのは本当か？」

　公爵の質問に、ニーナは少し渋しぶい顔をして首を振ふった。

「フラッグシップクラスですよ。そのことですが、チームを組んでしばらくして、そのことを尋たずねたのだけど……」

　以前、学園でのダンジョン実習のアクシデントの際、リュシアン達はとあるパーティに絡からまれ、イザコザの末、生徒の一人が上じよう腕わん部をほぼ切断するほどの大おお怪け我がを負った。誰だれもが助からないと危き惧ぐしたほどの重傷だったが、なんと、それをリュシアンは傷薬で治ち療りようしてしまったのだ。

　竜りゆうの目入りといわれる神話級の出来栄えの傷薬とはいえ、驚おどろきの成果であった。

「あの時は、まだ怪我をした直後だったから可能だったって、リュシアンが」

「……あら？　リュシアンというの？　王子様と同じお名前ね」

　ニーナはしまった、と口走りそうになりながら「モンフォールではよくある名前なの」と嘯うそぶいた。同一人物だと知られて、変化のスキルのことまで悠ゆう長ちように説明している場合ではないのだ。幸いなことに、スザンナはそれ以上追つい及きゆうしてこなかったので、ニーナは話を続けた。

「アンソニー兄様のように月日が経たった状態では、その傷薬は効果はないかもしれないって言っていたわ」

　ドリスタン王国の王太子アンソニーは、六才の春に大怪我を負った。屋や敷しきの玄げん関かんホール、階段の踊おどり場に飾かざってある二本の巨きよ大だいな大剣けんが、いきなり頭の上に落ちてきたのだ。留め金そのものは頑がん丈じようだったが、それを壁かべに固定してあった楔くさびが錆さびていたらしく、留め金ごと落下してきた。

　とっさに護衛の一人が身を挺ていして王太子を庇かばったが、その重い刃はは護衛の頭と幼い王太子の両足を同時に押しつぶした。すぐに治ち癒ゆ魔ま法ほう師と薬やく剤ざい師しが呼ばれたが、勇ゆう敢かんな護衛の命とアンソニーの両足は失われた。

　欠損部位を治癒する技術は失われたとされていて、優ゆう秀しゆうな治癒魔法師や薬剤師が付きっきりとなっても、王太子の延命がせいぜいであったのだ。

「そうか、ニーナ姫から薬の話を聞いた時はよもやと思ったのだが」

「実はその話をした時、リュシアンはモンフォールの王都でそれらしい魔法の書を見たと言っていたのだけど……」

「それは本当かっ！」

「あ、待って。話はちゃんと最後まで聞いてください」

　思わず立ち上がりそうな勢いの公こう爵しやくに、ニーナは慌あわてて両手を上げて待ったを掛かけた。

「その方法は使えないと説明するために話したの。なんでも、魔法陣じん自体は残ってないらしく、その構築原理、法則、そして魔法呪じゆ文もんの綴つづりのみが延々と記された書物のみが保管されていたと言っていたわ。そして、それは禁書扱あつかいだった。おそらく代だい償しようが大き過ぎたのではないかと……」

　ニーナはここで一つ、あえて言わなかったことがある。実は、リュシアンはその魔法陣を描かく場所さえあれば、再現は出来るかもしれないと話していたことだ。もちろん、それは魔法陣が描けるかもしれないということで、発動が可能かどうかはわからない。どのくらいの魔力を食うのか想像がつかないからだ。

「なんとか命だけでも助けてあげられたら……」

　スザンナはもう何年もアンソニーの姿すら見ていない。あまり王族が氷の塔を行き来すると、万が一にも秘密が漏れる可能性があるからだ。

「……ええ、もう猶ゆう予よはないもの。私、リュシアンに本当のことを話して、正式に力になってもらうわ」

　公爵夫妻は、他国の人間にこちらの王家の極秘事じ項こうが漏れることを懸け念ねんしたが、もちろんニーナはリュシアンに絶対の信しん頼らいを置いているし、なにより踏ふみ込んだ話をしないと、薬にしろ魔法にしろこれ以上の相談は難しいと考えたのだ。

「……秘密は厳守と、くれぐれもな。うまく話してくれ」

「はい、もちろんです。きっと、力になってくれるはずです」

　きっぱり言い切ったニーナに、スザンナはちょっと面おも白しろいものを見たように笑ったが、ここでは何も言わなかった。

「あとはアンソニー……ややこしいからここでは本名で呼ぶわね。サムには、くれぐれも気付かれないように気を付けて」

「……はい」

　王太子アンソニーの影武者役を務めるのは、サム・マルタン。父親に認知されていないため、そのように名乗ってはいるが正式にはサム・マルタン・キンバリー、例のキンバリー辺境伯の息子である。

　バートンにとっては半分血の繫がった弟ということだ。

「これ以上、あの一族に権力を持たせるのは好ましくないからな」

　ソファーに深々と身体からだを預けて、公爵は大きなため息をついた。

　このままアンソニーが死去でもすれば、たとえ影武者といえど王太子の存在をなかったことにはできない。なにかしら手を打つにしても、その交こう換かん条件にキンバリー辺境伯が何を要求してくるかわかったものではないのだ。

　アンソニー王太子の影武者を立てようと提案してきたのは、キンバリーだった。

　当時は、とにかく誰もが混乱していて、一刻も早く事態を収拾しなくてはならなかった。ましてや王太子謀ぼう殺さつ説でも出ようものなら、いらぬ憶おく測そくに王家はもちろん臣下や市民にまで混乱は波は及きゆうするだろう。

　そして、アンソニーが回復するにしても、そのまま亡くなったとしても、影武者は一時的な措そ置ちのはずであったのだ。しかし、結果はそのどちらでもなくアンソニーは命を長らえたものの眠りについた。

「それでも早急に事実を明かしていれば、ここまで拗こじれることはなかっただろう。返す返すも腹立たしいことだ。陛下は、あのキンバリーめの口車にまんまと乗せられてしまったのだ」

「……お父様も、しばらくは平静ではなかったのでしょうね。けれど、今いま更さらです」

「そうね、ニーナの言う通りだわ。ともかく、一番いいのはアンソニーが一日も早く回復することね」

　もちろんそれが叶ったとして、そう簡単なことではないだろう。なにしろ、サムは十年以上も王太子として過ごしてきたのだ。事情を知らぬ者にとっては、彼は間ま違ちがいなく本物ということになる。

「サムが性格上、表おもて舞ぶ台たいに好んで立たなかったことは、この際は幸いだった。陛下もその辺は考えていたのだろうな、それに託かこつけて内外共に極力表に出すことはしなかったのだからな」

　王太子の事故、手回しの良すぎる身代わり、あちこちにキンバリー辺境伯の影かげはちらつくが、すべての事象が意図的だったという確たる証しよう拠こもない。たまたま王太子が怪我をした時、たまたま年とし恰かつ好こうが似た認知してない息子がいたので、事態が収まるまで事故を隠すために一時的に影武者として置いた、だけなのだから。

　三人は額を突つき合わせて難しい顔をしたが、しばらくしてスザンナが苦笑して顔を上げた。

「……と、ここまでにしましょう。お客様をいつまでも待たせるわけにいかないし、ニーナも準備があるでしょう？」

「そうだな、今日は晴れの日だ。こんな時だが、楽しんでこい。キンバリー辺境伯には、引き続き私たちも目を光らせておこう」

　そう言われて、ニーナは追い立てられるように部屋から追い出されてしまった。

　そうはいっても、気分はなかなか晴れないし、その楽しむべき場所に、バートンが招待されていることも、ニーナを気鬱にさせる原因であった。




　　　　※




　豪ごう華かな客室で、用意されたお茶を貰もらって僕達がすっかり寛くつろいでいると、やがて慌ただしくニーナがやって来た。

「ずっと放っておいてごめんね。でも私、まだこれから準備があるのよ。会場の準備ができたら、誰か呼びに来ると思うから、それまでここでゆっくりしててね」

　部屋にいたメイドが、ニーナの分のお茶を準備しようとするのを押しとどめて、あたふたと用件だけ言って、座りもせずに出て行ってしまった。

「なんか、忙いそがしそうだな。俺達、こんなのんびりしてていいのか」

「女の子は準備も大変なんだよ。しかも、ニーナは今日の主役だし。それにこっちは招待客なんだから、余計なことはしない方がいいんだよ」

　僕達にしたところでまだ着き替がえてないが、準備はパーティーの直前の方がいいだろう。お茶やお菓か子しで高価な衣装を汚よごしでもしたら大変だからだ。それに髪かみを整えたり、服を準備してくれる使用人まで用意してくれているのだから、至いたれり尽つくせりである。

　ちなみに、ここに出されているお菓子は、いずれも僕が以前ニーナにレシピを進しん呈ていしたもので、素人では思いつかないような進化を遂とげていた。

「それもそうか。なあ、これってチョビにあげても大だい丈じよう夫ぶ？」

「いいよ、結構なんでも食べるから」

　出されたお菓子を片かたっ端ぱしから味見しているエドガーのところで、どうやらチョビが物欲しそうに待機していたらしい。一方ペシュの方は、テーブルに果物があるものの、部屋にはメイドが入れ替かわりやって来るし、そのまま部屋で控ひかえていたりするからか、僕の服の中に隠かくれたままである。

「……ペシュは、あんまり人に懐なつかないな」

「そうだね、偵てい察さつに出してる以外は、だいたい襟えり元もとに隠れたまま出てこないね」

　実際、学園でも僕の従じゆう魔まはチョビだけだと思っている人もいる。もともと授業も召しよう喚かん魔をとっていないので、わざわざ吹ふい聴ちようして回る必要もないし。

「そういえば、エドガーはパートナーを連れて来なかったの？」

「はあ？　そういうのは、いいよ。ニーナは誰だれか連れて来いって言ってたけどな」

　確かに学園で探すとなると後が面めん倒どうだし、わざわざモンフォールから連れて来るほどでもない。本当は、アリスやカエデなら話は簡単だったんだろうけど、今日のパーティーはほぼニーナの親族など、上位貴族が中心なのでさすがに彼女達は遠えん慮りよしたのだ。

「それより、お前だよ。例のあのバートンとやらには気を付けろよ。間違いなく絡からんで来るだろうし、間違っても学園で会ったリュシアンだと気付かれるなよ」

　面倒くさいから、と顔をしかめて付け足したエドガーに、僕は思わず苦笑する。ニーナの様子から、あのバートンには何か、それこそ面倒くさい何かがあるのではないかという予感がひしひしと感じられてならない。

　そうこうしている間に、そろそろ時間になったようだ。

　フットマンと思おぼしき青年が、僕達を呼びに部屋へとやって来たのである。




　別々にあてがわれた部屋での準備を終えた僕は、会場へと下りる階段のところでエドガーと再会した。

「あ、ここまででいいよ。場所はニーナから聞いてるし、ここを下りたらすぐ会場だから」

　付き添そってくれていたフットマンにそう言うと、まるでお手本のようなお辞じ儀ぎをして立ち去っていった。メイドさんもそうだけど、ここの使用人はみんなレベルが高いように思う。彼らを見ていると、ここの主人である公爵の為人ひととなりがある程度見て取れた。

「……初めにその姿を見た時は、まんまリュシアンじゃないかと思ったけど、さすがにその恰好だと誰だかわかんねぇな」

「そう言うエドガーだって、まるでどこかの王子様みたいだよ。……喋しやべると台無しだけどね」

　二人だけになると、エドガーは僕を上から下まで眺ながめて面白そうに笑って茶化した。すかさずやり返した僕の皮肉には、嫌いやそうに肩かたをすくめたが、あえて反論はしなかった。

　エドガーは、かっちりとした軍服、とまではいかないが、いかにも国のお偉えらいさんといった黒っぽい装よそおいに銀糸をあしらったマント。僕の方は、基本は同じデザインなのに、なぜか袖そで口ぐちからヒラヒラが出てたり（いわゆるドロップドカフスというやつ）、色合いも淡あわく白に近い。マントも金糸使いの白で、片側の肩に掛けるタイプのものだ。

　そんな風に多少のスタイルは違えど、要するに二人ともすっかり七五三状態だということである。

　衣装は、すべてモンフォールから送られてきたものだ。細かな指示は誰のコーディネイトだかはわからないが、昔から王族の正装は、軍事国家だった名残なごりからなのか騎き士し風の装いだった。

「招待客は半分くらいしか到とう着ちやくしてないって言ってたけど、変な挨あい拶さつ合戦は勘かん弁べんしてほしいから、さっさと壁かべ際ぎわのいい場所を取っとこうぜ」

　壁際の良い場所ってなんだよ、と突っ込みつつも、僕は大人しくエドガーの後ろに付いて行った。疲つかれるばっかりの挨拶合戦に巻き込まれたくないのは、僕も同じだったからだ。

　遠巻きにやくたいもない噂うわさ話ばなしをされるか、はたまた積極的に絡んで来る強つわ者ものがいるか、僕やエドガーなどは、もちろん前者でお願いしたかったが、世の中そんなに甘くなかったようだ。

　僕達が会場入りすると、ざわり、と空気が動くのを感じた。それこそ、誰の付き添いもなくこっそりと入場したにもかかわらず、間違いなくかなりの視線がこちらに集中したのだ。

　あえて気が付かないふりをして、会場の中心から離はなれた場所に置いてあるソファーに向かって歩いて行った。主役、もしくは館やかたの主人が登場するだろう大階段の横には、主しゆ賓ひん席のようなものもあった。

　僕達には、階段近くの目立つところに席があてがわれていたが、今、そんなところへ行くのは御ご免めん被こうむりたかった。黙だまっていれば、たいしてお披ひ露ろ目めもされていない他国の王子のことなど、わかりはしないと高をくくっていたのだ。けれど、内輪ばかりの今回のパーティーに、王女の親しい友人枠わくで他国の王子二人が参加するとなれば、当然周りは放っておかなかった。

　社交界というものは、噂や情報が交こう錯さくする場所だ。たとえ、あまり顔出しをしてなくても美味おいしく肴さかなにされてしまうのである。

　今回は、同じ年とし頃ごろの貴族の子女も多く、全体的に堅かた苦くるしい印象はない。このパーティーの趣しゆ旨しが、社交界に参加してなかったニーナのお披露目なので、もともとが交流会のような催もよおしなのだ。普ふ段だんなら敷しき居いも高くなる他国の王子相手にも、次々と顔を繫つなぎたい貴族たちが群がって来た。

　ここからしばらく、僕達は同じセリフを何度も聞かされる羽目になった。

「これはこれは、モンフォール王国のエドガー王子殿でん下か。わたくしは……」

　──と始まって、娘むすめの紹しよう介かいまでがセットの挨拶を、一体幾いくつ聞かされたことかわからない。僕の名前はそれほど知れ渡わたっていなかったのか、目立たないように横で大人しくしていたのだが、そのうちだんだんと巻き込まれることになった。

　早めに逃にげておけばよかった……。

「おお、こちらは弟君ぎみでいらっしゃいましたか、実は、私には年頃の姪めいが……」

　素す性じようがばれた途と端たん、こちらの台詞せりふもセットになってしまった。

　すっかり辟へき易えきとしながらも、これはニーナのためのパーティーだと言い聞かせて、僕達は集まって来る貴族たちをちぎっては投げちぎっては投げ……したいのを抑おさえて、ひたすらニコニコと引きつった笑顔で対応していた。

　終わりのない挨拶攻こう撃げきに、パーティーが始まる前からぐったり疲れてしまった僕は、はんで押したような同じ返事を繰くり返しながら、親しん戚せきのおばちゃんによるうずたかく積まれたお見合い写真攻撃という、記き憶おくの中の風景を思い出していた。

　そうこうしている間に、飲み物や軽食などが配られ始めた。

　どうやら、そろそろ主役の登場の時間になったようだ。会場に続く大きく曲がった階段の辺りに、人々が集まり始めた。




　階段の上の白い扉とびらが開いて、公こう爵しやくに手を取られたニーナが登場した。

　長いドレスの裾すそを綺き麗れいにさばきながら、彼女は淑しとやかに階段を下りてくる。濡ぬれ羽ば色の黒髪は、白と淡いピンクの花をあしらった髪留めで一部を高く結い上げられ、残りは毛先を緩ゆるく巻いて下ろしている。

　いつもと違って軽く化け粧しようをしており、もともと長身の彼女はかなり大人びて見えた。

　ゆっくりと階段を下り切ると、公爵はすぐにニーナの手を恭うやうやしく離し、その手を胸むな元もとに添えて深く礼をする。

　そんな公爵の横を通り過ぎ、彼女は臆おくする様子もなく鷹おう揚ようとした態度で招待客の前に出た。

「本日は、わたくしのためのパーティーに参加してくださって、感謝致します」

　初めの挨拶はニーナがするようだ。てっきり公爵が、ニーナを紹介する流れだと思ったけれど、考えてみたら立場的にはニーナの方が身分が上だから、それはできないってことか。

　ニーナは最後に公爵にお礼を述べて、招待客への挨拶を終えると、ようやくスピーチを譲ゆずった。引き継ついだ公爵が、型通りの主しゆ催さい者しや側の挨拶を一通り終えて、周りを見み渡わたすような仕草をして一言付け加えた。

「……姫ひめにもお許しを頂いたので、無礼講とまではいわないが、皆みな気軽に過ごして頂きたい」

　僕の方に目配せを送って来たので、応えるように頷うなずいて、ニーナのエスコートに向かった。パートナーなので、一番最初に踊おどるのは僕ということになる。

　まだみんな踊ってないのに、ある意味これには強心臓が求められる。なんにしても経験値の足りない僕には、正直かなり敷居が高い。

　しかも、ニーナは七五三状態の僕の恰かつ好こうに驚おどろいたのか、何度も目を瞬またたいている。その後、俯うつむいたままでそっと手を差し出してきた。指先がプルプルしているのは、もしかして笑っているのだろうか？

「笑わないでよ、僕だってちょっと盛り過ぎだと思ってるんだから」

「もうっ！　……リュシアンったら、違うわよバカ！」

　心なしか頰ほおを赤く染めて、いきなり怒ど鳴なられた。あまりの剣けん幕まくに面食らったが、差し出された白い手て袋ぶくろに包まれたニーナの手を取ると、拗すねたように唇くちびるを尖とがらせながらも嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　ちょっとホッとして、僕はそのままニーナの手をひいて、事前に指示されていた通り中央へと向う。

　広い会場のど真ん中までゆっくりと進み、観衆に見守られながら僕達は型通り向かい合った。平静を装ってはいたが、僕はこの時、割と頭が真っ白だった。

　周りからは「素敵ね」「可愛らしいわね」などと、賛辞の声が小さく囁ささやかれていたが、かなり舞まい上がった頭には、何も入ってこない。けれどそんな時、僕の思考を現実に引き戻もどす、微かすかな兆きざしがあった。

　どこからか、小さな舌打ちが聞こえたのだ。

　やがて曲が流れて、僕達は足を踏ふみ出した。こっそりと視線を巡めぐらせたが、観衆はみんな微笑んでいて、それらしい姿は見当たらない。けれど、ターンの最中に見知った顔がチラリと目の端はしに映った。

「ほら、リュシアン。集中して」

「……ご、ごめん」

　ステップや段取りを間ま違ちがえることはなかったが、僕がちらちらと視線を動かしているのには気が付いたのか、ニーナが不満そうに頰を膨ふくらませている。怒おこったような顔をしているが、正直そんな顔をしても可愛いだけなんだけど、そこは年の功（気分的には）として素直に従うことにした。

　僕にとってダンスは、覚えた過程のせいか感覚的には殺陣たてである。頭に叩たたき込まれた形を、そのまま順番どおりにこなしているに過ぎない。

　周りからガン見されての、ダンス。ニーナには申し訳ないけれど、実のところ「無」にならないとかなり辛つらいのも確かだ。

　果たして、これに慣れる日がやって来ることがあるのだろうか。




　なんとかダンスを終えると、周りからは拍はく手しゆの嵐あらしに迎むかえられた。

　おべっかも往々にしてあるとは思うけれど、ほとんどがニーナの社交界デビューを素直に祝しているようだった。ニーナもちょっと照れくさそうではあったが、ほんのりと頰を染めて嬉しそうに微笑んでいる。

　彼女のこんな顔を見られるなら、それこそ僕も頑がん張ばった甲か斐いがあったというものだ。

　するとどこから現れたのか、次にニーナに手を差し伸のべたのは、恭しく胸に手を添そえて、頭を下げたバートンであった。さっきまで子供のように笑っていた彼女の表情は、すぐに大人の微笑みに変わった。いわゆる営業スマイルというやつである。もっともバートンが、気が付いたかどうかはわからないけれど。

　そしてゆっくりと曲が流れだすと、各々二人ずつペアになって会場全体に広がり皆が踊り出した。

　なるほど、二曲目からはみんな好き好きに踊るという段取りのようだ。

　ニーナも立場上、バートンの誘さそいを断るわけにはいかないのか、渋しぶ々しぶとはいえダンスの輪に加わっている。

　僕はやれやれと、壁とお友達になっているはずのエドガーの元へと歩いて行った。けれど向かった先には、意外にもたくさんの女子によって埋うめ尽つくされていた。

　僕の足は途と中ちゆうで止まって、それ以上先に進むのを拒こばんだが、すぐに気が付いた数人の少女達が、こちら側にも集まってきてしまった。どうやらダンスに誘って欲しいという、アピール合戦のようである。

　驚いたことに、今踊っていないフリーの少女達のほとんどが、この辺りに集合している。ふと後方を見ると、あぶれた男子達が恨うらめしそうにこちらを睨にらんでいた。

　物もの珍めずらしさもあるだろうけれど、エドガーが意外に女子受けのいいことに驚いてしまった。今日の彼が、かなり盛っているとしてもである。

　その対応も大したもので、そこそこ適当に躱かわして、角が立たない程度に誘さそいを受けて一人二人と踊っていた。やはり王族として、それなりの処世術みたいなものは叩き込まれているようだ。

　僕もエドガーに勧すすめられる形で、付き合い程度に軽く踊ることで、かえって変に目立つのを避さけることができた。本当に、エドガーが一いつ緒しよでよかった。

　しばらくして、僕らは二人でもともと用意されていた席の方へと移動した。そちらで、既すでに踊り終えたバートンとニーナが待っていたからである。

　僕達が近づいて行くと、ニーナは嬉しそうに微笑んで、バートンも軽く会え釈しやくをして笑みを浮うかべた。だが、その視線が僕から離れなかったのを見み逃のがさなかった。

　あの大衆の中で微かに聞こえた舌打ちは、間違いなく彼だろう。

「こちら、キンバリー辺境伯のご子息でバートン・エヴルー・キンバリー様、確か二人とも初めてよね。今年から学園に在ざい籍せきしているのよ」

　もちろん僕は、前に会ってるけどね。でも、前もちょっと引っかかったんだけど、この名前って。

「……エヴルーって、もしかして」

「ああ、俺も今回父上に聞いて初めて知った。母……の、親戚筋らしいな」

　こいつの母親が──、とエドガーはこっそり付け加えた。

　モンフォール王国では、セカンドネームは母親の姓を名乗ることが多い。人によっては母親とさらに祖母も加えて、やたら長い名を持つ者もいる。その辺は割と曖あい昧まいで、決まりがないので気のせいかと思ったのだが、やはりそうだったようだ。

　つまり突つき詰つめれば、エドガーとバートンは母方の遠い親戚ということになるのである。

　王おう侯こう貴族などというものは、政略結けつ婚こんが当たり前で、どこかで繫がっていることは珍めずらしくない。

　エドガーの母親、イザベラの母国クレイセンクールは、北の果ての僻へき地ちの王国で、貴重な鉱石、玉ぎよくが名産で、更さらに毛皮の流通でもかなりの利益を上げている。

　だが、如何いかんせん土地の瘦やせた北国。生死に直接かかわる食料品が自給できない。

　いくら宝石がたくさんあっても、食べられなければどうにもならない。それを、お金に、食料品にかえないと意味はないのだ。そこで多くの国との取引を円えん滑かつにするため、また強固にするために選んだ方法が、婚こん姻いんによる国同士の結びつきである。

　クレイセンクールの特産は、宝石と毛皮と花はな嫁よめだと揶や揄ゆされる所以ゆえんだ。

「……エドガーだ。こっちは弟のリュシアン、よろしく」

　王族にしてはずいぶん粗そ末まつな挨あい拶さつだったが、エドガーはあえてミドルネームを名乗らなかった。たぶんそれを話のタネにされるのを嫌きらって、そこはスルーするという意図を暗に示したのだろう。

　あまりにあからさまな態度に、僕なんかは無む駄だにひやひやしたが、バートンは軽く片かた眉まゆを上げただけで、それについてはあえて触ふれなかった。この様子からすると、その辺の事情はもちろん把は握あく済みで、それを繫つなぎに親しく話題を持って行きたかったに違いない。

「エドガー殿でん下か、学園ではまだお会いしたことはありませんが、同じ学び舎やで勉学に励はげむ仲間同士、是ぜ非ひこれからは親交を深めていければと存じます」

　僕の方は、前に会った時にずいぶんな態度を取られた気がするが、友好国の王子様相手だとこうなるわけだ。なるほど、なかなか強したたかな御ご仁じんのようである。もっとも、それに頷きもせず睥へい睨げいするエドガーも大たい概がいだが、どうやら学園での僕との出来事をニーナに聞かされていたらしく、かなり怒っているらしい。

「ところで、そちらのリュシアン殿下にはどこかでお会いしたような……」

「気のせいだろ？　俺だって、久しぶりに会ったんだからな」

　無言のままの僕に、バートンは興味を持って話しかけてこようとしたが、即そく座ざにエドガーの「口から出まかせ」が炸さく裂れつした。噓うそをつくのは心苦しいが、僕もあえてしゃしゃり出ることはしなかった。

　学園での姿と今とでは、確かにかなり違うけれど（主おもに背せ丈たけが……）とはいえ髪かみの色や面おも差ざしは変わらないのだ。あまり突っ込んだ話をすると、何かしらおかしいと思われて目を付けられるのも面めん倒どうくさい。

　僕が乗ってこないので、バートンもすぐに諦あきらめて話を変えた。

「ニーナ姫、ところでお兄上はどうされましたか？　妹姫の晴れの舞ぶ台たいだというのに、今日は参加しておられないのですか」

「……お兄様はお見えにならないわ。ご存じでしょう、こういう場所は得意でいらっしゃらないのよ」

　それほど残念でもなさそうに肩かたを竦すくめたニーナに、僕はちょっと違い和わ感かんを覚えた。普ふ段だんの彼女は、父である王や、前にチラリと聞いた弟のこと、そして兄と慕したうエルマン王子のことを話す時は、それこそ不満をもらす時でさえ愛いとおしさをにじませる。家族に対しては、少なからぬ親愛の情を示すのが常なのだ。

　それなのに、どこか興味のなさそうなその態度が、彼女らしくないと思ったのである。

「殿下にも困ったものですね。可愛い妹姫ひめのお披ひ露ろ目めパーティーだというのに」

　そして、極きわめつきはバートンである。

　このセリフも大概失礼な気がするけれど、ニーナが少し顔を反らした隙すきに、小さく何事か呟つぶやいて忌いま々いましそうに舌打ちしたのである。

　声にこそ出さなかったが、見間違えでなければ「あの役立たずが……」と動いたように思えて、僕はびっくりして顔を上げてしまった。思わずバートンと目が合ってしまい、僕もしまったと思ったが、相手はもっとバツが悪そうだった。

「さて、ニーナ姫。曲が変わりそうですよ、もう一曲……」

　誤魔化すためだろうか、バートンはニーナにもう一曲ダンスを申し込もうと、手を差し伸べた。気持ちはわかるけど、ニーナ……その顔はまずいよ。

　すぐに助け舟ぶねを出そうとしたが、そこはエドガー王子の出番であった。

「バートン殿どの、ここは譲ゆずってもらおう。ニーナ姫、私とも踊おどっていただけますか」

「もちろんですわエドガー王子、喜んで」

　うって変わって笑顔になったニーナは、僕の方にも花が咲さくような笑顔で頷うなずいて、嬉しそうにエドガーの手を取った。二人は曲の出だしに合うように、仲良く会場の中央辺りまで歩いて行った。

　いやいや、よかった。ナイスエドガー。

　でもね、たぶん今一番問題なのは残された僕だよね。ちらりとバートンを見ると、表面的には薄うすく笑みを浮かべたままで二人を見送っていた。

「……どうやら、お互たがいあぶれてしまったようですね。殿下とは、どこかでお会いしたような気がしたのですが、どうやら私の勘かん違ちがいのようです」

　だが、バートンは先ほどのことをとやかく突っ込まれたくなかったのか、それ以上何を言うでもなく流れるようにお辞じ儀ぎをして、そそくさと立ち去っていった。

　ほっとしたような、すっきりしないような……なんだか微び妙みような気持ちで、僕は人波に消えていくバートンの後ろ姿を眺ながめることになった。








第三章　挑ちよう戦せん






　先日のきらびやかな舞ぶ踏とう会とはうって変わって、本日は畑の草むしり。朝一番の、まだ清すが々すがしい時間から、黙もく々もくと元気に生える草と格かく闘とうしていた。

　アリソンさんから貰もらった薬草は、いずれもすくすくと成長している。

　向こうの土を貰って来たのもよかったのだろう。なにより、あのミミズもどきのモンスターのアレが効いているに違ちがいない。

　濃こい緑のギザギザの葉に赤いつぼみを付けているのは、こちらではすでに絶ぜつ滅めつしたとされるマナ草、そしてなにより向こうでも貴重な白いつぼみを付けたソティナ草。この二つは、簡単に育たないとされていたが、ソティナ草がソナ瀑ばく布ふの近くでしか育たないと聞いていたので、高純度の魔ま力りよく、もしくは魔水が必要なのではないかと考えた。

　単純に魔水を撒まいただけの一回目は、芽は出たものの無残にも枯からしてしまった。

　そこで自動散水機のイメージで、常に霧きり状に魔水が噴ふん霧むされる魔道具を作り、更さらに魔力濃のう度どを高めた状態を保つための特別な膜まく状のシートで覆おおった。前に作ったビニールのような素材を、これに見合うように錬れん金きん改良したものである。

　そこへ持続的に場を安定させるための結界魔法を施ほどこし、いわゆる五ご芒ぼう星せいを描えがくように魔法陣じんを定着させた魔石を置いた。

　これらは僕の魔法陣の研究の成果もさることながら、実家の結界魔法に使われていた手法をちょこっと参考にさせてもらった。

　ここまで手を掛かけ、細やかに気を使って、ようやく一つ二つ無事に育ったのである。空気中に魔力が豊富に含ふくまれている異界でも、これらの栽さい培ばいが難しく、また自生している場所が限定されるのも頷うなずける。

　成果著いちじるしく、諸もろ々もろの実験も成功し、まさに学業は（農業？）は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんで、そのことについてはもろ手をあげて喜びたい心持ちではあったが、僕の頭の中は常に別のことが占しめていて集中しきれないでいた。

　危あやうく貴重なソティナ草を抜ぬきそうになって、僕は、作業の手を止めて大きなため息をついた。




　あの日──。

　パーティー終しゆう了りよう後、公こう爵しやくのご厚意もあって、一いつ泊ぱくさせてもらってから、翌朝ゆっくりと帰路につくことになった。

　会場でも軽食は出たが、着き替がえを済ませ部屋で一息ついていると、軽い夜食とお茶が提供された。

「……ゾラ、ごめん。エドガーもう限界みたいだから、部屋まで運んでくれる？」

　エドガーはひどく疲つかれていたようで、子供のように食べながら寝ねるという器用な真似をしていたので、さすがに見過ごせなくなった。屋や敷しきの人を呼んでもよかったが、なにしろもう深夜といっていい時間である。エドガーは隣となりの部屋なので、ちょこっとだけゾラに頼たのむことにしたのだ。

　姿を消していたゾラが、いつもながらどこから現れたのか、スッとエドガーの横に立って「失礼します」と一声かけ、あっという間にお姫ひめ様だっこで持ち上げた。

　そうやって運ぶんだ……よかった、エドガー寝てて。

　僕が運んでもよかったが、たぶんずるずる引き摺ずることになる。それに今は、姿が通常モードになっているので、下手へたに人に見られると面めん倒どうなことになるのだ。

　たたき起こしてもよかったんだけど、今日は僕のためにエドガーも巻き込んじゃったようなものだし、実際いろいろ助かったのも本当だしね。

　すると、エドガーを抱かかえて廊ろう下かへ出たゾラが、ほんのひと時ですぐに戻もどって来た。

「あれ？　どうしたの、何かあった？」

「……エドガー殿でん下かは、護衛の方にお願いしました。それで……あの、ニーナ様がおいでなのですが……」

　エドガーにはもともと護衛が二人ついて来ており、どうやら交代で部屋の前に立っていたようだ。それよりも、ニーナ？　でも、ゾラが少し警けい戒かいしたような顔をしているのはなぜだろうか。

　確かに時間は遅おそいけれど、たぶん今日のお礼かなにか言いにきたのだろう。すぐに通せばいいのに。

「ニーナでしょ？　いいよ、入ってもらって」

「いえ、あの……しかし」

　らしくもなく言いよどんで、ゾラはもう一度後ろを振ふり返る。すると、ゾラと扉とびらの隙すき間まから白い手が伸のびて、少しだけ開いていた扉が大きく開かれた。

　そこには、いつもの普ふ段だん着ぎに着替えたニーナが立っていた。

「ごめんね、無理を言っているのは承知してるのよ。でも、ゾラお願い。私を信じて、リュシアンと二人だけにして頂ちよう戴だい」

　なるほど、ニーナが人ひと払ばらいをしたのでゾラが警戒していたのか。

「……ゾラ、お願い。少し部屋から離はなれて待機してて」

　僕がそう言うと、ゾラはとっさに何か言いかけたが、もう一度ニーナを顧かえりみてゆっくり目を伏ふせると、そのまま何も言わずに後ろに下がった。

　ニーナが僕に何かをするとは考えていなかっただろうけれど、なにしろここは学園でもなく、他国の他人の領域なのである。

　しかもニーナの深刻そうな顔を見れば、なにかしら不安に思っても仕方がないかもしれない。

　実際、ニーナの話は驚おどろくべき内容だった。

　確かに今までに幾いくつかの違和感はあった。出会った当初から、彼女の口から聞く「お兄様」は、常にエルマン王子のことで、実じつ兄けいであるはずのアンソニー王子の話を聞いたことがなかったからだ。

　先日、カエデとこちらに帰って来た時に遭そう遇ぐうしたアンソニー王子は、まったくの別人で、影かげ武む者しやだったと告白された。

　夏休み、弟のお見み舞まいに行ったという話も、実は本当のアンソニーのところへ様子を見に行っていたのだという。彼が眠ねむっているという氷の塔とうは、後こう宮きゆう内にあるので幼い弟たちを理由に使ったようだ。

　ニーナには、数人の弟と、他に兄もいるが、氷の塔のアンソニー以外は、いずれも妾しよう妃ひの子であった。彼らの王位継けい承しよう順位は基本的に低く、いずれも条件付きという身分である。

　王位継承順位は、王妃の子であるアンソニー王子が一位、同じくニーナが二位、国王のすぐ下の弟が三位と続く。現国王の実子でも、母親の身分によっては順位が下がったり、継承権自体がなかったりする仕組みのようだ。

　驚いたのは、前国王の長男の子であるキンバリー辺境伯の王位継承順位が、思ったより高いことだ。これでは、普段からかなりの発言権もあるだろう。

「……用件はわかったよ。でも、そんなこと他国の人間に話しても平気？」

「リュシアンだもの、信じてるわ……申し訳ないけれど、ゾラには遠えん慮りよしてもらったけどね」

　ちらりと扉の方を見てから、ニーナは僕の方をじっと見つめた。そして、思い出したように一つだけ付け加えた。

「でも、アリス達にはまだ何も言わないで……誤解しないでね、彼女達を信じてないわけじゃないのよ、ただ」

「大だい丈じよう夫ぶ、わかってるよ。知っている人間が増えれば、それだけ秘密の漏もれるリスクは増える。それに何もかも全部話すことが、必ずしも誠意というわけではないよ」

　実際の話、王家のゴタゴタなど知らなければよかった、という事案の方がよっぽど多いだろう。秘密の花園に下手に足を突つっ込んで、質たちの悪い地じ雷らいを踏ふんづけでもしたらそれこそ大変である。僕が、そう付け加えて擁よう護ごすると、ニーナはわかりやすいほどホッと息をついて微笑ほほえんだ。

「……彼女達には変な気を使わせたくないし、迷めい惑わくをかけたくないのよ」

　独り言のようなニーナの言葉に「そうだね」と僕が相あい槌づちを打つと、彼女は急にはっと気が付いたように慌あわてて顔を上げた。

「あっ！　ち、違うのよ、私！　リュシアンなら迷惑かけてもいいとか、そんなんじゃなくてっ」

「……うん？　なに、どうしたの」

　急に椅い子すから立ち上がり、テーブルに手を置いて身を乗り出したニーナに、僕は思わず仰のけぞった。一体、誰だれに言い訳しているのだろうか。

「ちゃんとわかってるよ。薬にしろ、魔法にしろ、たぶん僕は一番関わることになるだろうし……僕に、隠かくし通すのは現実的に難しいからね」

「……そっ、そうね、それも……、あるわね」

　ニーナは押おし戻されるようにすとんと椅子に座りなおすと、僕の台詞せりふをしばらく吟ぎん味みするように呟つぶやいて、なぜかちょっとだけ頰ほおを膨ふくらませた。

　……なんでかちょっと不ふ機き嫌げんそう？　女の子は時々わかり辛づらい。

「僕の見解を言わせてもらえば、傷薬では、今のアンソニー王子には効果は期待できないと思う。たぶん怪け我が自体は治っているし、あれは体力を回復させる薬じゃないからね。どちらかというと、魔力回復や体力回復系の薬の方がよほど効くと思うよ」

　話を本題に戻すと、ニーナも少しだけ身を乗り出した。

「ホントに？　体力回復って、リュシアンのオリジナルのあれのこと」

「うん、これの神話級なら、もしかしたら意識を取り戻すだけの体力を、回復できるかもしれない」

　それを聞いて歓かん喜きの声を上げそうになるニーナを、すかさず手のひらで制して人差し指を唇くちびるに当てた。悲鳴は止やめてね、人が飛んできちゃうから。ついでにゾラも。

「でも、これって根本的な治ち療りようってわけじゃないからさ……」

　そんな僕の独り言に、ニーナも静かに頷いた。




「おはよう、リュシアン。早いわね」

　頭上から掛けられた声に、麦むぎわら帽ぼう子しの下から見上げると、いつの間にかニーナがすぐそこまで近づいていた。

　長い黒くろ髪かみをかき上げ、リボンで結わえながら歩いてくる。僕とおそろいの麦わら帽子を首にひっかけ、すっかり体操着に着替えていた。ちなみにこの麦わら帽子は、縫ほう製せい工こう房ぼうの親方ジョゼットにお願いして作ってもらったものだ。

　糸を織るのとはわけが違うが、仕組みを簡単に説明しただけで、瞬またたく間まにそれらしいものを作ってしまった。その後は、工房の弟で子したちの仕事になったようで、今では農作業用に使い勝手よく、さらに改良してもらった。作業をしていても落ちないように、幅はば広びろの布で上から巻くように顎あごのところで結べるようにしてもらったのだ。横に広がるツバが邪じや魔まだったから、一石二鳥だね。

　ニーナ達は、更さらに首元までカバーしたものも欲しいと言っていたが、それは彼女達と工房の弟子（親方が女性だからかここの工房には女の子が多い）達に任せた。

「おはよう、ニーナこそ早いね」

　僕がそう返すと、ニーナは作業用の手て袋ぶくろをつけながら、少し困ったように笑った。

「……なんだか落ち着かなかったのよ。それに、報告したいこともあったし」

「報告？　ああ、もしかして例の？」

「うん、そう。結論から言うと、許可が出たわ」

　ちょっとだけ小声になって、ニーナが身を寄せてきた。

「……へぇ、そうなんだ」

　自分で頼んでおきながらなんだけど、あまりの早い返答にちょっとだけ驚いた。

「なによ、その気のない返事は。結構大変だったのよ。叔父おじ様達にも口くち添ぞえの一筆を通達してもらったり、お父様に連れん絡らくとるために、学園長にお願いして特別に魔ま石せき通信まで使ったんだから」

「ごめんごめん、そんなにすぐに許可が出るとは思わなかったから驚いたんだよ」

　先日、ニーナから話を聞いた際、どうしてもお願いしたいことがあって、無理を承知で頼んでいたことがあった。

　それは、アンソニー王子との事前の面会。

　とにかく一度、直接この目で状態を確かめたかった。

　もちろん僕は医者ではないけど、薬やく剤ざい師し養成科では少なからずそっち方面も触さわっているし、それ以外でも書物などで得た情報もある。どちらにしても、やはり実際の状じよう況きようを見ておきたかったのだ。

「あの塔は、後宮だから基本的には男子禁制なんだけど、医官や貴人の従卒など一部の例外もあるわ。それに、リュシアンは、ほら……」

　そうだね、見かけは従卒の少年よりさらに子供だよね！　わかってた。

「でも、公こう爵しやくはよく口添えしてくれたね。あの時会った僕と、薬剤師見習いの僕は、別の人物だって思ってるんだよね？」

「それなんだけど、……ごめんなさい！　お姉様には、なぜだか話の途と中ちゆうでばれちゃったのよ」

　慌てて両手を合わせて、おでこを押し付けているニーナに、僕は何となく状況を察してしまった。

　スザンナ夫人って、なんかこう……人を見み透すかすじゃないけど、何となく風ふう貌ぼうが占うらない師っぽいエキゾチック美女だったし、話術とか上手そうなイメージだしね。

　とはいっても、深刻な理由があっての変装というわけでもなかったし、構わないんじゃないかな。だいたい、会ったこともないような市し井せいの一学生が、いきなり王国にとっての極秘事じ項こうともいえるアンソニー王子に面会したいなどと言っても、普通に取り合ってくれるはずもないし。

「かえってよかったと思うよ。それにほら、王様達に噓うそをつくと後々面めん倒どうなことになりそうだしね」

「後々……そうよね、うん。早めにちゃんと顔合わせしておいた方が、いろいろいいものね」

　なにやら一人で納得しているが、取りあえずアンソニー王子の様子を確認できるようで一安心だった。それまでに、僕の方でも少し準備をしておこう。

「わぁ……！　すごいね本当にソティナ草だ」

　それほどコソコソしているつもりはなかったが、後ろからいきなり声を掛かけられて、僕とニーナは飛び上がるほど驚いた。ギクシャクと振ふり向くと、そこには透とう明めいなビニールハウス越ごしに中を覗のぞく、制服姿のカエデの姿があった。

「こんなちゃちな草がそんなに珍めずらしいのか？　ただの雑草じゃねーか」

「なんてこと言うの！　ソティナ草は、それこそ薬剤師垂すい涎ぜん……いいえ、聞くところによると、帝都のお偉えらい学者様が取り合いするってくらいの代しろ物ものよ」

　続いてやって来たダリルが、カエデの上からハウスの中を覗き込むようにして言ったが、振り向いた彼女にすぐさま反論されて後あと退ずさっていた。なんかダリルってカエデに弱いよね。チョビにも弱いけど……。

「そんなに？　じゃあ、結構な値段するわよね」

　いつの間に小屋に来ていたのか、すっかり体操着に着き替がえて麦わら帽子姿のアリスが、商人の顔を覗かせて話に加わった。

「値段は……そうね。買うなら、高価って感じかな。群生地は立ち入り禁止なんだけど、開放日に採取するのは基本的に無料なのよ。でも、場所が場所なのでそこへ行くだけでも諸もろ々もろかなりの経費がかかるし、流通するほど量に余よ裕ゆうがあるわけじゃないから、市場に出るとしたらトンデモない値段になるわ。さっきも言ったみたいに、教会や研究所が取り合いするほどだし、どのみち市井に出回ることはほとんどないのよ」

　栽さい培ばいの研究はされているんだろうけど、確かにこれだけ手を掛けても成功するかどうかでは、現実的には量産化は難しいかもしれない。

　服に付いた土を払はらいながら立ち上がり、ニーナにも手を差し伸のべた。草むしりをする恰好で、小さくなって座っていたのでちょっとだけ身体からだが痛かった。

　無意識ながら、かなり身体を縮めて話し込んでいたようだ。

「それに、これはマナ草ね。あら？　こっちの端はしには色違ちがいのべス草まであるわ。リュシアンって、農業の才能があるわね」

「……薬草の研究って言ってよ。そのべス草は、こっちに撒まいた種が何かの拍ひよう子しに混じったらしくて、たまたまそこで育っちゃったんだよ。ソティナ草のために噴ふん霧むしてる魔水の影えい響きようなのか、ちょっと育ちもいいし、なんだか変わった変化をしてるんだよね」

　べス草はもともと、周りの環かん境きようによって効果を加えたり、変えたりする薬草で、水辺さえあればどこにでも自生する基本の薬草だ。薬草の毒性を抑おさえたり、また効果が喧けん嘩かする複数の薬草の親和性を高めたりもして、オールマイティな役割を果たす。

　そして最大の特とく徴ちようは、その変化によっては希少種に変化する薬草でもあるということだ。それだけに、いくら研究しても尽つきないほど、研究し甲が斐いのある素材なのである。

　加えて、特とく殊しゆ栽培のソティナ草やマナ草のおかげで、他の薬草にもいろいろ変化が出たりして、研究としては面おも白しろくなってきたところだった。

「リュシアンは、最近こっちばっかりね。魔法陣じん研究の方は行ってないの？」

　ついつい聞かれてもいないウンチクを傾かたむけ始めた僕に、アリスがちょっと残念そうに聞いて来た。

　彼女には魔法属性はないけれど、少しばかり魔力はある。そのため、僕が立ちあげたクラフト兼けん、魔法陣研究の小さな研究室で、ニーナやカエデと一いつ緒しよに助手として活動しているのだ。

「ごめんね、アリス。でも今期だけは、ちょっとこっちに集中させてね」

「あっ、いいのよ。リュシアンの邪魔するつもりないし、私だって薬草の研究は面白いと思ってるのよ」

　正直なところ、今は回復薬や解げ毒どく薬の上位錬れん成せいのための畑仕事と、そのための研究を優先している。アリスだけじゃなく、研究棟とうの先せん輩ぱいであるエイミにも先日、チクチクと嫌いや味みを言われてしまった。確かに、かなり放ったらかしにもなってるし、彼女の研究室への招集も、ここのところ断ってしまっている。

　申し訳ないけれど、この二つの特別な薬草を採取して保存処理をするまでは、ちょっと気が抜ぬけないのだ。




　　　　※




　僕とニーナは、螺ら旋せん状の階段をひたすら登っていた。

　そこは、ひんやりと冷たく静せい謐ひつな場所だった。

　大理石のような乳白色の床ゆかは綺き麗れいに磨みがき上げられ、壁かべには柔やわらかな光を灯ともすたくさんの魔石ランプが掛けられ、淡あわいオレンジ色に揺ゆらめいている。それらは、この場所が決して粗そ末まつに扱あつかわれていないことを示していた。

　しばらく登ると、ようやく一つ目の扉とびらが現れる。

「ここはまだ見張りの騎き士しの詰つめ所しよよ。目的地はまだずっと上なの」

　先導しているニーナは、扉をそのまま通りすぎて、更に階段を登っていった。

　氷の塔とう──、ここはそう呼ばれている石作りの塔だ。

　内部は決して華か美びな装そう飾しよくが施ほどこされていないが、外観の造りはかなり優美な塔だった。乳白色の艶つやのある美しい石材がふんだんに使われている。

　それもそのはず、この塔はもともと何代か前の王が、溺でき愛あいした妃きさきのためにと建設した塔なのだ。人が住むようには出来ていなかったので、おそらく観賞用だったのだろう。なんて贅ぜい沢たくな……。

　それにしてもエレベーターが欲しい。この身体が疲つかれ知らずとはいえ、なんだか目が回って来た。

　ひたすら登って、登って、いつまで続くんだろうと辟へき易えきとした頃ころ、ニーナがようやく振り向いた。

「……この控ひかえの間を越こえたら、お兄様のいらっしゃるお部屋まではすぐよ」

　装飾金具で縁ふち取どられた木製の扉を開けると、そこにはメイドが数人と、医師らしき白衣姿の数人の男女が待機していた。

「殿でん下かに、ご挨あい拶さつを……」

　メイド達は手に持ったものをテーブルに戻もどして頭を下げ、数人の医師たちはニーナの前に並び、その中の一人だけが前に出て、胸に手を当て顔を伏ふせた。前のパーティーの時も思ったけど、この仕草は貴族だけがするようだ。とすると、医者風の人達の中で、前に出た彼だけが貴族なのかな。

「構わないわ、楽にして。今日は、前に話した学園での私の師をお連れしたのよ」

　ちょっと、ニーナ！　僕はただの研究室のリーダーなんだけど！　あんまり大おお袈げ裟さに紹しよう介かいしないでよね。

　……ほら、みんなキョロキョロしてるじゃないか。

　見上げるようにニーナに抗こう議ぎしたが、むしろ彼女は胸を反そらして自じ慢まんげですらある。

「……リュシアン・オービニュと申します。本日はよろしくお願いします」

　仕方がなく挨拶すると、当然ながら周りからは「え？　この子供!?」という視線が、矢印になって突つき刺ささってきた。ニーナの手前、口にこそ出さなかったが、明らかにガッカリした空気が漂ただよった。

「彼は教養科を優ゆう秀しゆうな成績で修しゆう了りようし、今は研究室を二つも持っている優等生よ。なにより、私が誰だれよりも信しん頼らいしている人なの。そこのところに気を付けて対応して頂ちよう戴だい」

　付け加えるようにピシャリと言い放ったニーナに、みんなの表情が明らかに引き締しまった。貴族の彼は、少し不満そうであるが、あからさまに態度に出すことはなかった。

　彼の気持ちも、多少わからないでもない。ニーナの話では、アンソニー王子は十数年眠ねむったままなのだ。その間、ずっと協力し合い治ち療りようを続けてきた彼らにとっては、いきなりやって来たよそ者に、縄なわ張ばりを荒あらされるような気分なのかもしれない。

　部屋の中にはもう一つ扉があった。どうやらそこが、アンソニー王子が眠る部屋のようである。ニーナの案内で、僕はその部屋の中へと入った。

　小さな部屋に天てん蓋がい付きのベッドが一つあり、部屋全体に薬草を燻いぶしたような匂においが漂っていた。靄もやのような白い煙けむりを上げているのは、ベッドサイドの小さなテーブルに置かれた香こう炉ろからのようだ。

「こちらは、痛み止めを調合した薬やく剤ざいです。意識はなくても、痛みを感じておいでのようなので」

　医師の一人が説明するのに頷うなずいて、僕はベッドに近づいた。ニーナがそっとオーガンジーのような薄うす布を持ち上げて、誘いざなうように僕の方に目配せを送る。

　そこには、青白い顔をした少年が横たわっていた。

　怪け我がをしたのが六才、それから十数年経たっているとのことだから、ダリルと同じ年くらいだろうか。寝ねたきりになっても成長するはずだが、なぜかその姿は、異様なほど幼く見えた。

　髪かみの色は赤茶色、なるほど赤毛のサムを、身代わりに立てる口実にもなったに違いない。ありとあらゆる薬草を煎せんじて命を繫つなぎ、僕も知らなかったけれど、モンフォール王国が提供した魔ま法ほうの秘術も使っているらしい。

　フリーバッグにも使われている錬成陣の原形となった魔法で、今となっては呪じゆ文もんの使い手がいないという次元空間魔法の一つだという。

　余談だが、ダンジョンなどに設置されたワープの魔法陣もそれである。

「十才くらいに見えるでしょ？　これってその魔法の副作用なのよ」

　眠ったままの少年の髪を撫なでるニーナの姿は、確かに弟に対する姉のようだった。

　そして僕は、その特殊な魔法を使わざるを得ない理由を、すぐに知ることになった。ニーナは、少年の身体を覆おおう上うわ掛がけを、ゆっくりと取り去った。

「……っ！」

　事前に説明は受けていたけれど、話に聞くのと、実際に目まの当たりにするのとでは雲うん泥でいの差がある。思わず声を出しそうになって、僕はゆっくりと息を吞のみ込んだ。

「……挫ざ滅めつした部分は、すぐに医師によって切断されたの。でも、状態はどんどん悪くなるばかりで」

　ニーナは、そこで言葉を切った。

　初めはひざの辺りだった傷口が、壊え死しが進んで既すでに大だい腿たい部にまで及およんでいる。

　不完全とはいえど、状態維い持じに類する魔法を掛け続けていたおかげで、なんとか十数年という月日を乗り切ったのだろう。

「……その魔法を操あやつれる唯ゆい一いつの老人が、つい先日亡くなったの」

　魔法陣の研究をしていた研究者であり、ドリスタン王国では、十指に入る魔法使いだった人物だ。もちろん、その老人一人でこの魔法を発動していたわけではなく、彼の発明した魔法陣によって、数十人という魔法使いが、交代で魔法を維持できるシステムを考案したらしい。

「ああ、それでか……、部屋に入った時から気になってたんだよね、このケンケンパみたいな模様」

「け、ケンケン……？　え、なに？」

　磨き上げられた乳白色の床には、いくつかの魔法陣が定着していた。全体を見れば知らない魔法陣だが、フリーバッグの内布を錬金する時の錬成陣や、ワープの魔法陣など、ところどころ類似点があるようにも思った。

「ごめん、なんでもないよ。続けて」

　僕が首を振ふって促うながすと、ニーナはちょっと戸と惑まどいつつも頷いた。

「引き継つぐ暇ひまもなく彼が亡くなって、私達は、仕方がなく同じように魔法使いを配置して試みたけど、術はどうしても発動しなかったの」

　床に描えがかれた魔法陣を指でなぞって、順に書かれている呪文を確認した。僕が触さわっても発動はしないようだ。

　もしかしたら、その老人の属性やスキル込みの魔法陣だったのかもしれない。要は誰でも発動できる様式、汎はん用よう仕様ではなかったということだ。

「……それで、急に慌あわただしくなったんだね」

「病状はどんどん進んで悪くなって、薬だけでは抑おさえられなくなって……ねえ、もしかしてリュシアンなら」

「いや、僕ではだめだ。なにしろ無属性しか持ってないからね。だからといって、時間をかけてこの魔法陣を改良しても、それこそ時間稼かせぎでしかないし」

「……そ、そうよね、ごめんなさい」

　しょんぼりとなってしまったニーナに、僕はちょっと申し訳ない気分になった。今の段階では、すべてを解決できる手段を提供することは出来ないのだ。

　僕は、フリーバッグから青い液体の入った薬くすり瓶びんを一つ出した。

「それって例の回復薬？　え、噓うそ、竜りゆうの目……」

　ニーナが驚おどろくのも無理はない。傷薬なら、数百本に一本の割合で神話級を作れるが、実のところオリジナル回復薬で成功したことがなかったのだから。

「あの薬草畑でできた色違ちがいのべス草を使ってみたんだ。これ、ちょっと内ない緒しよなんだけど……」

　そこまで言って、ニーナの耳まで顔を寄せた。

「確実に、一～二ランク上乗せした判定の薬が出来るんだよ」

　くすぐったそうな表情で耳を押さえたニーナに、ちょっと近づきすぎたかと反省しつつ「べス草は基本の薬草で、ほとんどの薬に使われるからね」と、一つヒントを付けてから尋たずねた。

「この意味が分かる？」

「……あ、そうか。ほとんどの薬で上位判定が容易に作れる？」

　完成した薬の判定は、当然ながら実力にもよるが、運もある。

　特に神話級ともなると、ほぼ運といっても過言ではない。回復薬で神話級が出来ないのは、この薬が僕のオリジナルだからだと思っていたのだが、このことでちょっとだけ運が足りなかったのだとわかった。

　色違いのべス草、鑑かん定てい結果によると植物にしては珍めずらしく、運のステータスが付加されており、そこには無限大と記されていたのだ。




　ひたすら登った階段を、今度はひたすら下りていた。

　若い人はともかく、医師団の中にはかなりのお年寄りもいたので、余計な心配ながら少し気の毒にも思った。

「あの回復薬すごかったわね。あんな穏おだやかな顔をしたお兄様、久しぶりに見たわ」

「……意識は戻らなかったけどね」

　ニーナは嬉うれしそうにお礼を言ったが、納得のいく結果を得られなかった僕は、不ふ甲が斐いなさに歯は嚙がみした。

「ううん、医師や薬剤師の方々もおっしゃっていたじゃない。鎮ちん痛つうに使っている薬が睡すい眠みんを誘ゆう発はつしちゃうから、意識が戻らないんじゃないかって」

「それは、そうなんだけど」

　アンソニー王子が苦しそうにしていると、ニーナは本当に辛つらそうだ。早く何とかしてあげたいと思いつつも、ぜんぜん解決策が見み出いだせないでいた。

　確かに、欠損部分を修復する魔法は実在する。

　当然ながら属性のない僕には使えないけれど、もとより記録に残されていたものは魔法陣じんによる発動だった。呪文発動が不可能だったというより、消費する魔力量が桁けた外はずれだったため、呪文魔法ではなく、魔法陣による発動を試みたのだとされている。

　それでも数人の死者を出すほどの欠けつ陥かん魔法として、モンフォール王国では禁書扱あつかいになっていた。

　仮にその危険性を横に置いておいたとして、十冊以上の辞書サイズにびっしりと綴つづられた呪文を、魔法陣に起こすだけでも何年かかるかわからない。

　それくらいなら、あの「ケンケンパ」の魔法陣を、僕が使えるように改良したほうがよっぽど時間が稼げるに違いない。

　どれもこれも、伝説づくしで容易に手が出なかった。

　そういえば、伝説で思い出したけど、誰からだったか……同じような、伝承話を聞いたことがあった気がする。誰だったかな……。

「おや、これは姫ひめ……、いや失礼。王女殿でん下か、本日は……」

「口上は結構よ。ごきげんよう、キンバリー辺境伯。珍しい場所でお会いするわね」

　僕がすっかり思考の海で自問自答している間に、いつの間にか塔とうから出て、後こう宮きゆうを経へて、王宮へと続く庭園の小道を歩いていた。

　そして、目の前にはこれ以上ないほど不ふ機き嫌げんそうなニーナと、脂あぶらぎったオジサンが対たい峙じしている。

　脂ぎっているといっても太っているわけではなくて、なんというか顔がテカっているというか、ギラついているというか……こう、見るからに「悪いこと考えてます」みたいな風ふう貌ぼうだった。

　いやいや、ヒトを見かけで判断するのはよくないか。きっと、脂性しようなだけだ。

「なぁに、近々行われる貴族院の報告会の招集の準備がありましてな……それよりも、そちらは初対面ですが、どちらかの王子殿下ですかな？」

　一いつ瞬しゆんドキッとしたが、どうやら彼が言っているのはニーナの弟かという意味だ。

　ここが後宮に繫がる小道だったことから、いずれかの妾しよう妃ひが産んだ男子とでも思われたのだろう。だが、妾妃の子は、基本的に王子とは呼こ称しようされないとニーナに聞いていたので、これはれっきとした皮肉である。

「……僕はリュシアン・オービニュです。ニーナ王女とは、学園の薬剤師養成の研究室にてご一緒させて頂いております」

　あえてドリスタン王国の礼に則のつとり、胸に手を当ててお辞じ儀ぎをした。

　すると彼は、少し考えた後「ああ、例の……」と思い当たったように、先ほどよりさらに見下したような態度を見せた。もしかしたら、息子のバートンから何か聞いているのかもしれない。

　彼は改めて後宮を一いち瞥べつして、いっそう陽の光に脂をテカらせながら、更さらにその上を見るように顎あごを上げた。

「なるほど、ね」

　その視線は、明らかに白く美しい塔に向けられていた。

　王宮内でも、一部の者しか知らない氷の塔の秘密。彼は、その「一部の者」に入っているどころか、誰だれよりも深く関わっているのだ。

　すると、何事もなかったかのようにニーナに視線を落とし、いかにも心配そうに溜ため息いきをついて、ゆったりと首を振った。

「いやはや失礼。もちろん、お気持ちはわかりますぞ、藁わらにも縋すがるおつもりなのでしょう。ですが姫、事は国家を揺ゆるがすほどの重要事じ項こうではありませんか。部外者を立ち入らせるなど、なんというあさはかな……」

「キンバリー辺境伯」

　ニーナはにこやかに、ただ静かに名前を呼んだ。

　言葉にせずとも、その先の沈ちん黙もくには「そんなことは言われるまでもない」という𠮟しつ責せきが込められていた。開きかけていた口に何かを突つっ込まれたように、キンバリー辺境伯は息を吞んで黙だまり込んだ。

「ご心配いただき、感謝いたしますわ。ところで、わたくしそこを通りたいのですが」

「し、失礼、いえ……申し訳ありません」

　息子と同様「失礼」が口くち癖ぐせなのか、つい口走ってから慌てて言い直し、身体からだを横にしてニーナに道を譲ゆずった。

　そのまま何も言わずに彼の前を横切ったニーナの後を、僕は慌てて追いかけた。

　顔を伏ふせたままのキンバリー辺境伯の表情はわからなかったが、すべての黒幕ではないかと疑っているせいか、とても不気味なものに感じた。




　　　　※




　午前中、魔法陣の研究室が満室だったので、僕は、前から誘さそわれていたユアン先生の研究室へと向かった。

　ちなみにフラッグシップの中にもランクはあって、まだ特に成果を上げていない僕は、専用で使える研究室は持っていない。シェアハウスのように、ロッカーや資料を仕し舞まえるチームごとの個室を完備した、数チームが共同で使うタイプのものだ。

　薬やく剤ざい師し育成の方は、畑の横の小屋を使い勝手のいいように改良、増築（ちゃんと許可は取った）したので、研究室は申しん請せいしなかった。

　生徒用の研究棟とうを出て数分、少し外れにあるログハウスのような建物が見えてきた。木製の扉とびらを軽く叩たたき、声を掛かける。

「こんにちは、リュシアンです。ユアン先生いらっしゃいますか」

　いつもは手伝いの生徒が数人いるのだが、今日は誰も出てこなかった。約束をせずに来てしまったので、もしかして保健室の方にいるのかもしれない。

「仕方がない、出直すか……」

「おや、リュシアン君ではありませんか。今日は来る日でしたか？」

　諦あきらめて帰ろうとしたところで、後ろから声を掛けられた。

「先日、論文が一つ上がってね、その説明やら次の予定やらを、学会のほうへ相談しに行ってたんだよ」

　先生の、研究への出資者や、共同研究者との打ち合わせといったところかな。昨日のうちに研究室の掃そう除じなどを済ませ、次の課題の着手まで、助手の学生にも数日間の暇ひまを出したのだと教えてくれた。

　それで誰もいなかったというわけだ。

　僕はまだよく知らないけれど、こちらの世界にもいろいろ学会のようなものがあり、そのうちの一つに所属している先生は、少なくとも数年に一度、研究結果を報告しなければならないのだ。

　我がモンフォール王国は、魔法において他を圧あつ倒とうするけれど、こと薬くす師し学会の所有する知識や成果など、ドリスタン王国にはとても太た刀ち打ちできないのだという。

「で、どうしたの？　いつもはあんなに誘っても来ないのに」

「すみません、こちらの用事があるときばかり」

「いいさ、学生は学生同士、やりたいこともたくさんあるだろうしね。たまにでも思い出して貰もらえてうれしいよ。キミの話は、何時も面おも白しろいからね」

　図星をつかれて僕が恐きよう縮しゆくすると、ユアン先生は手を振ふって笑い飛ばした。鳥の獣人の証である白い羽が、楽し気にバサバサ動いている。

「……実は、前にちらっと聞いた薬のことで、もう少し詳くわしく聞きたくて」

「ん？　前に……どれのことだろう」

　僕を椅い子すに座らせると、先生は戸と棚だなに手を伸のばし、茶葉の缶かんを取りつつ首を傾かしげている。思考を巡めぐらすように「うーん」と唸うなりながら、ガラス製の急きゆう須すを取り出し、実験で使うアルコールランプのようなもので、お湯を沸わかし始めた。

「……先生が生しよう涯がいをかけて研究してみたいと言っていた、例の」

「えっ、あれのこと？　いや、あれは薬っていうか、お祖父じいさんの夢物語というか、まあ、それでも孫として解き明かしたいと思っただけで……」

　僕の台詞せりふでようやく思い当たったのか、驚おどろいたように目を丸くして、すぐに困ったように苦笑して首を振った。その手は、よどみなくお茶の準備を進めている。

「わかってます！　それでも詳しくお話を聞きたくて……っ」

　いきなり立ち上がった僕に、ユアン先生は思わずお茶の缶を傾かたむけ過ぎて「わっ、入れ過ぎた」と、あたふたした。

「す、すみません」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、お茶はちょっと濃こいめですが……さて」

　座りなおした僕に、ユアン先生は見るからに濃いお茶二つ、テーブルに置いた。

「話を聞きましょうか」




　僕は、しばらくカップから立ち上る湯気を見つめていた。

　元はと言えば、氷の塔でなにげなく思い出したのがきっかけだった。以前、ユアン先生がちょっと興味を引く、気になる話をしていたことを。

　少しでも参考になるならと、こうして無計画に訪ねてきたのだが、よくよく考えてみたらほとんどの事情を話せないことに気が付いた。

「……ユアン先生の、研究の邪じや魔まをするつもりはありません。もし明かせない部分があれば、もちろんそれは伏せて頂いて結構です」

　今はただ、たとえ何らかの発見や成果を得られても、研究結果として発表する意図はないことを伝えることしか出来なかった。こうして口にすると、なんかめちゃくちゃ勝手なこと言っている気もするが、どんな些さ細さいな情報でも欲しかった。どこに解決の糸口があるかわからないのだから。

　事情を説明するでもなく、そのまま話を進めようとした僕を、ユアン先生はただジッと見つめていた。

「興味本位、というわけではなさそうですね」

　僕は思わず口を閉じた。もともとユアン先生が、生涯をかけて研究すると言っていたものを、手伝うならともかく、いきなりやって来てただ教えてくれとは、ずいぶん厚かましいお願いといえる。しかも、こっちはなんの情報も与あたえる気がないのだ。

「すみません、先生が大切にしている題材を……でも」

「ああ、違ちがいますよ。責めているわけではないし、むしろこれは歓かん迎げいすべきことかもしれませんね」

「……え？」

「もともと手の付けようもなく、協力者も得られないから、仕方がなく放置していたに過ぎません」

　自分で淹いれたハーブティーが、よっぽど苦かったのか、ユアン先生は少し顰しかめ面つらをしつつティーカップをしばし傾けた。

「……生涯の題材などと格好いいことを言いましたが、生涯かけても終わらない、いえ始めることさえ出来ないと、どこかで諦めてたんですよ。だから気軽に話題にもしてましたし、みなさんも、たぶん話半分で聞いていたことでしょう」

　要するに僕は、半分冗じよう談だん交じりの話に、のこのこ真しん剣けんな顔でやって来た特異な人間だったというわけだ。

　先生はおもむろに立ち上がると、すぐ横のロッカーの中から書類を取り出し、その奥の板を手のひらで押して棚たなを外した。隠かくし扉のような仕し掛かけだろう、壁かべに張り付くようにして隠してあった冊子と、幾いくつかの古ぼけたメモが出てきた。

　遠目にだが、メモには掠かすれかけた錬れん成せい陣じん、レシピと思われる材料と配合が小さな文字で書かれているのが見える。

「祖父は十年ほど前に亡くなりましたが、私の先祖は、もとは代々続く有名な薬剤師の家系だったそうです」

　それでユアン先生も、保健の先生をやっているのかな。僕の考えを読んだように、先生は小さく頷うなずいて続けた。

「その祖父が、幾つかの古い秘伝書を残しましたが……私には、でたらめのレシピにしか思えなかったのです。祖父は、祖母から譲り受けたと言ってましたが、なにしろ祖母が亡くなった時、祖父はまだ小さかったらしく、その辺がかなりあやふやなのです」

　ユアン先生のような鳥人は、ドリスタン王国はもちろん、モンフォール王国でも見たことがない。数百年前は、ごく少数とはいえ存在したらしいが、今は彼一人の存在しか確認されていないという。

　余談ではあるが、向こうの世界ではちらほら見かけたように記き憶おくしている。滞たい在ざいした村などには、ほぼ人間しかいなかったが、初めにたどり着いた街には、たくさんの獣じゆう人じんや魔ま族ぞくがいたのだ。どこか寂さびしそうにしているユアン先生に、そのうち話せる時が来るといいんだけどね……。

「これは、そのレシピと錬成陣のすべてです」

　ユアン先生は勿もつ体たいぶるでもなく、それらノートを手て渡わたしてくれた。ちょっと驚いて見上げると、彼はにっこりと笑って「構いませんよ」と僕を促うながした。

「ほとんどは普ふ通つうの薬のレシピです。少しだけ我が家の秘伝の配合のようなものがあるようですが、現代の方が色々と改良されて良くなってますしね」

　先生からノートを受け取り、おもむろにページを捲めくった僕は、あることに気が付いた。

「あれ？　この文字……」

「ああ、そうなんですよ。呪じゆ文もん用語というか、それもかなり古い様式で書かれてるんですよね」

　例えるなら、現代人が古文を読むようなものだ。しかも、もともと呪文用語は普通の文字とはまったく別物で、魔法が使える者でも、それほど達者ではない者もいるくらいだ。

　加えて、見慣れない単語も多かったらしく、解読にはかなり苦労したようである。

　僕は、そのレシピの数々を穴が開くほど見つめていた。

「全部ではありませんが、ノートに挟はさまっているメモに解読したものが……」

　そんなユアン先生の言葉は、まったく耳に入ってこなかった。なぜなら僕は、その文字に確かに見覚えがあったのだ。

　とっさに声に出すところだったが、これは魔界文字だ。所々、古い単語があって、僕にも読めないところはあるが、もともと魔法用語は普通に読めるので、だいたいの解読は可能だった。

　それらを改めて確認して、先ほどユアン先生が言っていたことをあらためて納得した。あの、でたらめのレシピにしか思えない、と言っていた点だ。

　なぜなら……。

「君には、この文字に心当たりがあるようですね？」

「え……あ、いえ。呪文用語に近いので一応読めるくらいです。それで、お祖父さまはこれらの薬を作っていたのですか？」

　僕ってそんなに顔に出ちゃうかな。ちょっと反省して、誤ご魔ま化かすように、すかさず質問で返した。

「いえ、祖父はこのレシピをほとんど使ってなかったようです。通常よく使うレシピは、現代の方が優ゆう秀しゆうでもありますし、秘薬に分類されるレシピには不明の材料が多く、作れなかったようです」

　さもありなん、だよね。だってこの材料、ほとんどがこちらの世界では絶ぜつ滅めつしたものや、存在しないとされているものなのだ。レシピが書かれた用紙の劣れつ化か具合を見ても、すでに何百年も経過してそうだし、先生の祖父の祖母、つまり高祖母という方も、その前の世代から受け継ついだものなのかもしれない。

　もしかしたら、まだ二つの大陸が並んでいた頃ころのレシピという可能性さえある。

「……君は、不思議だね」

　レシピ集と錬成陣を睨にらみつけていた僕に、ユアン先生がポツリと呟つぶやいた。夢中になっていた僕は、しばらく気が付かずに、むしろ先生の視線に気が付いて「……え？」と間ま抜ぬけな返答をしてしまった。

「いや、それが読めるなら遠えん慮りよなく見てくれて構わない。秘伝とされている秘薬だって、作れなければ何の役にも立たないのだからね」

　先祖代々の秘薬という重みに、まったく怯ひるまなかったわけではなかったが、ここはどちらかというと好こう奇き心が競せり勝った。もちろんアンソニー王子のことを忘れたわけではない、それは第一目的だが、薬剤師見習いとしては、こういう古来の秘薬というものに、ロマンを覚えずにはおれないのだ。

「私は、私の判断で、君にこれを見せても構わないと決めた。だから、君は遠慮することはない。でも、さっき君も言ったように、これらをいかなる場所にも移動しない、私の許可した相手にしか話さない、そして公の機関に発表しないと約束してください。そして、最後に一つ……これらレシピの調合、もしくは関連の実験などの際には、できたら私も参加させて欲しいのです」

　と、ユアン先生は締しめくくった。

　どちらにしても、これらレシピが何らかのヒントになった場合だ。

　僕はひとまず頷いて、手元のノートを紐ひも解といていくことにした。

「では先生、読ませていただきます」

「どうぞ、ごゆっくり」

　ノートをテーブルに置いて、それに向かって杓しやく子し定じよう規ぎにお辞じ儀ぎをした僕に、ユアン先生は口元に手をやり、小さく笑ったように見えた。お言葉に甘えて、ノート状に綴とじてある表紙部分を慎しん重ちように捲った。

　なにしろ、劣化が激しくパリパリしている。乱暴に扱あつかったら、下手へたをするとバラバラにしかねない代しろ物ものだ。慎重に、大切に、そっと文字を追った。

　まずは初級編として、傷薬などのレシピと等級を上げるコツ、素材の配合などが丁てい寧ねいに書かれている。結構「なるほど」と、思えるようなコツなどもあって、読み物としても十分に面おも白しろい。

　魔力回復薬、マヒ解除、解げ毒どくに……万ばん能のう薬まである。万能薬のレシピは、僕が覚えているのと少し違うな……現代のレシピは、たぶん今現在こちらにある素材で出来るようになっているのだろう。

　現代の万能薬は魔法に敵かなわないが、このレシピの万能薬は伝説の魔法級のようである。素材も、人魚の鱗うろことか、シレッと普通に書いてあるし。

　さすがに人魚は見たことがないけど、獣人に麒き麟りん、精せい霊れいだっているんだから、いても不思議はないのかな。

　せっかくなので、ノートに合わせて、散っている錬成陣のメモなんかも整せい頓とんしつつ、項こう目もくに合う場所に順に挟み込んでいった。

　手前の椅い子すに座っていたユアン先生が、いつの間にかいなくなっていたので顔を上げると、どうやらお茶を淹れなおしてくれているようだ。知らない間に、結構な時間が経たっていた。さすがにちょっと長居しすぎたかな。

　この続きはまた今度にしようか、と思ったその時、スルーしかけた視線が一カ所に釘くぎ付づけになった。

　──ガタンッ！

　あまりに勢いよく立ち上がったので、椅子がガタガタと激しく揺ゆれた。

　驚おどろいた顔でこちらを振ふり向いたユアン先生を、無意識に視界の端はしに捕とらえながらも、僕の意識は机の上に注がれていた。

「……そ、蘇そ生せい薬!?」

　思わず声を上げた僕に、すぐに納得したように頷いたユアン先生は、ゆっくりとこちらに歩いて来た。

　弾はじき飛ばされた椅子を、わざわざ戻もどしてくれて僕に座るよう促した。

「やっぱり、君にもそう読めるかい？　でも直訳すると、蘇よみがえる身体からだってことになっちゃうんだけどね」
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　力が抜ぬけたように、すとんと腰こしを下ろした。

「え……？　あ、いや……あれ、そうなるのかな」

　そう言われれば、変な言い回しだ。

　身体が蘇る、で蘇生という意味で解かい釈しやくしたが、この場合「命」や「魂たましい」の方がしっくりくるような気がする。

　ユアン先生が何気なく言った言葉に、僕は頭を殴なぐられたようなショックを受けた。

　もしこれが、生き返るという意味でないとしたら、それは即すなわち文字通りの意味となる。

「本当にそうなら、これは……」




　　　　※




　僕の想像が正しいとして、一つの可能性を見み出いだすことが出来た。

　飽あくまで希望的予測ではあるが、あの薬は蘇生薬ではなく、欠損部をも再生する外傷薬なのではないかと考えたのだ。

　ユアン先生の話によると、先祖はかなり有名な薬くす師しとして名を馳はせたそうだ。あの文字からも示されるように、もしかしたら、それは今の魔界と呼ばれる地で……。

　書物でも確認したように、魔法でも同じ作用のものが開発されていたのだ。錬金薬でそれを試そうとした薬師がいても不思議はない。

　ただ、このレシピは完成品とは限らない。開発段階だとしたら、成功するとは限らないし、思ったような成果が得られない可能性もある。

「これを基もとに、薬の調合を試して構わないと、ユアン先生に許可を貰もらいました」

　ここは、薬草畑にある小屋の中──。

　チームの全員が座れるように、かなり大きめのテーブルセットが部屋の真ん中に置いてある。以前は、ほったて小屋で今にも崩くずれそうな小さな作りだったが、今では小型のキッチンと、暗室にもなる調合室を完備していた。

　校舎からもっとも遠い、不便かつ整備されていない畑を、一から使えるようにするのにはかなり苦労したが、それでも今では、どこよりも快適な場所になっていたのだ。

　そして、そのテーブルの向かいにはニーナが座っている。

「……お兄様の、足が治るの？」

　彼女は、手元の小さなメモを見つめて、うわ言のように呟いた。

「ごめん、断言はできない。それが、僕の思った通りの薬だという確証はないんだ」

　ちなみにメモには、魔界言語で幾いくつかの材料が書かれているが、もちろん全部ではないし、作製手順も書かれてはいない。ニーナに頼たのみたいことがあって、その部分だけ許しを得て、書き写してきたものだ。

　固まったように動かないニーナに、僕は説明を続けた。

「素材集めのために、ニーナにお願いがあるんだけど」

「……え？　あ、うん。も、もちろん構わないわ。私にできることなら」

「一つ、エドガーに秘密の共有者になってもらうのを許可してほしい」

「……っ！」

　彼女が、息を吞のむのがわかった。躊躇ためらうように視線を動かして、けれど僕と目が合うと唇くちびるを引き結んだ。

「エドガーは、もちろん信用に値する人よ。でも、本当はこれ以上、秘密を知る者を増やしたくないわ……」

「わかってるよ、ただ……」

「それでも、リュシアンがそう言うからには、どうしても必要なことなのでしょう。私の答えは、常に変わらないわ。リュシアンを、信じてる」

「……ありがとう。あとで詳くわしく話すけれど、エドガーの協力は不可欠なんだ」

　僕が重ねて言うと、ニーナはコクリと頷うなずいた。

「あと一つ、そこにも書いてあるけど、それら素材について学園長に頼んでほしいことがあるんだ」

「……この素材？　ああ、ここに書いてある……鉱石と、あと何かしら、これ」

　五十階以上のダンジョンで採さい掘くつされる鉱石と、レアモンスターのドロップ品。

　普ふ通つうなら、かなり苦労しそうな材料だが、実は、これについてはユアン先生が心当たりがあると言った。

「学園長には、あるダンジョン探たん索さくをスムーズにするための橋はし渡わたしを、お願いしてほしいんだ」

　それは以前、僕達が成長の過程を目もく撃げきした記念すべき初ダンジョン（魔ま界かいのダンジョンは例外として）で、学園近くのダンジョン実習に使われた、例の地下ダンジョンだった。

「あのダンジョン、もう探索できるようになったのね」

「僕も知らなかったんだけど、ユアン先生はあちこちにアンテナを立ててるらしいね」

　レシピの素材を全部揃そろえるのは無理だとわかっていても、ユアン先生は高祖母の秘伝のレシピの研究を、完全に諦あきらめることが出来なかったのだろう。わかる範はん囲いで、集められる素材はコツコツと手に入れ、同時に情報集めや、地道な調査などもしていたようだ。

「ダンジョンが開放されて二か月くらいだけど、既すでに五十階のワープ陣じんに到とう達たつしたパーティがいるらしい。ユアン先生が引き続き調査してくれるって」

　ダンジョンとしては未踏とう破はだし、普通なら、僕らのようなＦランクの冒ぼう険けん者が、単独でホイホイ参加できるダンジョンではない。なにしろ僕らが行きたいのは、五十階以降の階層なのだ。

「それで学園長のお墨すみ付つきみたいなものが欲しいのね？」

「それと、五十階層のワープ陣のマーカーを持っているパーティを、仲ちゆう介かいしてくれる人の紹しよう介かいをお願いしたいんだ」

「あら？　今回は依い頼らいするの？」

「……そうだね、まだ決めてはいないけど、どちらにしても話は聞きたいし」

　フリーバッグから小さな巾きん着ちやく袋ぶくろのようなものを取り出して、テーブルの上に乗せた。形は小さいが、これもフリーバッグである。

「これには、ユアン先生が今まで集めてきた素材が入っている」

　惜おしげもなく、これら素材や、今まで集めた情報を提供してくれた。ユアン先生も出口の見えない研究の、何かしらの突とつ破ぱ口のようなものをずっと求めていたのだろう。

　提供された素材の中には、かなり希少なもの、採取時期が限定されたものなど、揃えるのには数年を要するものさえあった。

　さすがに僕は恐きよう縮しゆくしたが、なにしろ第一の目的は人の命に関わることである。得られるチャンスは、一つも逃のがすわけにはいかなかった。

「レシピの内容は詳しく言えないけど、必要素材には、例えばソティナ草など、こちらでは採取不可能だけど、僕が所有していた材料もいくつかあった。絵空事に思えた話が急に現実味を帯びたこともあって、ユアン先生は積極的に協力してくれることになったんだ」

　調査、実験、研究など製作過程にユアン先生が参加することは、ニーナにも了りよう解かいを取った。なにしろ重要なソース提供者なのだ、彼を蔑ないがしろにするわけにはいかない。

「じゃあ、ほとんどの材料は揃っているのね？」

「うん、あとはそのメモにある材料と、大量の魔水だけだよ」

「……魔水？　って、インクを作る時に使う錬れん金きん水？」

「やっぱりそう思うよね。ユアン先生も、これがネックだって言っていたくらいとんでもない量なんだけど、これって生活魔法でも同じものが出来るんだよ」

　僕がそう言うと、ニーナは目をぱちぱちと瞬またたいて「え!?」と、素すっ頓とん狂きような声を上げた。まさに、目からウロコという顔をしている。

「……ま、まさか、いつもザブザブと遠えん慮りよなく使ってた、アレ？」

「うん、ソレ」

　時にお茶を淹いれたり、時に顔を洗ったり、文字通りじゃぶじゃぶと使っていた魔法で作った飲料水。あまりに身近過ぎて気にも留めてなかったが、この魔法を使える人物は少なくとも学園内ではただ一人、エドガーのみである。

　手間とスキルと魔力を費やし錬金術で作る魔水は、エルフの作る魔水をヒントに作られたのではないかと、僕は、かなり以前に調べたことがあった。

「……それで、エドガーを？」

「巻物を使えば僕にも作れるけど、それに手一いつ杯ぱいになるわけにはいかないからね」

　ニーナは、事の次第がわかるにしたがって、みるみる膨ふくらむ期待に顔を輝かがやかせている。沈しずみがちだったニーナの表情が、こうして晴れやかになるのは嬉うれしいけれど、僕にしてみれば少し複雑でもあった。

　これだけ手を掛かけて、人を動かして、もし見当はずれの薬だったら、という不安がないわけではない。でも、今のところ他には何の手掛かりもない状態なのだから突つき進むしかない。

　そもそも、材料さえも揃っていない今から余計な心配をしても仕方がないのだ。

「とにかく、やれることをやろう」




　　　　※




　数日後、僕達は学園からほど近いダンジョンへと向かっていた。

　以前、ダンジョン実習に使われた初級ダンジョンであるが、今では未踏破の中級ダンジョンと格付けがされている。

　当時、難敵だった不定形モンスターが多い階層もあるが、あらかじめ対策をしていけばスライムは基本的に雑魚ざこなのだ。

　しかもボス階層がまばらにしかなく、最速パーティは、あっという間に五十階層まで踏破した。その点をもって、中級と位置付けられたのである。

　不定形、虫、小型獣じゆう系が多いダンジョンということで、攻こう略りやく情報が出るにしたがって、もっぱら魔法使いがもてはやされた。ボス対策のために直接攻こう撃げき系も一人は入れているが、ほぼ魔法使いでパーティを結成しているようだ。

　今回は、僕とニーナの他には、ダリルとカエデのみの参加である。ダリルは従魔を持っているので、ダンジョン探索には何かと助かるし、二人とも冒険者なので特別休きゆう暇かを取りやすい利点がある。

　ちなみに、ノルは最近進化して小鼠プチラツトから跳鼠ホツプラツトになった。大きさは変わらなかったが、足の形が少し変わり、ハイムーブとジャンプなど移動面でスキルアップしていた。ハイムーブを覚える個体は、後にムーブ系のレアスキルも覚えるらしく、ダリルは鼻高々である。

　ということで、都合のつかなかったエドガーとアリスは今回お留守番だ。ニーナは冒険者ではないので、僕が雇やとった助すけっ人とという形となった。

　このダンジョンは、キンバリー辺境伯はくの陪ばい臣しんが運営管理しているが、ダンジョンへの出入り人数、ましてや人物を逐ちく一いち上に報告しているはずもなく、直接の管理は冒険者ギルドに委い託たくして行っている。

　学園長には、この冒険者ギルドの方への融ゆう通ずうを頼んだのだ。

　冒険者ランクは低いけれど、確かな実力者ばかりなので入場を認めてくれ、と一筆したためてもらったのである。もしも登録にモタついて、僕達のことがまかり間ま違ちがって辺境伯の耳にでも届こうものなら、間違いなく面めん倒どうなことになる。何事も、事前の手回しが重要なのだ。

　そして今回の目的だが、一つは涙なみだの鉱石。

　これは鉱石の名前ではなく、通つう称しようだ。水気がなくても濡ぬれており、不思議なことにたえまなく水すい滴てきが滴したたっている。鉱石そのものというより、その雫しずくを採取して使うのだ。これは五十階以上に行けさえすれば、手に入れられる可能性は高い。

　もう一つの素材は、ヘルサラマンダーの逆げき鱗りん。

　レッドサラマンダーのレア種で、強さも数倍だが、なにより硬かたい鱗うろこを持ち、倒たおすのが困難とされているモンスターだ。なにしろ素材の逆鱗こそが、唯ゆい一いつの弱点かつ脆もろい部位なので、倒す時に傷つけてしまうことが多く、その素材は激レアとされている。

「そのモンスターの目撃証言があったのね？」

「うん、例の五十階到達パーティが確認したらしい。おそらくその辺りの主ぬし……階層ボスだろうって」

「聞くだけで厄やつ介かいそうだな。魔法で、ガッと黒くろ焦こげにしてもダメなのか？」

「そりゃダメでしょ、一番脆いって言ってんだから。まっさきに黒焦げなんじゃないの？」

　ダリルの質問を、カエデがいつものように一刀両断にしている。

「読んで字のごとくなんだけど、逆鱗は怒ど髪はつ天のスイッチでもあるらしく、下手へたにつつくと大暴れして、大事な素材が台無しになるとも言ってた」

　さらに面倒くさい情報を教えると、全員が大きなため息をついた。

　ダンジョンの入り口付近まで来ると、前方にはダンジョンに入るために申しん請せいする冒険者などがたむろしていた。また、多くの装備、雑貨、飲食などのお店の露ろ天てんが並んでおり、たくさんの人で賑にぎわっている。

「あ、いたいた。ユアン先生！」

　そんな人混みの中で、ようやく見つけた先生に声を掛けたが、その隣となりにひときわ大きな人物がいることに気が付いて、僕は驚おどろきを隠かくせなかった。

「……え!?　ジュドさん？」

「よう、坊ぼつちゃん。やっぱりそうだったか、名前を聞いてもしやと思ったが、大正解だったな」

　真ん中に挟はさまったユアンは、当然びっくりして目を丸くしている。

「お二人は、お知り合いだったんですね？」

　事前に聞いていた五十階まで到達したパーティというのは、どうやらジュドのパーティだったようだ。

　彼は、故郷のギルドで出会った冒険者で、声と身体からだは大きいけれど、陽気で気のいい大たい剣けん使いである。ちょっと前にも、無ぶ頼らい者に絡からまれていた僕らを助けてくれたりもした。

　確かその時に、このダンジョンに向かうと言っていたが、こんなに早く再会できるとは思わなかった。

「ユアン先生に聞いたパーティが、まさかジュドさん達のことだったなんて驚きました」

「こっちは、坊ちゃん達がいつ来るかと、ずっと待ってたんだぜ。それで？　この先生に聞いたが、俺達に頼たのみたいことがあるって？」

「ち、ちょっと、ジュドさん。こんなところで、坊ちゃん坊ちゃん連呼しないでよ……みんな見てるから！」

「ほう、なるほどね。坊ちゃんも年とし頃ごろなんだな、了りよう解かい了解」

　そう言ったジュドは、ニーナとカエデの方へ視線を送り、白い歯をのぞかせて豪ごう快かいに笑った。声がデカいんだってば、お願いやめて。

　ニーナは会ったことがあるが、カエデとダリルは状じよう況きようがつかめず、さっきからポカンとしていた。

　ジュドのチームと、僕達のチームは、その場で簡単な自己紹介をした。ジュド達は、基本的にマッチョチームであったが、このダンジョンの特性上、魔法特化パーティと臨時で組んでいるらしい。こちらは女性ばかりのチームだが、どちらも偏かたよった特化型パーティということで、よく手を組む相手らしくそこそこ信しん頼らいできる関係のようだ。

「では、申し訳ありません。ここからは、リーダーのジュドさんのみということで……」

　ユアン先生の案内で、ダンジョンを管理するための詰所にしているテントの一つに、ジュド一人を誘さそった。こちらのパーティからは、ニーナと僕の二人だ。

　簡易テーブルに、折りたたみ椅い子すだけといった粗そ末まつな内装だったが、魔法の結界が張ってあるらしく、内部の音は外に漏もれないようになっていた。

「すみません、パーティの皆みなさんがお気を悪くしてないといいんだけど。どうしても内密な話がいくつかありますし、ジュドさんにも、心苦しいのですが、すべてをお話しするわけにはいかないと思うから」

　着席したところで、まず僕がそう断りを入れた。ジュドは少し驚いた顔をして、すぐに顔の前で大きな手のひらをぶんぶん振ふって、大きな口で笑う。

「貴族相手の依い頼らいじゃ、そういうことも結構あるから驚かねぇけどな。それに、俺たちは冒ぼう険けん者だ、嫌いやなら嫌と遠慮なく断ってたぜ」

　親指で外を指差し「あいつらも、その辺のところはわかってる」と言って、頷うなずいた。

「それで？　確か、ダンジョンの五十階まで行きたいってことと、ヘルサラマンダーについての情報ってことだったな。まずは五十階までの案内と、護衛って感じか？」

「……いえ、それは僕達だけで大だい丈じよう夫ぶ。ジュドさんには、僕達が五十階に行く、その手て筈はずを整えて欲しいんだ」

　僕の台詞せりふに、ジュドだけでなく、ニーナも驚きを隠せなかったようだ。というか、二人の頭の上に「？？？」が、並んでいる。

「どういうことだ？　ああ、まさか地図か？　……悪いが、まだ地図はないぞ。ギルド側からの依頼もあったんで、近いうちに地図が描かける奴やつを雇おうと思っていたが」

「ううん、違うんだ。ジュドさんは、五十階に一度だけ行ってくれればいいんだ」

　ますます「？」が積み重なるジュドとは対照的に、ニーナはちょっと気が付いたようにこちらを見た。僕は頷いて、その計画を順を追って説明した。

「なるほどな……というか、それマジな話か。いや、まあアレだな。人ひと払ばらいしたのも頷けるってもんだ」

　説明を受けたジュドは、なんだか納得したようなしてないような顔で、まるで大きな熊くまが背中を丸くして唸うなっているようだった。

「ジュドさんには申し訳ないけれど、この件は個人で依頼を受けて欲しいんだ。もちろん他の情報提供は、パーティという括くくりで依頼を受けてくださって構いません」

「ああ、それなら俺一人で十分だしな、わかった。雇われた以上は秘密を守るし、やることはやるぜ」

　バレたら「僕が」面倒くさいことになる、くらいではあるが、それでも進んで宣伝してまわる必要はない。要は、前にも使ったワープの巻物関連のことである。

　このダンジョンは、攻略難易度からすれば中級なのに、かなりの階層があり、モンスター出現率も高い。それに伴ともなうドロップや素材集め、豊富な鉱石など、なかなか面おも白しろそうな要素もふんだんに詰まっている。本来なら、嬉き々きとして一階層からじっくりと攻略するところだが、なにしろ今回はわりと急を要している。

　かなりズルではあるが、一気に目的地まで行ってしまおうと考えたのだ。

　そこで重要になるのが、前にも使ったことがあるワープの魔ま法ほう陣じんだ。

　もともとワープ魔法陣の難点は、目的の場所にマーカーがないと移動できないということだった。つまり、行ったことがない場所には行けないのである。

　通常のダンジョンは、入り口脇わきやその付近に、内部に設置されたすべてのワープ陣と紐ひもづけされた魔法陣が設置してある。ダンジョン内部からワープを潜くぐると、個人が設定されて、その後は自由に行き来が出来るというわけだ。

　僕のワープ陣はこれよりも単純で、発動中は陣から陣へ誰でも渡れるという図式だ。面倒な設定はないものの、結局のところ両地点に魔法陣がないとワープは不可能なのである。

　ということで、五十階手前のワープ陣に飛べるジュドに、対ついの魔法陣を置いて来てもらうことにしたのだ。

　ワープの魔法陣は、相そう互ご発動なので、こっちが発動すれば向こうも自動的に発動する仕し掛かけで、ただセットする分には魔力は一切いらない。

　ちなみに、あちこちに置いておけば便利なのでは？　と思うかもしれないが、紙製、しかも僕専用の、耐たい久きゆう性もなく劣れつ化かも早いという欠点がある巻物なので、現実的にはその都度、準備する必要がある。

「まあ、俺にはよくわからんが、とにかくワープ陣の近くに置いてくりゃいいんだな」

「お願いします。あの巻物は基本的に僕にしか反応しませんので、安心して開いて頂いて大丈夫です」

　詳くわしい話はまたその時に、ということでこの話はまとまった。

「あとはあれか、涙の鉱石……つか、その雫だよな？　俺達も小銭稼かせぎにいくつか採取したが、保存の仕方がなってないって、いつもクライアントに怒おこられるからな。坊ちゃんが自分で採取したほうがいいだろうな」

　光の鉱石同様、その石は持ち帰ってもただの鉱石でしかない。この雫は、薬やく剤ざい師しには高く売れるらしく、ある程度の階層まで行ける冒険者たちには割のいい金策の一つである。けれど、どうしても冒険者には専門家が少ないため、なかなか良質なものが手に入らないのが悩なやみの種らしい。

　ジュドは、鉱石のいい発はつ掘くつ場所をいくつか教えてくれた。

「すみません、こういうのは本来なら秘密にするんですよね？　助かります」

「いやいや、俺達が採取してもたいして金にならんし、文句ばっか言われるしよ」

　彼らはどう見ても素材専門の冒険者ではないので、普ふ段だんは安定性のある鉱石を採取するのが関の山とのことだった。

「さて、最後にヘルサラマンダーだな」

　ここでジュドは僕を指差し「坊ちゃんは、運がいいぜ」と、片目をつぶってみせた。また坊ちゃん呼びになってるし……もう、いいけどさ。

「あいつの足元に魔力溜たまりがあることからも、階層ボスだと思う。で、俺達はここ数日、あいつを倒しあぐねているわけだが、それは倒せないんじゃなく、逆げき鱗りんが惜おしかったからだ。知ってっか？　あの素材、めちゃくちゃ高価なんだぜ」

　僕がもちろん、と頷くとジュドはちょっと悔くやしし気に続けた。

「なにしろ、レア素材である逆鱗が、唯一の弱点だっていうから性質たちが悪い。見えてるのに攻こう撃げきできないし、下手に仕留めそこなうと大暴れしてすべてが台無しになる。この話が来るのがあと一日遅おそかったら、アイテムを諦あきらめて倒しちまってたところだったぜ」

　それは本当に危ないところだった。階層ボスは、ダンジョンにできた魔力溜まりに、その辺りで一番強いモンスターが居座るというだけで、ゲームのように必ずしも再びモンスターが湧わくとは限らないのだ。

　必要な情報は、これでほぼ聞いたと思う。ユアン先生情報では、今現在も五十階に到とう達たつした他のパーティはいないということなので、邪じや魔まが入る心配もなさそうである。

　このダンジョンのランクが中級だったため、いわゆるＡ級、Ｓ級などの上級パーティは歯し牙がにもかけなかったようだ。ちなみにジュドの個人のランクはＡ級で、お仲間の方々はＢ級とのことだ。なので、パーティランクとしてはＢ級なのだという。

　まあ、僕達はオールＦだけどね。

　ジュドのチームには、順序が逆になったが情報提供の依頼を正式にして、同時に完かん了りようということで冒険者ギルドを通して手続きを済ませた。ジュドは別にそこまでしなくていいと言ったが、彼の仲間の手前もあるし、こういうのはキチンとしておくに越こしたことはないのだ。




　そして、翌日──。

　まだ日が昇のぼる前、僕とニーナ、ダリルとカエデは、約束していたジュドとダンジョン前に集合していた。

　ダンジョンの外にあるワープ地点は、入り口から少し離はなれた岩場の陰かげにあった。

「じゃあ、これを五十階のワープ陣の近くに設置すればいいんだな」

「ペシュを一いつ緒しよにつれて行ってください。僕達の準備ができたらペシュが合図しますので、そちらも大丈夫でしたら巻物を開いてください」

　先ほどから、ちょこちょこダンジョンに入る冒険者たちがワープを使っていたので、ジュドを見送った僕は、ちょっと離れた地点で巻物を広げた。

　それから数分後、ペシュの合図を受け取って魔法陣を発動させた。そうして僕達は、魔法陣を潜って問題なく五十階に到達していたのだ。

「こりゃたまげたな。半信半疑だったが、本当にここまで飛んで来ちまうなんて」

　僕達が次々と魔法陣から現れたのを見て、ジュドは心底驚おどろいたように目を白黒させていた。

「……内緒ですよ。僕も、こんなのは本来ズルだって思ってますし」

「はあ!?　ズルじゃねーだろ、こりゃ自分の能力で得た結果じゃねーかよ」

　ジュド曰いわく、ワープの魔法陣が描けるのも、それを有効活用したのも、ましてやジュド本人と縁えんがあったのも、全て僕が持ちえた、能力であり、運であり、それらすべてはその人自身の力だ、とのことだ。

　すべてにおいて自らの身体と能力でのし上がる、彼ら冒険者らしい台詞せりふと言えば、そうかもしれない。

「そうだよね、リュシアンってちょっと遠えん慮りよし過ぎっていうか、謙けん虚きよが過ぎるっていうか……んーと、なんかそういうとこあるよね」

「あー、それな！　俺なんか、ときどきマジ腹立つし……」

　独り言のように呟つぶやいたカエデに、勢いよく続いたのはダリルだ。

　ダリルの場合は、半ば八つ当たりである。僕らの学園での今の活動は、あまり目に見えて派手なものではないし、最近では薬草畑の端はじっこでコソコソ引きこもっているように見えるだろう。それを面白がって揶揄からかわれたり、バカにでもされたようだ。

　まあ、以前はダリルが先頭に立って僕に絡からんで来たんだけどね。

　ともかく僕らメンバーは、五十階の本来のワープ陣から一度入り口に飛んで、あらためて五十階に戻もどって来た。これで正式に行き来が可能になったのだ。

　その後、ジュドの案内で、涙なみだの鉱石の場所まで案内してもらった。

「うわ、このへんすごい濡ぬれてる。滑すべらないように気を付けて……、わっ」

　カエデがお約束で転びそうになっているが、本当に雨が降ったかのように足元が濡れている。

「涙の鉱石は、鉱石自体に水が発生しているわけじゃないんだって。その鉱石に潜ひそむ目に見えないほど小さな生物が排はい出しゆつする液体だと言われているんだよ」

　だから、いつも同じ場所に存在せず絶えず移動している。もっとも、これは研究者がたぶんそうだろうと推測しているだけで、本当にそうだと立証されたわけではないようだ。

　また、鉱石を採さい掘くつするとソレが逃にげ出してしまうのか、数分後には乾かわいてしまうので、雫しずくの採取は時間との勝負である。前にも使った遮しや光こう瓶びんを用意して、ニーナ達には採掘作業を進めてもらった。一つの鉱石から数すう滴てきが限界なため、順に瓶の中に垂らしていく。

　ようやく瓶の半分ほど溜まったところで、もう一瓶分を採取した。

　二時間ほどかけて採取を終え、僕は改めてお礼を言った。

「ジュドさん、本当にお世話になりました。それに、ヘルサラマンダー討とう伐ばつを譲ゆずってくれてありがとうございます。あの、よかったらこれ、サラマンダーの素材を頂く代わりに、どうぞ」

　ジュドの大きな手のひらに、僕は小さなガラス瓶を乗せた。

「いや、俺たちゃもともと素材は諦めたんだし、構わないけどな……って、これ、さっきの？」

「その瓶なら、ほぼ採取したままの状態を数時間保てます。あ、もちろんすぐにフリーバッグに入れたほうがいいので、そうしてください」

「……ほんとかよ、鮮せん度どが良ければそりゃ喜ばれるけど、いいのかよ？」

「ジュドさんには、感謝してもしきれないですから。遠慮なくどうぞ」

　そうして、ジュドは地上へと戻っていった。さらに今日一日は、僕らに場所を譲るということで、パーティ全員で休養日にしてくれたそうだ。

　残るは、階層ボスのヘルサラマンダー討伐である。

「で、なにか手はあるの？　ジュドさんも言ってたけど、弱点を突つく以外では難しいんでしょ」

　簡易的なマップを見つつ、僕達はダンジョンを奥へと進んでいた。これは、ジュドのパーティが階層ボスまでたどり着いた時に、ワープ陣からの道筋をおおまかに描かいたものである。

「ちょっと試したいことがあってさ。いくつか、巻物を作ってきたんだ」

　この日のために、ここ数日、ちょっと巻きで頑がん張ばった。

　途と中ちゆうまで進めていた、ある魔法陣の試作品をなんとか使えるまでに急いで精度を上げたのだ。これには上級生のエイミの協力も得て、かなり突とつ貫かんで頑張った。もっとも今年の目標としてきた課題だったため、少しでも進めていたのが功を奏したともいえよう。

　ぶっつけ本番なのが心配なのと、後々の、エイミへのお礼がなんだか心配事ではあるんだけどね。

　その方法とは、モンスターを行動不能にするというものだ。

　以前にも使った手だが、今回のこれは攻撃魔ま法ほうではない。雷かみなり魔法などに付ふ随ずいするオマケとしての博ばく打ち要素ではなく、補助魔法としての完成版を求めたものだ。

　僕の本来のテーマにも絡めて、雷に水を加えた一枚魔法陣。

　他にも水系で火、風、闇やみなどを加えた「鈍どん化か」があるが、これはもう属性が凶きよう悪あくすぎて難航している。

　ということで、今回はマヒ、というか正確には感電系の魔法である。

　逆鱗が弱点と言われるように、その部分は無防備で、相手が動かなければ簡単に剝はがすことが出来る。それでも、本来ならモンスターの懐ふところに入ることは危険極きわまりない行こう為いなのだが、今回ばかりはそうも言っていられない。

　僕達は、細い通路からぐんと広がる大きな部屋へと入っていった。

　その中央に、大きなトカゲが丸くなって眠ねむっている。

　ひときわ大きな身体に、黒っぽい深しん紅くの鱗うろこが波打つ。あれがヘルサラマンダーだろう。周りには、子分らしきレッドサラマンダーがたむろしている。

「うわぁ、アレも倒たおさなきゃならないのね」

「レッドサラマンダーの逆鱗も貴重品ではあるけれど、今回、それは完全無視で。弱点バンバン狙ねらって、出来るだけ早く倒してほしい」

　大部屋の前の通路で、確認とそれぞれの役割を決めていく。

「チョビは周りを巻き込んじゃうから、ここでもお留守番ね。手を出しちゃだめだからね」

　ちょっと抗こう議ぎするように、チョビが頭上で足あし踏ぶみをしたが仕方がない。ここでヘルサラマンダーを黒焦げにでもされたら目も当てられない。

「普段なら前線だけど、カエデは回復要員として後方でお願い。ダリルは前衛のニーナを援えん護ごしつつ、向かってくる敵を魔法で撃げき破はよろしく。ヘルサラマンダーが参戦すると面めん倒どうだから、見つからないように速そつ攻こうでお願い」

　眠っているヘルサラマンダーに刺し激げきを与あたえないように、たむろしているレッドサラマンダーの気を引いてこちらにおびき寄せて殲せん滅めつ、という方法である。

　もし万一、ヘルサラマンダーを起こしてしまったら、戦せん闘とうを中止して即そく座ざに撤てつ退たいすること、と徹てつ底ていしてさっそく作戦を開始した。

「……よっしゃ、レッドサラマンダーがこっち向いた。おびき寄せるぞ」

　さっそく、ダリルはノルを先行させて、レッドサラマンダーの気を引いた。

　ノルはハイムーブを駆く使ししつつ、音もなく近寄ると、おちょくるように次々とレッドサラマンダーを釣つってみせたのだ。

　近寄って来たレッドサラマンダーは、順にニーナの蹴けりとダリルの針の穴を通すような魔法により、確実に、けれど静かに転がされていく。もともとレッドサラマンダーは、ヘルサラマンダーの周りをノシノシと歩き回っていたので、これくらいの騒さわぎでボスが起きることはなかった。

「よし、あと一いつ匹ぴきだ。倒したら、すぐ全員で廊ろう下か側まで下がってね」

　なにしろ僕の魔ま法ほう陣じんは、まだ開発中といってもいいくらいの完成度だ。実験も重ねてないし、ましてや発動実験はほぼ皆かい無むである。ぶっつけ本番なのだ。

　もし失敗して、全員がマヒでもしようものなら目も当てられない。

「うまく発動してくれよ」

　全員が後方へさがったのを確認して巻物を開き、ヘルサラマンダーに向かって魔法陣を展開させる。

　次の瞬しゆん間かん、まるで雷のような閃せん光こうが、カッと薄うす暗ぐらい洞どう窟くつ内を真っ白に染め上げた。白に近い黄色い魔法陣が花火のように開いて、パリパリッとヘルサラマンダーの背中を小さな稲いな妻ずまが走る。

　トカゲのような太い胴どう体たいが、ビクンと跳はね上がり、のそりと起き上がるような仕草をした。
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「うおっ!?　く、来るか？」

　ダリルは、ちょっと身構えたが、その巨きよ体たいはそのまま横よこ倒だおしになった。どうやら、しっかりと痺しびれているようである。

「数分でマヒは解けるから、今のうちに逆げき鱗りんを！」

「はーい。それにしてもまだ目がチカチカしてるわ。いつにもまして眩まぶしかったわね」

「性格は地味なくせして、やることは派手なんだよアイツは、ったく質たちがわりぃぜ」

　目の前に影かげがちらつくのか、カエデは何もない空間を手で払はらっている。

　ダリルはいつものように僕をディスりながらも、巧たくみなナイフさばきで逆鱗を完かん璧ぺきな状態で剝がしてみせた。

　ようやく動き出したヘルサラマンダーだったが、逆鱗さえなければこっちのものだ。しっかり弱点部分をついて速攻で倒すことに成功した。

　あらためて観察すると、稲妻が走ったところの鱗が若じやつ干かん焦こげていたので、このマヒの補助魔法陣にはまだまだ改良の余地がありそうだ。たまたま寝ねこけていた相手だったので狙いを外はずさなかったが、向こうが動き回っていたら的中させることは難しかったかもしれない。というか、こっちも目つぶし状態だったし。

　雷属性の魔法は、もともと魔法陣が眩しかったけど、洞窟内ではほとんどフラッシュも同様である。

　暗い場所では、やっぱり水系の霧きりを使った補助魔法を、もうちょっと頑張って改良したほうがいいかな。

「ちょっと、リュシアン？　素材を早く処理したほうがいいんじゃないの」

「……おっと！　本当だ、いけない、ヤバイ」

　カエデに注意されて、慌あわててダリルから逆鱗を受け取ると、密閉容器に仕し舞まった。ヘルサラマンダーの本体は、そのままの状態でフリーバッグに放り込んだ。あの硬かたい鱗は素材としてかなり役に立つし、肉も鶏とり肉にくのように淡たん白ぱくで美味おいしいらしい。

「もうっ、すぐに自分の世界に入っちゃうんだから。リュシアンって冒ぼう険けん者っていうより、本当、学者っぽい気質だよね」

　腰こしに手を当てたカエデに呆あきれたように注意され、僕は慌てて後始末を始めた。

「ごめんってば、ニーナもごめんね。こんな時に、自分の研究の方に気を取られちゃって」

「なにを言っているのよ、なにもかもその成果のおかげじゃない。ほら、ダリルがキレちゃう前にさっさと片付けちゃいましょう」

　すでにダリルは、大量に倒したレッドサラマンダーの素材剝ぎに向かっており、あちこちに積み上げられた大量の素材を、僕らは総出でひたすらフリーバッグに放り込んでいった。

　レッドサラマンダーは、とにかく速攻で倒すことを優先したので貴重な素材はそれほど取れなかったが、それでも牙きばや硬い鱗、焦げてない肉などなかなかの収しゆう穫かくはあった。

　弱点が厄やつ介かい、という以外は難易度の低い敵だったため、それほど苦労せずにミッションを終しゆう了りようすることができた。

　地上へ戻もどると、ジュドに無事に成果を得たことを伝え、いくらかの素材を、報ほう酬しゆうとは別に渡わたして感謝の意を示した。

「本当に、坊ぼつちゃんは義理堅がたいな。冒険者なんてものは、決めた報酬だけ渡して働かせときゃいいんだよ。でもまあ……あれだ、クライアントに喜ばれることが嬉うれしかったのは初めてだぜ」

　断るのも不義理になると言って、ジュドはお礼として貰もらった素材を、大事そうにフリーバッグに仕舞った。

　それから、ダンジョンで渡した例の涙なみだの鉱石の雫しずくは、依い頼らい者が文字通り涙を流して喜んだと笑っていた。

「そうそう、この瓶。何か知らねぇが、薬やく剤ざい師しのおっさんがえらく執しゆう着ちやくして来たんだが、すげぇもんだったんだな。ほら、コレありがとな」

　律りち儀ぎに返してきたジュドだったが、当然それごと渡したつもりだった僕は、受け取らなかった。

「よかったら、使って。わりと役に立つよ。そうそう、使用後は魔水ですすいでね」

　今まで自分で使う分しか作らなかったが、この先、こういうアイテムもいい資金稼かせぎになるのかもしれない。いずれ自立したら、やっぱりお金はいくらでも必要だしね。

　そして僕達は、日が暮れる前に慌ただしくここを引き上げることになった。

　ダリルやカエデなどは、未踏とう破はのダンジョンに未練があるようだが、いずれそういうダンジョンにも挑ちよう戦せんできるようになるから、今回は諦あきらめてもらうしかない。

　もちろん二人に詳くわしいことは話してはいないが、僕とニーナの様子から何かあるだろうということはわかっているのか、このトンボ返りの強行軍に、ダリルでさえゴネることはなかった。

「困ったことがあれば、いつでも連れん絡らくよこしな。坊ちゃんのためなら海だろうが越こえていくぜ」

「ありがとう、ジュドさん。パーティの皆さんも、慌ただしくてすみません。いずれご縁えんがありましたら、是ぜ非ひご一いつ緒しよしてくださいね」

　彼らに見送られながら、迫せまりくる夕ゆう闇やみに追い立てられるようにして、僕らは、やたらと縁のあるそのダンジョンに別れを告げたのだった。








第四章　秘薬






　ユアン先生の個人研究室は、外から見ると普ふ通つうのログハウスの作りだが、内部は意外に広く、薬品作りに必要なものは大体揃そろっていた。

　先日ダンジョンで入手した素材を、僕とユアン先生で薬の材料として使えるように、それぞれ手分けして錬れん金きん加工や調合を終えた。

　約束通り、これからの素材調合を扱あつかうのは先生と僕だけである。

「これらの薬草は、ニーナとの共同研究で栽さい培ばいしたものです。同チームの仲間たちにも手伝ってもらいました」

　僕がニーナに目配せを送ると、彼女はユアン先生に軽く会え釈しやくをする。過程を一切見ない条件で、ニーナだけはこの場に同席することを了りよう承しようしてもらったのだ。

　テーブルの上には、薬草他、僕らが提供した素材がある。

　ソティナ草、マナ草、色違ちがいのべス草、そしてキングサハギンの肝きも。こちらでは絶対に手に入らない素材がそこには置かれていた。

「驚おどろいた……、一体どこで」

　思わず問いかけそうになって、ユアン先生は小さく首を振ふった。何も聞かないとの意思表示だろう。

「リュシアン君、感謝するよ。まさか、叶かなわぬ夢だと思っていたことが、現実になるとは」

「先生、まだ成功するとは限りませんよ」

　まるですでに成功したかのような喜びように、僕は思わず首を振った。水を差す気はないが、これでは失敗した時の落らく胆たんぶりが想像できてしまう。

「いえ、私にとっては実験が叶うだけでも、ほぼ夢は果たされました。あとは、これが君たちの望むものであることを、私も切望していますよ」

　予想に反して、むしろ僕達に気き遣づかうような微笑ほほえみを見せた。先生は研究者である前に、人を癒いやす薬くす師しなのだ。理由を知らずとも、これが誰だれかを救うためのものだとわかっているのだろう。

「ありがとうございます、先生」

　それに応こたえたのは、ニーナだ。制服の裾すそをつまみ、淑しゆく女じよの最上級の礼をもってユアン先生の気持ちに感謝を述べたのだ。

　そんな時、そこへ一人の女性が現れた。

「ノックをしても返事がなかったから、勝手にお邪じや魔まさせてもらったわよ」

　板張りの床ゆかを静かに歩いて来たのは、白髪しらが交じりの髪かみを結い上げた女性だった。どこか男性にも負けない貫かん禄ろくや威い厳げんと、女性特有のたおやかな気品を併あわせ持った、独特の雰ふん囲い気きを持つ人物である。

「……が、学園長？」

「え？　うそ、気が付かなかった。ごめんなさい、大伯母おば様」

　ユアン先生と、ニーナが交こう互ごに驚きの声を上げている。僕ときたら、ただ漫まん然ぜんと見上げるばかりだ。そういえば、全校集会などで数回見たが、こうして間近で会うのは初めてかもしれない。

「私が呼んだのよ。ごめんなさい、話すのが遅おくれて……」

　ニーナ曰いわく、学園長ブリジット・リュド・ザッカリーは、ニーナの母親の伯母とのことだった。

　ニーナの母は、ドリスタン王国の属国で、裕ゆう福ふくな商業都市国家テレンスの王女であり、その母親、つまり祖母は由ゆい緒しよある侯こう爵しやく家の令れい嬢じようで、ブリジットはその姉である。

　ブリジットは、当時の女性としては異例なことながら結けつ婚こんもせず、学問に明け暮れて、やがては教育にその活動の場を移したのだという。

　そのため、自分の子供がいなかった彼女は、亡き妹の孫であるニーナやアンソニーのことを、それこそ目に入れても痛くないほど可愛がっていたらしい。

　彼女は、僕達のすぐそばまで歩いてきて、テーブルに置かれた素材の数々に視線を落とし、ちょっとだけ目を見張ったように見えたが、すぐに平静を取り戻して微笑みを浮うかべた。

「話はニーナに聞いているわ。もちろん余計な口出しもしないし、研究内容を詮せん索さくしたり、口外したりは絶対しないと誓ちかいます。ただ、少しの間ニーナと共にここにいることを許して頂ちよう戴だい」

　彼女は、アンソニー王子の状じよう況きようを知る数少ない人物の一人らしい。

　ここへ至るまでには、ニーナの口くち添ぞえで未踏破ダンジョンへの探たん索さく許可など、彼女には、いろいろと便べん宜ぎを図ってもらった。そのおかげもあって、こうして計画はサクサクと進んだのだから恩人と言える。

「これはマナ草ね、わたくしは図ず鑑かんでしか見たことはないけれど、ニーナが言っていた特別クラスでの成果がこれなのね？　まあ、ソティナ草まで……」

「大伯母様、知ってらっしゃるの!?　だって、これ」

　ブリジットは人差し指を立てて、唇くちびるに当てた。ニーナはあっと口を押さえる。

「聞かなかったことにして頂戴。本来、わたくしくらいの地位では知りえることではないのよ」

　要するに、その上の地位なら知っているということだ。ふいに彼女と目が合うと、僕に向かってにっこりと微笑んだ。どこまで知っているのか気にはなったけれど、今はお互たがいに優先すべきことがあるので触ふれないことにした。

「学園長、この度たびは貴重な機材の使用許可を頂きありがとうございます。学園から発表するつもりのない案件にもかかわらず、ご協力いただき感謝いたします」

「いいえ、ユアン先生。なにも聞かず、この子たちの助けになってくれてありがとう。わたくしこそお礼を言わなければね」

　一通りの挨あい拶さつを終え、学園長とニーナには、ここでお茶でもして待ってもらうとして、さっそく僕と先生は特別にあつらえた実験室へと入った。

　狭せまい部屋の中に、何やら高そうな魔道具がごちゃごちゃと置いてある。

　蒸留機に、遠心分ぶん離り機などなど、僕が旧式の道具でチマチマ作業していたのが馬ば鹿からしくなるほど、そこには近代的な装置が揃そろっている。

　あるところにはあるというやつである。これらには聞くだけで血の気が引くくらいの貴重な魔石がふんだんに使われているということだ。

　……うん、僕は当分旧式でいいや。

「材料は全部揃っているし、必要な調合や錬金も済んでいる。あとは最後の仕上げだけだね。むしろ気になるのは、その完成度なんだけど」

「前にもお話ししたように、薬の基材に色違いのべス草を使っているので、失敗は少ないと思います」

「そうだね。高祖母の残したレシピが完成品であることを願うばかりだ」

「……はい」

　そう、最後の不安はそれだ。今回のレシピは、あくまで公式なものではなく、個人の研究のメモに過ぎない。しかもその効果、効能は、いずれも今現在に伝わっているものではないのだ。

　少なくとも、こちらの世界では……。

　ユアン先生の高祖母という人物は、僕の予想では魔界の住人だったようだし、あちらならそんな薬でさえ存在しないとは言いきれない。貴重な素材ばかりとはいえ、少なくとも魔界ならこれらの材料は揃えることが出来るからだ。

　だからこそ、このレシピがでたらめなものだとは思えなかった。

　お祖母ばあ様は言っていた。魔界の方が、魔法や魔道具はもちろん、人が得意とする魔技、その他あらゆる技術も、はるかに発達していると。

「最後の調合は君がやってください」

「え？　でも、これは先生の高祖母様が遺のこしたレシピで……」

　当然、ユアン先生が仕上げをするものだと思っていたので、その申し出を断ろうとした。

「いいえ、リュシアン君。これは譲ゆずる譲らないの問題ではありませんよ。完成度を上げるため、言い方は悪いけれど、手段や道具の選せん択たくに過ぎません。薬やく剤ざい師しは、人の命を預かる職業です。これが只ただの研究であれば、あるいはこの手で行ったでしょうが、すでに患かん者じやが待っている薬なのでしょう？　それなら私情も、感傷も介かい入にゆうさせてはいけません」

　これまでの二人の薬づくり、実験時の完成確率、それらを冷静に判断してのユアン先生の言葉だった。

「それにですよ、この薬では、学会に発表できないじゃないですか。他にもレシピはあるし、私はちゃんと発表できる薬で勝負しますよ。ああそうだ、お礼なら、それら貴重な薬草で構いませんからね」

　確かに、現時点でこの蘇そ生せい薬（仮）を、発表するのは混乱が大きいだろう。ユアン先生は、もちろん僕に気き兼がねさせないようにそのようなことを言ったのだろうけれど、快こころよくその取引に応じることにした。

「ありがとうございます。その時には、お手伝いさせてください」

「さあ、そうと決まれば準備、準備。仕込んでおいた各種薬草の蒸留も、そろそろ終わります。リュシアン君、そっちのランプに火を入れて、あと乳にゆう鉢ばちを……」

　そうして僕達は、約半日かけて実験室に閉じこもり、ようやく薬の調合を終えることができたのである。




　　　　※




　僕とエドガー、ニーナは、薬の完成から数日後、ドリスタン王国の王都へ赴おもむいた。

　ユアン先生、その他たくさんの人達の協力のもと、ようやく薬は完成した。予備も含ふくめて、三つ、僕のフリーバッグに収められている。

　協力者として、モンフォール王国の第二王子、エドガーの同席も国王に許可を貰っている。

　その「薬」の完成判定は、特級と伝説級。神話級こそ出来なかったが、伝説級が出来ただけでも奇き跡せきに近い。なにしろ、たった三つしか作ってないのだから。

　前世であれば、ここで臨りん床しよう実験とかに入るわけだが、この世界には幸い「鑑かん定てい」がある。

　鑑定ができれば、効能はもちろん、その結果までおおよそのことがわかるのだ。

　その結果は、次の通り。

　あらゆる外傷や、外的要因による身体の欠損、機能の修復。ただし、生命活動を停止した個体には効果がない。

　完成等級により、その修復度は変化することがある。

　補足、補助素材として魔法水の併へい用ようを必要とする。

　なにやら、ゴチャゴチャ説明されているが、要するにほとんど思った通りの効果が期待できそうだ。生まれつきでさえなければ、薬の等級次第では、ほぼ怪け我がをする前の状態に戻もどれると理解して間ま違ちがいない。

　アンソニー王子の欠損部位はかなり重じゆう症しようといえるが、伝説級の出来栄えなら間違いないだろう。ただ、この薬に限らず、やはり患者本人の体力が勝負なところもあるので、何年も寝ねたきりだった王子の気力体力が、唯ゆい一いつ心配される要因である。

　この日のために、少し改良した回復薬なども併用することにした。こちらの魔力薬は気持ちが悪いほど効くので、多少は助けになるだろう。

　僕達の訪問は、箝かん口こう令れいが敷しかれ内密に進められた。そのため、異例ではあるが王城への入城も、深夜であった。

　ニーナと、事情を知る少数の衛兵の案内により、人ひと気けのない後こう宮きゆうの廊ろう下かを、まっすぐ抜ぬけて中庭に出た。

　金色の満月に照らされた白い塔とうが、まるで淡あわく光るようにそこに立っていた。エドガーが思わず息を吞のんだのも無理はない。

　僕だって初めて見た時はあまりの優美な建造物に感かん嘆たんの声を上げたものだ。まあ、すぐに「これ、いくらかかったんだろう？」と、考えてしまった僕は、やっぱりどこか庶しよ民みんだったのだけど。

「ニーナ王女、どうぞこちらへ」

　塔の入り口付近に来ると、衛兵から白衣に身を包んだ青年に案内がバトンタッチされる。胸の前に手を当てて、目を伏ふせて挨拶した彼は、前にも会った貴族の青年だろう。

　僕達の方は悠ゆう長ちように自己紹しよう介かいをしなかったが、話は通っているらしく、エドガーを見るとニーナへの態度と同様、礼をとって無言で頭を下げた。

　当然ながら、僕は無視されたけど。

　なんだろう、まだ気に入らないのだろうか？　話は聞いているが、納得していないという態度がありありと見て取れた。

　胡う散さん臭くさいエセ錬れん金きん薬剤師が、胡散臭い薬を持ってきたくらいに思っているかもしれない。

　気持ちはわからないでもないけどね、僕だって正直なところ半信半疑だ。ただ、品物などの鑑定においては、「鑑定スキルが」成功しさえすれば、その記述にほぼ間違いはないはずなのだから信用するしかない。

　塔の頂上まで来ると、そこには二人の白衣を着た老人と、それぞれの従僕と思われる少年がいた。

　要人の治ち療りようなので、完全に無人で行うというのはやはり無理だったが、立ち合いは少人数で、加えて口の堅かたい者だけをとお願いしてあった。

　国王が許可を出したとはいえ、やはりこの治療には懐かい疑ぎ的な者も少なくなかったのだろう。特に、僕の斜ななめ後ろにいる貴族の青年とか……。

「それでは準備を始めます」

　僕があるものをフリーバッグから取り出すと、ざわっと周囲が狼狽うろたえるのがわかった。そして、約一名は激高した。

「き、貴様！　何のつもりだ、それは何だ。何をするつもりだ」

「……皆みなさんで、こちらに王子を移してください」

　ついに貴様呼ばわりされてしまったが、僕は構わず皆に指示を出した。

　ベッドの横に置かれたのは、アンソニー王子の身長に合わせて大きさを調整した長方形の箱。何もない、ただの質素な空の箱である。

　手順等含め、秘密厳守と条件を出したので、手伝いをする従僕風の少年たちは奴ど隷れいである。口ばかり動かす誰だれかなんかより、よっぽどテキパキと働いてくれている。

「やめろ、殿下に穢けがれた手で触れるな奴隷！　貴様、たしかリュシアンだったか、殿下を棺かん桶おけに入れようとはどういう了りよう見けんだ」

「……棺桶ではありません。治療に必要な過程なのです」

　見届け役の老人たちは、地位はともかく身分はこの青年よりも下らしく、表立って意見を言うのは難しいようだ。

　ドリスタン王国での行動範はん囲いが、主おもに学園都市のみだった僕には、これらの光景は結構衝しよう撃げきであった。

　学園都市一帯は、学園長と市長が独自の運営をしており、ドリスタン王国の中ではかなり独特の体制が取られていたことがあらためてわかった。

　ちなみに市長というのは、いわゆる通つう称しようで、正確にはこの地を預かる貴族である。もちろん、その上にはキンバリー辺境伯はくがいるわけだ。

　もっとも、平等を掲かかげる学園長と市長が揃って王家に深い縁えん故こがあり、そのため貴族社会から大目に見てもらえたという、皮肉な面もあったのだが。

「説明したはずですよ、王子を魔ま水すいで満たすための道具です」

「この……学生風ふ情ぜいが！」

　さすがの僕も、表情にちょっとだけ「面めん倒どう臭くさいなあ」と出てしまったのだろう。彼は顔を真っ赤にして怒おこった。先ほどの奴隷の少年に対する態度からも、彼はかなりの権けん威い主義に思えた。

　この場に同席できたのも、あれこれ手を回した結果かもしれない。

「老師！　本当にこのような暴挙を許してもいいのですか？　他国の人間が持ち込んだ、こんなわけのわからない眉まゆ唾つば物の薬を、殿下に飲ませてもよろしいのですか！」

　彼は同意を求めるように、老医師二人に向かって問いかけたが、彼らはヒソヒソと相談するように額を寄せて、すぐに小さく首を縦に振ふった。非難するように、青年は「老師！」と叫さけんだ。

　果たしてこれが、ただの忠誠心からきているのか、はたまた十数年間、ただ指をくわえて見ているしかなかった王子の病状を、ポッと出の他所よその国の、それもただの学生が治してしまうことを良しとしないのか。

　前者ならばまだ見どころもあるが、後者なら完全に己の役割を逸いつ脱だつしている。医師として、まず大切なのは自らのメンツやプライドなどではなく、患者のはずなのだから。

「お黙だまりなさい、エイブ。ここは議論する場所ではないわ。あなたは国王陛下の意に背そむくつもり？」

　静かに、けれど冷たいニーナの声が、にわかに騒さわがしくなった空間をピシャリと引き締しめた。それまで威勢よく回っていた青年の舌は、即そく座ざに凍こおりついた。

　名前、エイブっていうんだ。そういえば今まで名乗らなかったね、紹介もされなかったし。

「これまで治療に携たずさわってくださった方々にも、見届ける権利があると同席を認めましたが、どうやら間違いだったようです。邪じや魔まをするなら今すぐ出ていきなさい」

　それまで居い丈たけ高だかに振る舞まっていたエイブは、途と端たんに空気の抜けた風船のようになった。僕の横で、今にもキレそうになっていたエドガーも、ようやく落ち着いて拳こぶしを下ろしていた。気持ちはわかるけど、乱らん闘とう騒ぎはやめてね。

　ドリスタン王国において、身分制度は絶対だ。

　能力、魔力さえあれば、奴隷から市民へ、さらにその上へと逆転のチャンスがあるモンフォール王国とは違って、ドリスタンでは奴隷がなり上がることはまずない。

　そのため身分は絶対で不ふ可か侵しんなものなのだという考え方が定着している。高こう慢まんに思える彼の態度も、それほど珍めずらしいことではないのである。

　それはともかく、いつまでも構っていられないので、引き続き準備を続けることにした。

　すでに奴隷の少年たちによってアンソニー王子は、プラスチックのような素材の箱の中に入っていた。頭部が当たる部分は少し上方に傾けい斜しやしており、上半身が緩ゆるやかに上がっている状態である。

　ベッドの横の小さなサイドテーブルに、大きさの違う薬くすり瓶びんを三つ並べた。

　一つは普ふ通つうサイズの瓶で青色の回復薬、そして無色透とう明めいで大きい瓶と小さい瓶の対ついになっている薬が、蘇そ生せい薬（仮）である。

「エドガー、お願い」

「わかった」

　僕の合図でエドガーが箱の横に跪ひざまずいて、赤い魔石のついたミスリルのロッドを取り出し、それを構えると、ごく短い呪じゆ文もんを唱えた。

　直後、どよめくような感嘆の声が背後から起こった。

　どこからともなく空中に水球が渦うず巻まき、そこから湧わき出るように滔とう々とうと水が流れ落ちていったのだ。みるみるうちにアンソニー王子が横たわる箱の中に水が満たされていった。

「こ、これは一体、なんという魔法なのか……」

　年老いた二人の医師が、思わず競い合って身を乗り出して覗のぞき込み、唸うなるように呟つぶやいていた。

　これが全部、魔水だと説明すると、驚おどろきすぎて言葉も出ない様子であった。もちろんエイブでさえも同様だ。なにしろ錬金術でなにかと需じゆ要ようが高い魔水は、それ自体も魔法錬金で作る貴重な素材の一つなのだ。

　水位を確認しつつ、僕はエドガーにストップをかけた。

　アンソニー王子の身体からだが完全に沈しずみ、顔の半分だけが浮ういている状態である。服は着たままでも大だい丈じよう夫ぶだが、念のため患かん部ぶのみ露ろ出しゆつしてある。

　回復薬を手に取り、王子の唇くちびるに当てた。薄うすく開いた口にそっと流し込むと、咽喉のどが上下して無事に嚥えん下げした。

「うん、大丈夫そうだ」

　ちゃんと飲み込めることを確認して、続けて、小さな薬瓶の蓋ふたを開けた。

　後ろに控ひかえるニーナを顧かえりみると、彼女は白くなるほど両手を握にぎりしめて、唇を引き結んだまま静かに頷うなずいた。

「……エドガーは、そちらの大きな瓶をお願い。僕が薬を飲ませたら魔水に注いでね」

「お、おう！」

　緊きん張ちようしすぎてエドガーの顔がこわばっている。正直なところ、僕にしてもかなりテンパっていたが、主導権を握る人間として、狼狽うろたえるわけにはいかなかった。

　それでも一度だけ深呼吸してから、僕は、先ほどのようにアンソニー王子の口に薬を垂らした。エドガーも指示通りに大きな薬瓶を傾かたむけ魔水に注ぎ込んでいく。

　そして見守ること数秒、その変化は起こった。

　さすがの僕も、あやうく腰こしを抜ぬかしそうになった。なぜなら、まるで化学反応でも起こったかのように、一いつ瞬しゆんで魔水の色が真っ赤に染まったからだ。

　エドガーは後ろにひっくり返ってしまった。

「大丈夫、落ち着いて」

　そんなエドガーに声を掛かけつつ、僕はすぐにニーナにも目配せを送って、大丈夫だと頷いた。思わず足を半歩踏ふみ出していたニーナは、きゅっと唇を引き結んで、小さく頷く。

　よし、僕も落ち着こう！　まずは、落ち着こう！

　エドガーのコントのような驚きぶりを見なかったら、僕もポーカーフェイスが崩くずれていたかもしれない。目の前で取り乱す人がいると、かえって冷静になる法則だ。

　ナイスだ、エドガー。

「レシピの原文通りではないけれど、この変化は……、わっ!?」

　王子の様子を見ようと覗き込んだ時、いきなり襟えり首くびを摑つかまれ、持ち上げられた。もう、想像はついた。顔を上げると、案の定、額に青筋を立てたエイブの顔があった。

　なんだろう、なんかすごく懐なつかしいな、コレ。

　ぶらぶらと完全に宙に浮いた格好は、割と首が絞まるから早く離はなして欲しい。

「なにをへらへらしている!?　これはどういうことだ、恐おそれ多くも王子殿でん下かのお身体からこのように……」

「だから、説明しようとしてたでしょ？　気が短いなあ」

「な、なんだと！　……きさっ」

「いい加減にしろよ、てめぇ、すぐにその手を離しやがれ！」

　僕には強く出る彼も、さすがに他国の王族には遠えん慮りよがあるらしく、エドガーの激高に驚いたように手を離した。もしかしたら、王族とは思えぬ粗そ野やな恫どう喝かつに、ただ単に引いただけかもしれないが。

「……エイブ、次に騒ぎを起こしたら問答無用で退出してもらいます。いいですね」

「ひ、姫ひめ様……！　い、いえ、申し訳ございません」

　ゴタゴタしたが、ニーナが締めることでようやくその場は落ち着いた。

　エイブを庇かばうわけではないが、あんな現象が起これば、身内なら取り乱すのは致いたし方がない。見ようによっては、身体のあちこちから大量に出血したかのような、大惨さん事じに映ったのだから。

「さっきの続きだけど、この変化は手順通りに進んでいる証あかしだと思う。一部が掠かすれてて確信がもてなかったけど、溢あふれた邪じや気きを除いてやがて真ま水みずへと変化する、みたいな記述はあったので」

　要は、濁にごった魔ま水すいが再び透明になる、と取れるのだ。僕がそう説明すると、エイブが後ろの方で「それを早く言え、これだから……」とか、ブツブツ文句を言っているが、話を最後まで聞かなかったのは誰だれだったのかな。

「……どのくらいかかるのかしら？」

「半分は魔法みたいなものだからね、それほどかからないと思うんだけど」

　これは魔法錬れん金きん術と薬学を合体したような処方だ。普通の傷薬でも、調合だけで作った薬と、魔法錬金術を併へい用ようした薬とでは効能に雲うん泥でいの差がある。

　魔法錬金仕様の傷薬の効き目を初めて見た時は、逆再生のビデオを見ているようで、冗じよう談だん抜ぬきで気持ち悪かったのを覚えている。

「お……、おい！　おい、貴様ッ、水がっ！　だ、大丈夫なのか、これはっ」

　ニーナと少し話しているうちに、魔水に変化が現れたようだ。後ろに下がっていたエイブが、飛ぶように王子の眠ねむるケースにがぶり寄って、体当たりのような勢いで縁へりにすがりついていた。

　ちょっ……！　間ま違ちがっても引っくり返さないでよ。

「エ、エイブさん、離れて。すっかり透明になるまで、水に触ふれないで……」

　僕がそう言った途端、まるで陽の光を反射したかのように魔水がキラキラと輝かがやき始めた。水面に小さなさざなみが立ち、魔水が自らブルブルと身み震ぶるいしているようだった。

　縁にしがみついたままのエイブはもちろん、僕もエドガーも、ニーナも、その場にいた全員の時間が止まったかのように、誰一人微び動どうだにすることができなかった。

　ただ、そこにある水だけが、細かくさざなみを作りながら発光していた。

　そして、光が引くのに合わせて赤く濁っていた魔水は、噓うそのように瞬またたく間まに透明度を取り戻もどし、数秒後にはすっかり無色透明のただの水へと変化したのである。

「あ、ああ……」

　初めに溜ため息いきのような声を上げたのはニーナだ。そして、感極きわまったようにもう一度、震えるような感かん嘆たんの声を上げた。

「ああ！　本当に……、お兄様！」

　僕が止める間もなかった。ニーナは濡ぬれるのも構わず、アンソニー王子を抱だき上げるようにして、その胸に抱き寄せた。小さなその身体は、すっぽりとニーナの腕うでに収まった。

　そして──。

「本当に、本当に……お兄様、よかった」

　すっかり無色透明になった水にたゆたう、白くすらりとした足。残念ながら時間が止まったままの子供の姿ではあったが、それでも、そこにあったのはアンソニー王子の、なに一つ欠けることのない身体であった。

　ニーナの瞳ひとみからは止めようのない涙なみだがあふれ、僕やエドガーも安あん堵どのあまり腰が抜けそうになった。

　実際、抜けた奴やつも約一名いるけれど。

「濡れたままだと体温を奪うばわれるから、はやく着き替がえさせてあげないと……エイブ、いつまでも泣いてないで、みんなに指示してね」

「わ、わかっている！　それに、私は泣いてなどいない！」

　ニーナに負けず劣おとらず、ダバーッと目から大量の汗あせ（本人曰いわく）をかいたエイブは、ぎこちない動きで立ち上がり、奴ど隷れいの少年たちに身体を拭ふく布や、着替えなどを用意させた。

　見届け役の老医師たちもやって来て、王子の脈や様子などを診しん察さつし始めた。

「おお……、お目を……姫様、王子がお目を開けられましたぞ」

　アンソニー王子を着替えさせる間、少し離れていたニーナは、その老医師の声にすぐに駆かけ寄った。

　天てん蓋がい付きベッドへと寝ねかされた少年は、確かに目を開けていた。

　髪かみの色こそニーナとは違ちがうが、その瞳はまったく同じ色、深い青……澄すんだ群ぐん青じよう色だった。

　ゆっくりと瞬きする青い瞳は、特に感情を乗せることなく、覗き込むニーナの顔をただしばらく見つめていた。そうして、そのままパタリと閉じてしまった。

「お兄様？」

「大丈夫です、姫様。脈も呼吸も落ち着いているので、お眠りになっただけでしょう」

　ニーナは、僕の方にも問いかけるように振ふり向いたので、老医師に同意するように力強く頷いた。

　完全に意識が戻ったわけではなかったが、その顔色、呼吸など、明らかに治ち療りよう前より健康的に見える。常に苛さいなまれていた痛みからも解放されたのか、その表情も和やわらいで穏おだやかだ。今はただ、疲ひ労ろうした身体を眠ることによって回復しているのだろう。

　これからアンソニー王子に必要になるのは、ひたすら滋じ養ようをつけ、しっかり静養した後に、徐じよ々じよに体力をつけることである。

　すでに僕達の存在を忘れたかのようなエイブは、老医師に相談しつつ、張り切ってなにやら薬の用意をゴリゴリと始めている。

　手伝いの少年たちも治療道具の後片付けをテキパキと始め、僕らはいつの間にか部屋の隅すみへと追いやられていき、にわかにここは彼らのテリトリーに戻っていった。

　そんな彼らを見み渡わたし、僕達はお互たがい顔を見合わせて、誰からともなく扉とびらへと向かう。ニーナは少し後ろ髪がみをひかれる様子だったが、このことを国王に知らせる必要もあるのだ。

　部屋から出ていく僕達に気が付くと、老医師二人は姿勢を正して深くお辞じ儀ぎをし、驚おどろいたことにエイブも立ち上がって胸に手を当て、恭うやうやしく正式な礼をした。

　……まあ、ニーナにしたのかもしれないけれどね。




　王城の、とある一室。

　もう夜明けに近かったが、僕とエドガーは個室のベッドルームが複数ある、大きな客室に通された。テーブルには軽食も用意されていたが、まだ真夜中という時間なので食しよく欲よくはなかった。

　エドガーも食事には手をつけず、水をがぶ飲みしてソファーに身を沈める。

「あぁ、疲つかれた……」

「ご苦労様。エドガーも、かなり魔ま力りよく使ったでしょう？　一応飲んどく？」

　僕が差し出したのは回復薬。

　魔力の持続回復も促うながすので、今のエドガーにはぴったりだろう。

「……貰もらう。あんまり魔力減ったまま寝ると、頭痛くなるし」

「そうなんだ？　じゃあ、ほら早く飲んで、ちゃんとベッドで寝たほうがいいよ」

　半分船をこぎながら薬を飲み干したエドガーが、ソファーでひっくり返ったのを見て、慌あわててベッドルームへと連れて行った。

　ベッドへ放り込むと、それこそ電池が切れたように眠ってしまった。エドガーの寝つきの良さには、いつもながら感心する。

　僕の方は、魔力こそたいして減ってなかったが、ひどく疲れていたので回復薬を一つ飲んで、ひとまず広間のソファーに腰かけた。

　ニーナは、第一報を国王陛下へ報告すると言っていた。

　僕達との正式の謁えつ見けんは、アンソニー王子の経過を見るためにも翌々日となった。すでに、朝方なので正確には翌日になる。

　そんな中、安らかな寝息を立てているだろうエドガーを羨うらやましく思いつつ、僕は一人、なかなか訪れない睡すい魔まに辟へき易えきとしていた。疲れてはいるのだけど、頭はすっかり活動モードで固定されている。いわゆる交感神経がバリバリの状態だ。

　もっとわかりやすく言えば、興奮状態なのだ。

　早くユアン先生にも報告したい。もちろん、これは今すぐ発表できる類たぐいのものではないし、簡単に作れるものではないのも事実だ。

　今回は、成功するための要素が、運よく集まったに過ぎない。

　レア度の高い素材もそうだし、大量の魔水を呪じゆ文もんの一つで作ることが出来るエドガーがいたこと、そして何より完成精度を上げることが出来る色違いのべス草の発見。

　いくら薬作りが得意な僕でも、限られた貴重な素材で高レベルな完成品を作らなくてはいけないとなれば、さすがに尻しり込ごみしただろう。

　本当に、結果オーライだった。

　空が白み始めたのを見て、さすがにベッドに入ったが、一向に眠ねむ気けは襲おそってこなかった。

　それから僕は、埒らちも明かないことを繰くり返し考えては、寝なくては！　と急せかされるように目をつぶり、しばらくすると考え事にふけっていることに気が付いて、慌てて布団を頭からかぶるという不毛な時間を繰り返すことになった。




　　　　※




「お？　寝ね坊ぼ助すけがようやく起きたようだぞ」

　ぽかりと目を開けると、そこにはエドガーの笑顔があった。

「……あれ？　ここ……なんだっけ」

「おはよう、リュシアン。よく寝てたわね……ふふ、すごい寝ね癖ぐせね」

　無意識のまま起き上がった僕に、ニーナの半分笑ったような声がかぶさる。

　見覚えのないベッドを見回して、なかなか頭がついてこなかったが、ベッドに手を突ついて身を乗り出したニーナを見るに至り、さすがに事の次第を思い出したのだった。

　慌てて着替えて、僕はニーナ達が待つ客間へと向かった。

「お前いつまで寝てるんだよ。ほぼ丸一日寝てたぞ」

「仕方がないわよ！　リュシアンは本当にスゴイことをしたんだから！」

　なんかもう、ニーナがいろいろ全開だ。

　瞳はキラキラ、髪はつやつや、笑顔は弾はじけんばかりである。この様子からすると、アンソニー王子の回復具合は至って良好なのだろう。

「僕そんなに寝てた？　って、あれ？　丸一日？　いまって？」

「だから今日は、約束してた国王陛下との謁見の日だ」




　──謁見の間。

　驚くほど天てん井じようの高い広間の中心に、玉座までの赤い絨じゆう毯たんがまっすぐ敷しいてある。そこを僕とエドガー、ニーナは、玉座のすぐ近くまでゆっくり歩いて行った。

　褒ほう章しようの授じゆ与よなどもあるとニーナが言っていたので、通常なら大臣やら上位貴族やらがサイドにうじゃうじゃいるものだが、今回は題材自体が極秘事じ項こうなので、玉座の両サイドに一人ずつ立っているだけだった。

　そのうちの一人は、前にも会ったエイブラハム公こう爵しやくだ。

　僕達の前に、すでに陛下の前に跪ひざまずいている人物が三人。その後ろ姿は、一人はキンバリー辺境伯はく、その横に息子のバートン。そしてもう一人は、アンソニー王子の影かげ武む者しやだったという少年と思われた。

　数段高い玉座に座るのは、ニーナの父でありドリスタン王国の国王陛下だ。

　ニーナにはあまり似てないが、思ったより若々しく逞たくましい姿の王様である。短く刈かり揃そろえられた、イケてるヒゲがなんとも男前だった。

「……揃ったようだな」

　ニーナはそのまま玉座近くまで進み、その斜ななめ前に立った。エドガーはこちらの貴族の礼に倣ならって頭を軽く下げ、僕は片かた膝ひざを突き胸に手を当てて同じように頭を下げた。国王は僕の身分を知っているが、一応キンバリー辺境伯の手前、ここでは他国の一貴族としての礼れい儀ぎを通した。

「まずはエドガー王子、リュシアン殿どの、此こ度たびの働きに感謝する。私も国王である前に、一人の親だ。そなた達は大切な我が子の命の恩人である。望みがあれば、何でも言うがよい」

「恐おそれ入ります、陛下。ですが、私達は友人の兄君ぎみを救いたかっただけです。そして、おと……私の学友である彼が、その手段を持っていたに過ぎません」

　発言はエドガーが行い、それに頷うなずく形で僕は応こたえた。

「ふむ、ニーナは果報者よな。よい、そなた達への褒ほう美びはこちらで考える。では、キンバリー辺境伯」

「……はっ」

　面と向かって出会った時は、すごく大物臭しゆうを放っていたキンバリー辺境伯だったが、今はひと回りもふた回りも小さく見える。ひときわ噴ふき出す脂あぶら、じゃなくて汗を拭き拭き忙いそがしそうだ。

　顔を上げたキンバリー辺境伯の表情は、いささか引きつっていた。もっとも息子の方は、どちらかというと不ふ機き嫌げんそうな表情だが、今の状じよう況きようをあまり正しく理解していないのかもしれない。もう一人の少年は、いまだ顔を上げていない。

「そなたには世話になった。王太子の不在を混乱なく、穏おん便びんに済ますことができた、感謝する」

　僕達への言葉と同じ、感謝という言葉だったが、その声にまったく熱は感じられなかった。前にニーナに、最初の事故自体が謀はかられたものではないかと聞いたことがあったが、結局何の証しよう拠こもなく、うやむやになっているらしい。また、混乱の最中、影武者をことさら本物の王子のように振る舞まわせたことにも、国王は触ふれなかった。

「アンソニー……いや、サム」

「は、はい」

　そう呼ばれて、ようやく顔を上げた少年は、確かにずっと前にこの王宮で会った、王太子アンソニーだった。

　本人よりかなり赤い髪かみだが、まだ幼く後こう宮きゆう住まいだった王子の顔を知る者が少なかったこともあり、入れ替かわりも可能だったのだろう。

　その後、立りつ太たい子しの儀ぎ式しきをしたのも影武者のサムだったが、幸いなことに、舞ぶ台たいが遠目だったこともあり、国民、臣下達からは、ほぼ顔が見えなかった。

　というか、そのように細工したというのが事実だったに違ちがいない。

「そなたには、静かな静養地に屋や敷しきを与あたえる。公式発表として、王太子は海外への留学をするという名目で、数年間王都を離はなれる。そなたも希望するなら、ドリスタン王国の貴族待たい遇ぐうで留学を手配してもよいぞ」

「……お心こころ遣づかい、感謝します」

　少々芝しば居いがかったやり取りだが、これらはおそらく決められたやり取りなのだろう。実際、入れ替わりをしたのは、サムがまだ幼児だった頃ころで、それこそ父親の意に沿っただけだったはずだ。

　ただ、やはりサムを王太子として見知ったものもいるので、近くへは置いておけないのだろう。

「キンバリー辺境伯、そなたにも無用な心配をかけたな。こうして無事に王太子の怪け我がも治った。侍じ医いの話では、まだ記き憶おくの混乱はあるものの、順調に回復しているとのことだ」

「お、お喜び申し上げます。これで、わたくしも肩かたの荷が下りたというものです。王太子殿でん下かには、是ぜ非ひ健すこやかなる日々を送っていただきたく」

「うむ、さて貴き殿でんへは、豊かな農地となりそうな広大な領地を授ける。多少面めん倒どうな土地で、いくらか開かい拓たくの必要はあるが、付近に居城をこしらえてやる故ゆえ、しばらくはそなたが陣じん頭とうに立ってうまく運営してくれ」

　これは、褒美というか、厄やつ介かいな仕事を押し付けただけである。そして、僻へき地ちへ押し込める気満々だった。

「あ、……ありがたく頂ちよう戴だいします」

　脂にまみれた眉み間けんにシワが寄っていたが、受けるしかないのも事実。そして今回、ここに後あと継つぎであるバートンが呼ばれたのも頷ける。

　結果的に、辺境伯は事実上の隠いん居きよ、バートンに家か督とくが譲ゆずられることになったのだ。

　領民にとっては、まさに罰ばつゲームのような気もするが、もしかしたらぼんくら息子の不ふ甲が斐いなさを理由に、体ていよく有益な領地を回収していくつもりなのかもしれない。王様、恐ろしい。

　少なくとも、国王や、エイブラハム公爵は、すべての元げん凶きようがキンバリー辺境伯だとほぼ確信しているようだった。あまつさえ、王太子のすげ替えで何らかの取引をして体よく独立、それこそうまくすれば乗っ取りまで考えていたフシがある。

　もちろん、その事故に関してはなんの証拠もない。けれど、本当にそこからの計画だったならこれは謀む反ほんという大それた案件だ。疑わしきは罰せずとはいうが、まったくの無罪にすることはできなかったのだ。

　けれど、すぐに取り潰つぶすには影えい響きよう力が大きすぎた。だから、この事件を公おおやけにもしなかったし、犯人として吊つるし上げることもしなかった。

　領地の運営はそれなりに出来る男だ。しかも、優ゆう秀しゆうな陪ばい臣しんをいくらでも抱かかえている。彼を切ることにより、それらを失うことの方が多大なる損失なのだ。彼らには申し訳ないが、今しばらくはバートンの子守をしてもらいつつ、なんとかうまくやってもらうしかない。

　ニーナはずっと不満そうに父親を見ているが、こればかりは仕方がない。納得できないのは僕も同じだけれど、なかなか勧かん善ぜん懲ちよう悪あくで片付かないのはよくあることだ。

　キンバリー辺境伯に褒賞、というかほぼ罰と言っていいが、が与えられ、次は僕達の番になった。

　初めにニーナに勲くん章しようと、将来の爵位が約束された。もともと今回のことは国内外に内密な案件だし、学生のうちに爵位があっても邪じや魔まなだけなので、学園を卒業した時に成人の証あかしとして叙爵が確定となった。

　ある意味、国家の大事を救ったのだから、過ぎた褒賞とは言えないだろう。

　そして、僕にはこの国で最高位の殊しゆ勲くん章を、エドガーにはそれに準ずる勲章が与えられた。いずれにしても、他国の王族に爵位を与えるわけにはいかないので、名めい誉よを与えた格好である。

　ニーナ曰いわく、国王から殊勲章を頂くことは、名誉市民の称しよう号ごうをも取得したことになるらしい。国境もスルー、国立施し設せつを特権的に使用したり、王立教育機関や、研究施設などへの入所も可能になるらしい。

　こちらの王立図書館にも興味があったので、素直に嬉うれしいご褒美だ。

　他にも、金貨に、宝石、特産品などを積み上げられ、ちょっとだけ対応に困ったが、エドガーと相談して半分は薬やく剤ざい師し学会と、王立総合研究所に寄付することに決めた。

　ただ単に人助けというだけではなく、ドリスタン王国に恩を売ることで、友好国であるモンフォール王国の立場や印象をよくするという狙ねらいもある。

　王族という職業は、あんがい面めん倒どう臭くさい気き遣づかいが必要なのだ。

　ちなみに、王太子の影武者サムの世話をした侍じ女じよら数人は、他言無用の契けい約やく魔法を施ほどこされ、早急に他所よその離り宮きゆうへと移された。けれど、各人共、破格の昇しよう給きゆう込みだったのでむしろ喜んで移動したという。

　もちろん、今回のことに関わった事情を知る功労者にも、後日、それぞれ褒美が与えられた。

　例の、エイブもそれなりに地位も上がって、ますます張り切っているようだ。身分至上主義の意識は相変わらずだが、王国独自の規律や環かん境きようによるものだし、一いち概がいに良し悪しが断ぜられるものではない。ともかく、少々嫌いや味みな性格ではあるが、仕事には熱心だし、それなりの実力もあり、何より王子の命を諦あきらめなかった不ふ屈くつの精神力の持ち主だ。

　塔とうの医師は、お役目を受ける時と、辞退する時に、それぞれ契約魔法と軽い記憶操作の術を受ける義務があった。逆に言えば、それさえ受ければ、いつでも職場移動を申しん請せいできたわけだ。

　ここでの仕事は、いつ何時王子に何があるかわからないので、寝しん食しよく以外はほぼ看病と、特殊魔法を使う老魔導士の世話、夜を徹てつしての魔力補助の手伝いと、思った以上にブラックな環境だったのだ。

　後でそれを聞いて、僕はちょっとだけエイブを見直した。

　同時に、これは「同類相哀あわれむ」というやつかも？　と、記憶の中の自分と重ねて、つい頑がん張ばれとエールを送ってしまったのである。




　翌日、僕はアンソニー王子の経過を最終的に確認するために、もう一度塔へ登った。

「ニーナ！」

　部屋に入ると、子供の甲かん高だかい声に迎むかえられた。

　ベッドから出ることはできないながら、アンソニー王子はすでに背中を支えられれば、起き上がれるほどに回復していた。

　ちょうど食事中だったらしく、器うつわを支えていたエイブが、それをサイドテーブルへと戻もどし、一度立ち上がってニーナに会え釈しやくをする。

「ごめんなさい、お食事中だったのね。いいから続けて」

「恐れ入ります」

「エイブ、ニーナが来たから後で……」

「いけません、殿下。さ、落ち着いて座ってください」

　僕達のことが気になって、王子は気もそぞろになりながらも、エイブの言うことを聞いて食事を続けた。食事と言っても、まだほとんど流動食のようなもので、どうやらそのドロドロした食事にも不満があるようだ。

　気持ちはわかるが、まだ固形物は無理なので徐じよ々じよに慣らしていくしかない。

　取りあえず王子のことはエイブに任せ、後方で薬の準備をしているらしい人がいたので、そちらの様子を見にいった。

　先日も見た老医師の一人と、その部下らしき青年だ。

「ニーナ姫ひめ、それにリュシアン様……」

「ご苦労様。お兄様の経過はどう？　見る限りではとても元気そうだけど、変わりはない？」

「はい、最初こそ記憶の乱れがあったようですが、今はきちんと状況を把は握あくされております。お食事も、残さず食べておられるので、体力が戻るのも時間の問題かと」

「それはよかった。薬も大事だけど、食べられるのが一番だからね」

　助手の青年が煎せんじていた薬やく湯とうをチェックして、僕はそう言った。現在使っているのは、普ふ通つうの調合薬剤だ。ここまでくれば、むしろこちらの方が効果的である。本来、身体からだが持っている力を引き出していくのが大切なのだ。前世で言うところの漢方薬、東洋医学に近い。魔法錬れん金きん薬ばかり研究していたが、こういう調合のみのレシピを研究するのも面おも白しろいかもしれない。

　僕らが常用しているハーブティーなども、その延長上にあるといっていい。せっかく大きな薬草畑も順調に稼か働どうし始めたし、美容、健康など、特定の分野に特化した、味も美味おいしいお茶をテーマにしてもいいかもしれないな。

「お待たせしました。こちらへどうぞ」

　そうこうしている間に食事は終わったようだ。すでに食器を片付けたエイブが、ベッドの脇わきに直立不動で立っている。

「あら、ありがとう。リュシアン、行きましょう」

　ニーナに続いて、ベッドのすぐ横へ移動する。しっかりとした様子で、枕まくらを背もたれに座っているアンソニー王子に、ニーナが嬉しそうに挨あい拶さつをしつつ、身を乗り出してそっと額の熱を測るような仕草をした。

「おはようございます、お兄様。お身体の具合はどうですか？」

　ニーナはかなり長身で大人びて見えるので、傍はたから見ていると弟と心配性しようの姉といった構図で、台詞せりふとかみ合わないのがちょっとだけ不思議な光景だ。

「おはよう、ニーナ。平気だよ、ねえ、早くベッドから出たいんだけど……ところで、その子だれ？」

　実年ねん齢れい六才の少年に「その子」呼ばわりされてしまった。まあね、多分同い年くらいとか思われちゃったんだね……いや、もういいんだけど。

「この方がリュシアンよ。お兄様の怪我を治してくれた人」

「……えっ!?　こ、子供だよね？　あ、僕と同じ理由で？」

　気の毒そうな表情になり、申し訳なさそうにニーナの方を見た。

　いや、王子の状じよう況きようと同じって、それかなり特殊な状況だから。その辺に普通に転がってないから。

　……そういう僕も、いい加減、特殊な状況ではあるけど。

「うーん、それとは違ちがうけど、こう見えてもリュシアンは十三才……、になるんだったかしら？」

　確認するようにこちらを見るニーナに、僕は仕方がなく愛想笑いをした。できたら、その話題から早いとこ逃にげたい。

「そうは、見えないけど……でも、僕を治してくれた人なんだね。リュシアン、ありがとう！」

　僕が言うのもなんだけど、アンソニー王子は子供とは思えないほど理性的に思えた。

　もっとも、六才にしてはという意味で、言動も態度もやはり幼い少年のそれだったが、きちんとした教育を受けた知性のようなものを感じた。

　きっと、当時はかなり大人びて見えたに違いない。

「恐おそれ入ります王子。僕だけでなく、たくさんの方々の協力があってこそです」

　アンソニー王子は、まだ塔から動かせないが、体力が戻り次第、後宮内のニーナ達の母親が使っていた住まいに滞たい在ざいし、歩けるようになって普通の生活が送れるようになり次第、近くの静養できる離宮に送られるとのことだ。

　まだ先のことはわからないが、その後は本当に留学などして、数年を過ごせば年齢が誤ご魔ま化かせるほどに成長もするだろうとのことだった。




　一週間ほどのドリスタン王国滞在だったが、僕とエドガーは一足早く学園に帰ることになった。僕はともかく、エドガーは通常授業があるし、単位も危なくなるので長居はできなかった。

「私は、お兄様が離宮に移って、少し落ち着くまではこっちにいるわ。リュシアン、本当にありがとう」

「ううん、気にしないで。王様からご褒ほう美びもいっぱい貰もらったし、それになにより大切な友達が困ってたら、助けるのは当然だよ。ね、エドガー」

「お？　おお、まあな……」

　話を振ふられたエドガーは、なぜか「お前な……」とちょっと呆あきれたような顔をして、ニーナも思わず苦笑したものの、黙だまって頷うなずいた。

「……エドガーも、本当にありがとう」

「いやいや、俺なんか、ただ言われた通りやってただけだからな」

　そんな時、護衛騎き士しの代表が、そろそろ出発すると知らせに来た。エドガーはその声に従って、さっさと馬車へと乗り込んだ。

「それじゃ、道中気を付けてね。私も、お兄様のお引ひつ越こしが終わったら、すぐに学園に戻るわ」

「久しぶりの再会なんだから、ゆっくりするといいよ。この手紙は、間違いなく学園長に届けるからさ」

　そう言って、エドガーに続いて馬車に乗り込もうとしたが、後ろから服の裾すそを摑つかまれて引き留められた。

「リュシアン！」

「……え？」

　思いっきり引き戻されて、僕がバランスを崩くずしかけたところをニーナの腕うでにクルッと回されて、正面からギュッとハグされた。

　相変わらずコンパクトな身体は、彼女の腕一本でいいように弄もてあそばれてしまうが、今日はそれだけではなかった。ちょっとだけ屈かがんだ状態のニーナが、不意に顔を近づけてきたのだ。

　一いつ瞬しゆん、ニーナの頰ほおが摺すり寄せられ、次に柔やわらかいものが僕の頰に触ふれた。

　…………ん!?

「本当にありがとう！　今回のことは、お父様も私も、お兄様も忘れないわ。リュシアンに何かあったら、私だってすぐに飛んでいく。だって……私にとって、リュシアンはとても大切な人なんだもの！」

　それこそ、起こったことを確かめる間もなかった。なにしろニーナは、すぐにひらりと身体を離はなして、今度はグイグイ押し出すようにして、僕を無理矢理馬車へと詰つめ込んだのだから。慌あわてて振り向くと、その顔は真っ赤になっている。

　護衛騎士に扉とびらを閉められ、背せ伸のびして窓から外を見ると、ニーナがちょっとだけ照れくさそうに手を振っていた。
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「お前だけ、なんか特別なお見送りだったな」

「い、いやいや、エドガーがさっさと馬車に乗っちゃうからだろ」

　そうは言ったものの、ニーナのハグは家族のそれよりもちょっとだけドキドキした。確認はできなかったが、おそらく彼女の唇くちびるが当たっただろう頰が、なんとなく熱い気がして、僕はしばらく手のひらで押さえていた。




　　　　※




　それから一か月と半月後、ニーナは学園に戻って来た。

　いつのまにか全員の集合場所になっている薬草畑で、久しぶりの再会となった。さっそく女子組で、楽しそうにお土産みやげを渡わたしたり、おしゃべりに花を咲さかせたりしている。

　そして僕とエドガーには、お土産とともに厄やつ介かいごとを持ってきた。

「チョビとペシュにもお土産がこれ、それと二人にはこっちもオマケね」

「ありがとう……で、これはなに？」

「俺にも？」

　アンソニー王子の静養先で手に入れた茶葉や、民芸品みたいな飾かざり、それとチョビ達に果物、最後に綺き麗れいな透すかし模様の入った高価そうな封ふう筒とうを渡された。

　それにはドリスタン国王の割り印がある。

　──あ、嫌いやな予感しかない。

「王宮で、本格的な私のお披ひ露ろ目めがあるの。前回のは、ほぼ身内のものだったけど、これは正式なお誘さそいよ」

　各国の王族や貴族やらが集まる、いわゆるすごいやつだ。前回のパーティーは、半分はエイブラハム公こう爵しやくとアンソニー王子のことを相談する機会を作るためでもあった。

　以前にバートンが言っていたニーナの社交界デビューは、この正式な王城でのお披露目を指していたのだ。

「もちろん、リュシアン達はモンフォール国王の代理としての招待よ。事前にモンフォールの国王陛下には許可を頂いてるわ」

　さすがに王太子のお披露目というわけではないので、他の王国、公国にしても、トップが来ることはほとんどないとのことだ。

「今回もアリス達はお誘さそいできないけれど、パーティーに来てくださる各国のお客様からは、きっと珍めずらしい頂きものをするから、終わったらここでまたみんなで集まりましょう」

「わあ、楽しみ。むしろ、私はそっちの方が気楽でいいわよ、ね、カエデ」

「そうそう、私なんてアリスの家でも目を回しそうだったのに、お城に行ったら倒たおれちゃうわ」

　いやいや、アリスの家は普通じゃないからね。むしろ、貴族の家よりずっとスゴイから。

　一方、ダリルは最初から興味なさそうにノルに餌えさをあげている。

　ついでにチョビにも分けてくれていた。ダリルはとても器用で、魔ま獣じゆうが好む特別なフードを作るのが得意だ。総合栄養食とでもいうのか、もちろん普通の食べ物もあげてはいるが、これはなかなか画期的な試みである。

　ペットフードのように、一ひと粒つぶで二度も三度も美味しい仕様だ。もちろん種族によって変えているようで、なんとチョビ用とペシュ用も用意してくれているのだ。

　最近、ようやくチョビもダリルを許したようで、ちょっとずつ近づくようになった。ダリルは、顔にこそ出さないが、内心デレデレになっているのは誰だれの目にも明らかだ。

　ペシュは相変わらず引っ込み思案だが、ダリルはいつか絶対に懐なつかせる気まんまんである。どんだけ従魔が好きなんだよ。




　というわけで数日後、僕はもう一度モンフォールの王子バージョンに変身することになった。もう二度とやらないと思ってたのに、すでにこの姿がモンフォール王国第四王子の姿として認識されてしまったので仕方がない。

　これには、ドリスタン国王も驚おどろきを隠かくせなかった。なにしろ、王様は僕の本当の姿を知ってるわけで、この姿を変える魔法に興味深々だったのである。

　そしてエドガーやダリルと同様、この魔法が、僕自身にしか使えないと告げると、まったく同じリアクションをして、ガッカリと肩かたを落とした。だから、この魔法で何に変身するつもりなんだ。

　そのパーティーでは、なんとバートンにも再会した。

　最近、学園で会わないと思ったら、やっぱり中ちゆう途と退学したとのことだった。しばらくは領地に籠こもり、領地運営の基き礎そからなにから叩たたき込まれているようだ。

　前にパーティーに参加した時は、女の子をたくさん引き連れて、伊達だて男おとこ全開だったのに、今回は一人ぼっちで取り巻きさえいなくなっていた。

　しかも、なんだかげっそりやつれて、ひと回り萎しぼんだというか、人が変わったようになっていた。ニーナの話によると、デキる部下たちにまるで操あやつり人形のように働かされ、鼻血も出ないほどに絞しぼり上げられているらしい。

　今後、王家に吸収されるにしろ、部下たちにいいようにされるにしろ、キンバリー家の力は徐じよ々じよに失われる運命なのかもしれない。

　すべては自業自得なんだろうけれど、哀あい愁しゆうを背負いよろよろと立ち去る背中を見ると、ちょっとだけ気の毒に思えてしまった。




　　　　※




　慌ただしい日々が一段落して、やっと通常の日常が戻もどってきた。僕は、のんびりと花を咲かせたソティナ草を眺ながめながら、草むしりをしていた。

　だんだんコツがわかってきて、新しく植えたものはほとんど綺麗に花をつけてくれた。ただ、採集の時機を間ま違ちがうとすぐに枯かれてしまうので、先ほどから保存瓶びんを準備して待ち構えているのだ。

「今回は、半分量を乾かん燥そう処理して効能の違いを確かめてみよう。処理の仕方は他の薬草と同じでいいのかなあ……」

「リュシアーン！」

　遠くからニーナの呼ぶ声が聞こえてきた。ちょっと離れた場所から、手を振りつつこちらに走ってくる。僕が立ち上がって待っていると、息を切らしながら一いつ緒しよに来てほしいと頼たのまれた。

「いいけど、じゃあ手伝って。そろそろソティナ草が採集可能になるから」

「もちろん手伝うけど、急いでね。学園長に呼ばれてるのよ」

「学園長？　僕、なにかしたかな？」

「ううん、呼ばれてるのは私。じゃあ、この瓶に入れればいいのね。使うのはこのナイフ？」

「そう、クラフトで昨日作った新作で、切れ味抜群だから気を付けてね」

　道具の説明をしながら、身をかがめて小さなビニールハウスに入ったところで、僕は「ん？」と首を傾かしげた。

「……って、ニーナが呼ばれてるの？　それで僕はなんで？」

「それがね、例の冒ぼう険けん者ギルドの件なのよ」

　長身のニーナは、窮きゆう屈くつそうに身体を縮めてビニールハウスの手前のソティナ草を採集し始めた。それ以上奥へ入ると、うっかり立ち上がった時にハウスを壊こわしかねないと遠えん慮りよしたのだろう。

「冒険者ギルド……？」

　ニーナの話によると、冒険者ギルドの使いがやって来て、とんでもなく分厚い書簡を置いて行ったらしい。

　そこまで聞いて、ようやく僕の中で話が繫つながった。ニーナも当然気が付いていて、真っ先に僕を呼びに来たというわけだ。

　言うまでもなく、冒険者ギルドの登録をけんもほろろに断られた件だ。




　広い学園の敷しき地ち内、そのほぼ中央に教養科が使っている巨きよ大だいな総合教室棟とうがある。その一階に保健室、職員室があり、その隣となりに学園長室があった。

　他の部屋とは、扉のデザインが違うのですぐに学園長室だとわかる。

　ニーナはともかく、僕は初めての訪問だ。少なくとも、普ふ通つうに学園生活を送っていれば、ほぼ来ることはない場所ではあるので、ちょっとばかり緊きん張ちようしてしまうのは仕方がない。

「いらっしゃい、ニーナ。リュシアン君も、ごきげんよう」

　学園長のブリジットは、椅い子すから立ち上がって僕達を笑顔で迎むかえてくれた。

　重厚な学園長の机の横には、簡易の応接間のようなソファーセットが置いてあり、そちらに座るようにと勧すすめられた。僕達が腰こしかけると、ブリジットは机の引き出しから封ふう書しよを取り出し、テーブルへと置いた。

「これがそうですの？　大伯母おば様」

「ええ、ギルドマスターの……どなただったかしら、ザックさん？　からの謝罪と、お願いのお手紙なのですって」

　それにしても分厚い。いったい何が書かれているのか、僕の想像通りの通達だとしたら、こんなにも書くことがあるとは思えないんだけど。

　ニーナは、何とも言えない表情でその封を切った。

　一枚目をめくり、二枚目をめくり、その表情は困った顔から、だんだんイライラしたものに変化して、それでもなんとか最後まで読んで、しまいには疲つかれ果てたように手紙をドンッとテーブルに置いた。

　少なくとも、手紙を置いた音じゃないね。

「どうしたの？　なんて？」

「……冒険者ギルドへお立ち寄りください、ですって」

「え？　そ、それだけ？」

　思わずポカンとなった僕に、ニーナはその手紙を手に取って渡してくれた。

　学園長が伝えたように、確かに謝罪とお願いの文章だった。ただし、内容のほとんどが謝罪という名の言い訳だった。しかも、とりとめのない泣き言の繰くり返しである。

　そして、最後に一言、ギルドへの再訪を願い出る一文で締しめ括くくっていた。もちろん、この一文の前にも手続きがギルドでしか行えないだとか、お越こしいただくことになり申し訳ないだとか、びっしりと前置きがあった。

「今いま更さらどうでもいいけれど、これってやっぱりアイツの仕し業わざだったのかしら」

「そうね、冒険者を卑いやしい職業だと思っているようですから、妻となる予定のニーナにはなって欲しくなかったのでしょう」

「勝手な人！　それに、妻だなんて冗じよう談だんじゃないわ」

「まあまあ、完全になくなった話なのだし、そんなに怒おこらないのよ」

　話の流れから、どうもバートンの仕業だったらしい。変な妨ぼう害がいをするものだと思ったものだが、そんな理由だったとは呆あきれてものも言えない。

「だって、大伯母様！」

「まあまあ、いいじゃないの。父親ともども、あの子も、これから大変な人生を送ることになるわ。別に許すこともないけれど、ニーナはもう煩わずらわされなくてもいいのよ」

「大伯母様……」

「ほら、冒険者ギルドに行くのでしょう？　せっかくお許しが出たんだもの、今度は陛下がごちゃごちゃ口を出す前に、既き成せい事実を作ってしまった方がよくってよ」

　やっぱり国王様的にはあんまり賛成じゃないんだ、冒険者の王女様。当然といえば当然だけど、学園にいる間は好きにしていいって言っちゃった手前、きっぱり反対も出来なかったってことだね。

「そうだった。お父様ったら、お披露目もしたことだし、これからは……とかなんとか言いだしたのよ。リュシアン！　早く、早く行きましょう！」




　ということで、その二時間後にはニーナも無事に冒険者になった。

　新しく冒険者としての機能が追加されたカードを受け取ると、先ほどまでの不ふ機き嫌げんさが噓うそのように嬉うれしそうな顔になっている。

　到とう着ちやくした途と端たん、案の定というかギルドマスターに捕つかまって、しばらくお詫わびという名の嫌いやがらせを受けていたのだが、当然、ニーナが願ったのは「普通に対応して欲しい」の一言だった。

「ねえ、ニーナ。せっかくだから、なにか簡単な依い頼らいを受ける？」

「いいの？　リュシアン！」

「もちろん、今日は一日みんなはみっちり授業だし、すぐ帰っても畑仕事くらいしかやることないしね」

　掲けい示じ板ばんのところに行くと、ところどころ歯は抜ぬけになったクエスト依頼書が貼はってあった。希望するものがあれば、剝はがして窓口のところへ持っていくようだ。

　ざっと見回したが、美味おいしい依頼はほぼなくなっていた。こちらに着いたのは朝だったものの、ギルドマスターの長い話のおかげですっかり昼前である。

　当然ながら、割のいい依頼から売れてしまうのだ。

「うーん、やっぱり良さそうなのは取られちゃってるね」

　半日で完かん了りようできる依頼といえば、薬草などの収集や、単純なモンスターの討とう伐ばつくらいだ。

「私達はＦランクだから……」

「あ、僕はＤランクになったから、パーティでの依頼ならＤまでいけるよ」

「ええ！　いつの間に、ずるい」

「ニーナよりずっと前に冒険者になってるからね。でも、Ｄランクまでは、頑がん張ばればすぐになれるよ」

　そう、難易度が跳はね上がるのはＣランクからだ。

　なにより昇しよう級きゆう時に適性試験もあるし、一定期間なんの依頼も受けない、或あるいは失敗が続くと、ランク落ちもあったりして維い持じするのも大変になる。

　その代わり、稼かせげる金額も一気に増えるし、なにより信しん頼らい値のようなものも上がるので、指名やギルド直じき々じきの依頼もあるのだという。

「じゃ、私も早くＤランクになる」

「カエデだって、まだＦランクだよ。そんなに慌あわてることないよ」

　そう言っても、ニーナはもうやる気満々である。食い入るように掲示板を見つめていた。

「これと、これ！　それに、これも」

「待って、ニーナ、ストップ！」

　両手に依頼書を摑つかんだニーナを、僕は慌てて止めた。

　暴走しそうになるニーナを何とか抑おさえて、いくつかの依頼書を取り上げて元の位置へと戻していく。舞まい上がる気持ちはわかるけどね、そんなにいっぺんに受けられないから。

「今日は半日だし、二つだけ！　これからは、いつでも受けられるんだから、今度ゆっくり！　ね？」

「そうよね……うん」

　ちょっと不満そうではあったが、取りあえずは納得してくれたようだ。

　二人で相談して受けた依頼は、ちょっと珍めずらしい薬草で、マイン草の採集。これは、気き付つけ薬に使う物もの凄すごい匂においの薬草だ。無む闇やみに扱あつかうと、手に付いた匂いが一週間は取れないという強つわ者ものだ。扱いが面めん倒どうなわりに、依頼料が安いのであまり人気がない。

　もう一つは、グリーンワームという魔ま物もの、二十匹ぴきの討伐。同じ依頼が複数枚あるので、いわゆる大発生モンスターの間引き依頼というやつだ。

　どちらも学園都市から出て、砂さ漠ばく側への街道が捜そう索さく範はん囲いとなる。あまり人気がない依頼のようだが、時間が限られている僕達には、場所が近くて同じ範囲というのはとても助かる。

　さっそく窓口に行って、この二つの依頼を受けた。グリーンワームのほうがＦランク、マイン草のほうがＤランクの依頼だった。薬草採集のランクが高いのは、ひとえに扱いの難しさゆえだろう。

「徒歩で門を出るのは新しん鮮せんね」

「そういえばそうか、普段は馬車だからね。そもそも学園を出るとしたら、遠出ばかりだし」

　もともと学園都市には何でもあるので、外に出ることがほとんどなかった。たまに受けていた冒険者ギルドの依頼も、錬れん金きんで作る薬や、素材加工なんかの手仕事が多かった。一人で受けることが多かったので、そういう依頼ばかり受けていたのだ。

「馬車で移動している時は気が付かなかったけど、人の往来もあるのね」

　確かに、行商っぽい徒歩の商人なども見かける。この辺りは、それほど高ランクの魔物もいないし、次のオアシスの町くらいまでなら、わざわざ馬車に乗るまでもないのだろう。

　でも、僕らも依頼を受けたけど、最近はグリーンワームが異常発生していて、どこかで小さな魔力溜たまりでも発生しているのではないかと言われていた。

　ダンジョンの成長時や、発生時に起こるとされている魔物の異常発生と暴走スタンピード。それに似た症しよう状じようで、一つの種が爆ばく発はつ的に増える現象が起こることがあるのだ。

「あった。あれじゃない？　マイン草」

「待って、ニーナ。無闇に触さわっちゃだめだよ」

「そうだった。どうするんだっけ？　たしか、切り口を焼くんだっけ」

「うん、でも切るのはこれ使ってね。そしたら焼かなくていいから」

「え？　でも、匂いが」

「大だい丈じよう夫ぶだって。その代わり鞘さやから抜ぬく時は気を付けて。刀身に触ったら火傷やけどじゃすまないよ」

　使い捨て用の手て袋ぶくろとビニールモドキの保存袋を取り出して、ニーナにはナイフを手て渡わたした。握にぎりの部分に、赤い魔石が二列、呪じゆ式しきの枠わくに沿って嵌はまっている。

「すごーい、なにこのナイフ。切ったと同時に切り口が炭みたいになってる」

「マイン草に限らず、薬草には切り口から有毒の汁しるや気体が漏もれるものがあるからね。薬草畑で多数の植物を育てるにあたって、クラフトのほうで幾いくつか道具を作ったんだよ」

　でも、これはまだ未完成かな。思った以上に熱が強くて炭化がひどい。僕としては電気メスのようなイメージだったんだけど……まだまだ改良の余地ありだね。

「リュシアンったら、なんだかんだ一人で作っちゃうのね。金属、鉱石の錬金術は、私も一いつ緒しよにやりたいって言ったじゃないの」

「ごめんって、ニーナはここしばらく大変だったでしょう。教養科を修しゆう了りようしてるのはニーナしかいないから、僕だって一人でちょっと時間を持て余してたんだ」

　一つ目の依頼をクリアして、僕達は更に街道を進んでグリーンワームの出現情報があった場所へ向かった。

「そうだったの。そうよね、一人じゃつまらないものね」

「うん？　そう、だからね。今度は、ちゃんと声かけるからさ……ん？」

　それほど進まないうちに、グリーンワームの集団にぶつかった。先ほど見かけた商人が、オロオロと魔物避よけの粉を振ふりかけている。どうやら足に白い糸が絡からまって、動けなくなっているようだ。

「あっ、魔物避けはダメ！　余計に興奮しちゃうから、早く仕し舞まって。ニーナ！　僕が糸を切るから、その人を後方へ」

　魔物避けは、魔物が嫌きらいな匂いだが、すでに向かい合って興奮している個体には、かえって怒いかりを煽あおる結果になりかねない。誰だれだってイヤな匂いを正面からぶっかけられれば気分を害するだろう。

　ざっと数えて十匹以上はいる。これって普ふ通つうなのかな？　そもそも街道沿いってあまりモンスターは出ないはずだし、ちまちま一匹ずつ倒たおしていかないといけないと思ってたくらいなんだけど。

「なんだっけ、討伐証明の品……あれかな、しっぽの先にある毒針」

「そう、ワームは素材としてはあまり美味しくないから、基本的には証明部位だけ持って帰るように、って書いてあったよ」

　毒針は、ワームの唯ゆい一いつの換かん金きん素材だから、害がい獣じゆうならぬ、害モンスター駆く除じよの報ほう酬しゆうを払はらう代わりに、換金素材回収で、ウィンウィンってとこなのかな。

「針は頑がん丈じようだから、一気にやっちゃっても大丈夫かな？　チョビ、いく？」

　久々の指名に、頭の上のチョビはジャンプで答えた。爪つめが当たって地味に痛かったが、まあ喜んでるならいいか。チョビを手のひらに置いて、前方のワームの集団をロックオン。

「ニーナ、その人を安全なところへ。誰もいないね、右よし、左よしっと」

　避ひ難なんさせた商人さんを、しっかりニーナに見ていてもらって、近くに人がいないことを確かめた。ついでにペシュも飛ばして確認を取った。グリーンワームはウゾウゾとゆっくりな動きで近づいて来る。怒おこらせると飛びかかって来るが、普段は動きののろいモンスターだ。

　注意事じ項こうは近づきすぎると糸を吐はくこと。

「くれぐれも最大火力とかはやめてね、じゃあ……」

　行け、という僕の言葉をかき消すように、ゴバァッ！　と、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが地面を一舐なめした。

　チリチリチリチリ……という、炭化した土が爆はぜる微かすかな音。

「──ふぁ!?」

「ちょっと、なに今の、リュシアン？　毒針は!?」

　僕の指示で離はなれていたニーナが走って来て、前方に広がる惨さん状じようを見て呆あつ気けに取られていた。

「……ごめん、やっちゃった」

　すでにチョビは、すごすごと僕の頭の上に登って丸まっている。あまりの嬉しさに、セーブが利きかなかったのか、ともかくチョビも「やっちゃった」感はあるようだ。

「見事に炭も残ってないわね。地面も焦こげてるし……この辺りは砂漠地帯の手前で、草木が少なかったのは幸いだったわね」

「せっかくの獲え物ものだったのに、ごめんね」

「あら、いいのよ。今回の依い頼らいは、もともと間引き依頼なんだから、たくさん倒すこと自体は責められることじゃないんだもの」

　どうやらニーナはぜんぜん気にしてないようだ。チョビのジョリジョリの頭を撫なでて、ポジティブ思考全開でそう言った。

　商人さんには、無闇に魔物避けを使わないように注意して別れた。足に糸を吐かれて、パニックを起こしたということだったが、捕つかまって身動きが取れなくなれば低ランクのモンスターでも大変なことになりかねない。

「ニーナの言葉じゃないけど、確かに倒す分には問題なさそうだ」

　その後は、単体でエンカウントしたら直接攻こう撃げきで、大量に湧わいたらニーナの炎魔法で一いつ掃そうした。あまり魔法が得意でないニーナでも、これくらいの雑魚ざこモンスターなら十分に戦力になった。

「夕方になっちゃったわね。みんな待ってたらどうしよう、私ったらつい夢中になっちゃって」

「大丈夫、メモを持たせたペシュを、ずいぶん前に飛ばしておいたから。今日は、薬草畑と研究室はどちらもお休み、ってね」

「よかった、ありがとう」

　ニーナは両手に小さく収まる巾きん着ちやく袋ぶくろを、大事そうに握りしめて本当に嬉うれしそうに笑った。ほんの少しの銅貨が入った巾着袋を、いつまでも眺ながめているニーナに、僕はつい笑いそうになってしまう。

「そんな風に持ってたら、危ないんじゃなかったっけ？」

「あら？　そ、そうね……って、意地悪ね、リュシアン」

　初めてお金を手にした僕を、以前ニーナがそう注意したのを揶揄からかったのだと気が付いて、彼女はぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。

　ニーナにとっては、初めてのクエストだったのだから嬉しくて当然だろう。

「そうそう、みんなといえば！」

　学園の門まで戻もどって来た時、ニーナが思い出したように軽く両手を叩たたいた。

「この間のお披ひ露ろ目めの時、各国から珍しい特産品をたくさん貰もらったし、お料理も準備してあるのよ。しばらくバタバタしてたけど、アリス達とも約束してたし、みんなで集まりましょうよ」

　そういえば、そんな約束もしてたね。

　本当にここのところいろいろあって、なかなか全員が集まる機会もなかったし、チームの親しん睦ぼくのためにもちょうど良いかもしれない。

　なにより、僕達ばっかりパーティーを満まん喫きつ（？）してるのもなんだしね。

「そうだね、みんなには僕のほうから伝えるよ」

　ニーナが嬉しそうに頷うなずくのを見て、僕もみんなが集まれる日の候補をいくつかあげた。そして、僕達の歩く先には、木々に見え隠かくれしながらも、ようやく寮りようの明かりが見えてきたのである。








エピローグ






「わああ、すごいご馳ち走そう！　それに珍めずらしい食材もいっぱい」

「本当だ、美味おいしそう」

　アリスが歓かん声せいをあげて、カエデも目が輝かがやいている。ダリルもノルと戯たわむれながら、さすがに興味をひかれたようにテーブルに目が釘くぎ付づけになっている。

　そこは、薬草畑にある小屋。もっとも、最近では増築も進み、ひと回りくらい大きくなって小屋と言うにはちょっと無理があるのだが。

　僕も、今ではいろいろ持ち込んでいるので、すっかり貸し出しの研究棟とうの方には行かなくなった。この間も、全然顔を見せないとエイミに文句を言われたので、ご機き嫌げん伺うかがいに、新作の補助魔ま法ほうの魔法陣じんを一つ進しん呈ていした。もっとも、まだ写生できないって相変わらず悶もだえてたけど。

　そして、ユアン先生には、お礼と、今回の処方の結果報告も行った。

　むろん詳しよう細さいは話せなかったが、薬を使った後の経過報告はできた。古い書物ゆえの掠かすれていた部分の手順や、有効な追加薬やく剤ざい、さらに投とう与よ時どのような事象が起こるか、などなど、レシピにはかなりの補助ページが加えられたようだ。

　ニーナは、大きなテーブルに、所せましと更に料理を並べている。パーティーの時に出された料理のいくつかをお城のコックに作らせて持って来たらしい。

　別のテーブルには、各国からのニーナ王女への献けん上じよう品から、いくつかチョイスして持って来たという特産品などを並べた。

「そういえばニーナ。冒ぼう険けん者の登録ができたんですって？」

「そうなのよ！　聞いて、あのギルドマスターったら、書類に手て違ちがいがあったようです、ですって！　しらじらしいでしょう？」

「うわぁ、噓うそが下手へたね」

　アリス、ニーナ、カエデが、美味しい料理に舌した鼓つづみをうちながらおしゃべりを始めた横で、僕はテーブルに並べられた品々を眺めていた。

　見たこともない珍しい果物に、驚おどろいたことに焼き菓が子しのようなものまであった。やはり、あるところにはあったんだね、お菓子。

　裕ゆう福ふくな南の島国からの献上品には、コーヒー豆に似たものまであった。焙ばい煎せん処理してあるので、本当にコーヒーなんじゃないかと思う。

　もっとも、お菓子にしろコーヒーにしろ、前世にあったような洗練されたものとは比べようもないが、遠い地には見たこともないものや、僕にとっては懐なつかしいものが色々ありそうだ。

　せっかく冒険者になったのだから、ちょっと遠出してでも、そんな未知の場所へ行ってみたいと思った。

　──そして、ぜったい大量に買ってこよう。

　それはともかく、チョビはいつものように好き嫌きらいなく何でもバクバク食べている。エドガーと並んでいると、まるで似た者兄弟のようだ。美味しそうな食事に負けたのか、珍しくダリルも積極的に料理を物色している。

　この辺では見かけないライチのような果物があったので、人見知りのペシュのために剝むいてやろうと手を伸のばした時、僕はその横にある奇き妙みような黒い物体に気が付いた。

　シャンパングラスのような形の、銀製の豪ごう華かな細工がされた器うつわに、真っ黒な艶つやのないごつごつした物体が載のっていたのだ。

　それはお菓子が並べられている場所ではなく、乾かん燥そうした薬草や、根っこ、木の皮のようなものや、動物の部位、ツノなどと一いつ緒しよに並んでいた。

「こ、これって……」

「なんだ、その黒いの。気持ち悪いな」

「……ああ、それは珍しい薬材だって、外国のお客様から頂いて。その辺に置いてあるのは全部そうよ、リュシアンは薬の材料とか興味あるでしょ、だから」

　僕はその黒い物体を指でつまんだ。

　これも、ちゃんと加工してあるようだ……そう、これは！

　湧き上がる期待に胸を膨らませて、その匂においを嗅かいで確認する。鼻び孔こうをくすぐる懐かしい香かおり……僕は思わず歓かん喜きの声を上げた。

「うわ！　マジ!?　これチョコレートだ」

「チョ、チョコ……レート？　ってなんだ？」

「……さあ？」

　外野の声はもう耳に入ってこなかった。ともかく、まるで吸い寄せられるように、躊ちゆう躇ちよなくそれを口に運んでいた。ニーナが慌あわてて制止したが、もう口に入れた後だ。

「ちょっと！　リュシアン、それ薬っ……て」

「………………に、苦い」

　苦いっていうか、渋しぶいっていうか……いっそ、口が曲がる。

　これって、砂糖もミルクも入っていない。鼻を抜ぬける風味は、間ま違ちがいなくチョコレートなだけに、ガッカリ感もひとしおだった。

　そういえば、薬材だって言ってたっけ。

　口直しに甘いお菓子を口にすると、懐かしさのあまりジタバタするほど完かん璧ぺきにチョコレート風味だった。惜おしい、惜しいよチョコレート！　なければないで考えもしなかったけど、あるとなったら諦あきらめられないのが人情だ。

　これって、どのぐらい手に入れることができるのかな？　やっぱ高価なのかなあ……ちゃんと甘いチョコレート食べたいなあ。

「ねえねえ、なによ、どうしたのよ？」

「リュシアンが、さっきから壊こわれてるのよ」

「……そうか、俺、割とよく見るぞ」

　黒い塊かたまりを凝ぎよう視ししている僕に、いつの間にかみんなが集まって来た。そしてエドガーは、いつもと変わんねーぞ、と失礼なことを言っている。

　よし、チョコレートを作ったら、口に突つっ込んでやる。

「ねえ、みんな。この綺き麗れいに盛り付けられたタワーみたいのは崩くずしていいの？　早く食べようよ」

　そんな中、ダリルとノル、チョビは、黙もく々もくと食事を続けていたが、その横でカエデがテーブルの中心にそびえる造形物を指差していた。それは、アフタヌーンティーなどで使う銀製の器具の超ちよう巨きよ大だい版で、マッシュポテトでコーティングされたミートローフや、ゼリーで固められたテリーヌなど、色とりどりの食材がまるでウエディングケーキのように積み上げられていたのだ。

「ああ、それはね……」

　本当のパーティーでも、あれのもっと大きいものを見た。なんだろう、こっちのお祝いの席には必ひつ須すのものなんだろうか。ニーナが、みんなに料理の説明をしながら皿に分配し始めたので、僕もチョコレートの器をテーブルに戻して、手伝いに行った。

「そういえばエドガーは、単位ちゃんと足りた？」

「ばっちり……というか、まあギリギリだったけどな」

　いつの間にか、今年度もあと数か月で終わろうとしている。

　かなりの欠席がかさんだエドガーは進級を危ぶまれたが、なんとか進級できそうでニーナがホッと胸をなでおろしていた。

　僕にしても、いろいろと不測の事態などもあって、勉学や課題の研究に集中して取り組めず、今年度の成績は正直あまり芳かんばしくはなかったが、むしろ充じゆう実じつした日々を送ることができたと思う。

　新しい発見、新しい知識、新しい経験、どれをとっても有りえないほどの収しゆう穫かくがあったのだ。そんな新しん鮮せんな知識の数々は、自然と僕の中に遠い地への羨せん望ぼうのようなものを芽生えさせた。

　新天地を目指したいという漠ばく然ぜんとした意識を目覚めさせたのだ。

　もちろん、いつかは外に飛び出すつもりではいた。もともとは身の安全のため、また自分の存在がトラブルの種になりかねないとの危き惧ぐから、最終的には故郷の国を出るつもりだった。そのための冒険者への道だった。

　でも、だんだんと目的が変わって来た。

　興味はそれこそ尽つきることがないし、まだまだきっと、この世界には僕の知らないことがたくさんあるのだから。

　そして、もちろんあちらの世界のことも──。

　会ったことはないけれど、お祖母ばあ様の兄だという魔ま王おう様が支配する国、魔界。豊かな国だと言っていたから、さぞ珍しいものがいっぱいあるだろう。

　本当に、やりたいことが山ほどあって困るくらいだ。

　とはいえ、こうして気の置けない仲間達との学園生活は、これはこれで楽しくて仕方がない。今はまだ、いろいろ準備中ってことだよね。

　美味しい料理を楽しそうに囲んでおしゃべりしているみんなをぐるりと見回して、僕はつい一言呟つぶやいた。

「うん、平和が一番」

　それを聞いたみんなが、なぜか一いつ斉せいにどっと笑った。

　どうやら、まわりから見て僕は、とんでもないトラブルメーカーという認識らしい。

　いや、そんなことないでしょ？




　その後、僕が力いっぱい反論したことは言うまでもない。
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　秋も深まり、日に日に冬に近づいている今日この頃ごろ、みなさまはどのようにお過ごしでしょうか。

　今年は、度重なる台風や豪ごう雨うが日本列島を襲おそい、猛もう威いを振ふるいました。被ひ害がいに遭あわれた地域の方々に、お見み舞まい申し上げます。そして、一日も早い復興と、ご回復をお祈いのりします。

　台風や雨といえば、直接の被害もさることながら、天気痛を持つ方には辛つらい時期とも言えます。

　かく言う私もその一人なのですが、あれだけ気圧が乱高下すると、身体の調子もおかしくなりますよね。







　皆みなさま、こんにちは。るうです。

　今回は、主にニーナとリュシアンのお話で、冒ぼう険けんと言うより宮きゆう廷てい内の諍いさかいの話でしたね。奸臣はモンスターと違ちがって、ただやっつければ済む問題ではないので、チョビで一いち撃げきと言うわけにいかないのが厄やつ介かいです。

　これまで、偶ぐう然ぜんの遭そう遇ぐうだったり、会話に出てきたドリスタン王国の王太子や、ドリスタン王国のゴタゴタは、これにて一件落着、取りあえずの解決はできたんじゃないかな、と思います。

　リュシアンの研究もどんどん進み、今までも魔ま法ほうの代わりに追求してきた錬れん金きん術じゆつで、いにしえのレシピを参考にしたとは言え、ついに魔法では実現が難しかったことをやってのけたりと、かなり前進できたのではないかと思います。

　今回のことで、ニーナはリュシアンに大接近しましたが、リュシアン本人は相変わらずのほほんとしているので、それほど変化を感じていないかもしれません。主人公にありがちな不治の病、鈍どん感かんという病気でしょう（笑）。

　新しく登場した人物として、学園長。彼女はニーナの母方の親しん戚せきで、彼女を孫のように可愛がっています。あとはドリスタン国王、ちょろっとしか出てこなかったですが、こちらもニーナを溺でき愛あいしている様子。こんな二人に囲まれてニーナがわがままプリンセスにならなかったのは、ある意味でキンバリー辺境伯という獅し子し身中の虫を警けい戒かいするために、己を律していたためかもしれません。

　ちょうど時期を同じくして、天皇陛下の即そく位いの儀ぎが行われたこともあって、日本にも諸外国からたくさんの王族の方がお見えになりました。ロイヤルファミリーの方々は、皆みな様さま背筋がシャンとして、立たち居い振ふる舞まいがスマートですよね。常に国民の代表であり、お手本でいなくてはならず、その行いを注視されてしまう御ご身み分ぶんでいらっしゃいますので、本当に大変なお役目だと思います。







　さて、この本が出る頃ころには冬になってますが、今は秋真っ盛りです。栗くりや柿かき、サツマイモなど秋っぽい食べ物が店頭に並び始めましたね。食しよく欲よくの秋、読書の秋です。

　リュシアン達も、最後の方でたくさんのご馳ち走そうを食べてました。あまり季節の食材や、それに沿ったお話などは書かなかったのですが、せっかく季節がある土地だったので、もうちょっとそういう面も生かせればよかったかなと思ってます。

　というわけで、皆さまからのあたたかい応おう援えんのおかげで、本作は四巻目を迎むかえることができました。本当にありがとうございます。

　こちらでの、「ご落らく胤いん王子は異世界を楽しむと決めた！」は、この巻をもちまして取りあえずの完結となります。まだまだリュシアン達の冒険や挑ちよう戦せんは続くとは思いますが、ひとまずは今回のお話をもって、一応の大団円（？）でございます。

　引き続き情報などは、ＷＥＢサイトなどでご報告させていただきます。カクヨム様などで、ご検けん索さく頂ければ幸いです。







　最後になりましたが、今回も素敵なイラストを描えがいてくださったオウカ先生、いつも可愛いヒロインたちを描いてくださりありがとうございました。そして、この作品に携たずさわってくださった、たくさんの関係者様、本当にありがとうございました。この場をお借りして御お礼れい申し上げます。

　そして、なによりこの本をお手に取ってくださった皆様に、多大なる感謝を捧ささげます。




　では、またお会いできる日を祈って──。








二〇一九年　　　爽さわやかな雨上がりの昼下がり　　　　十月下げ旬じゆん
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ご落らく胤いん王おう子じは異い世せ界かいを楽たのしむと決きめた！４
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